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簡
)
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結

びに
か
え
て

エ
チ
ナ
川
流
域
､
つ
ま
り
所
謂
居
延

一
帯
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敷
設
さ
れ
た
漠
代
蜂
倦
'
そ
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軍
事
及
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行
政
機
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し
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は
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都
尉
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侯
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燈
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と
い
う
序
列
に
な
っ
て
お
り
'
数
個
の
健
は
部
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
'
居
延
漠
簡
の
研
究
者
が

一
致
し
て
説
-
と
こ
ろ
で

あ
る
｡

都
尉
府
以
下
に
は
､
兵
卒
と
更
が
勤
務
し
て
い
る
わ
け
だ
が
'
彼
ら
に
は
'
月
単
位
を
原
則
と
し
て
穀
物

(主
と
し
て
粟
へ
そ
の
他
変
･
摩
･穆

程
･
黍
･
梁
米
も
あ
り
'
綬
稀
し
て
こ
れ
ら
は
｢穀
｣
と
呼
ば
れ
た
)
が
支
給
さ
れ
て
い
た
｡
そ
れ
は
一
つ
に
は
'
日
々
の
食
糧
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
'

居
延
出
土
の
漠
衝
に

｢廉
｣
と
表
記
さ
れ
て
い
る
食
糧
支
給
は
'
ひ
と
り
吏
の
み
な
ら
ず
戊
卒
及
び
そ
の
家
族
を
も
包
含
し
て
い
る
｡

い
ま
ひ
と
つ
は
'
官
吏
の
給
典

(俸
給
)
で
'
周
知
の
如
-
漠
代
の
俸
給
は

｢
半
歳
牛
穀
｣
'
鏡
と
穀
物
の
両
者
で
支
沸
わ
れ
て
お
-
'
こ
の

原
則
が
連
境
地
帯
で
も
内
地
と
同
じ
-
適
用
さ
れ
た
と
す
れ
ば
'
吏
は
食
糧
と
し
て
の
穀
物
の
他
に
給
輿
と
し
て
も
穀
物
を
得
て
い
た
こ
と
に

(-
)

な
ろ
う
｡

と
こ
ろ
で
'
こ
う
い
っ
た
穀
物
は
'
嘗
然
穀
物
倉
に
保
管
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
'
居
延
漠
簡
の
中
に
は

｢其
々
倉
｣
と
い
っ
た
倉
名
が
記
さ

れ
た
簡
が
あ
り
､
さ
ら
に
は
'
倉
に
勤
務
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
倉
官
名
も
同
時
に
確
認
で
き
る
｡

エ
チ
ナ
川
流
域
の
漠
代
蜂
健
で
の
か
か
る
穀
物
支
給
と
穀
倉
'
倉
官
に
関
し
て
'
こ
れ
ま
で
研
究
が
全
-
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
'
未

だ
そ
の
薫
態
が
完
全
に
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
お
ら
ず
'
す
で
に
出
さ
れ
て
い
る
解
説
に
つ
い
て
も
い
-
つ
か
の
鮎
で
従
い
難
い
詮
も
あ
る
.
叉
'

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
'

一
九
三

〇
年
に
出
土
し
た
居
延
啓
簡
を
使

っ
て
の
研
究
に
片
よ
り
'
七
三
年

･
七
四
年
に
新
た
に
居
延
新
筒
が
出
現
し

た
以
降
'
穀
倉
制
度
を
め
ぐ

っ
て
の
考
察
は
極
め
て
少
な
い
｡
そ
こ
で
本
稿
は
'
改
め
て
エ
チ
ナ
川
流
域
に
設
け
ら
れ
た
穀
物
倉
'
倉
官
及
び

食
糧
支
給
の
薫
態
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
-
0

さ
ら
に
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
､
遠
境
と
内
地
の
接
鮎
を
探
-
た
い
｡
居
延

･
敦
燈
な
ど
の
遠
境
蜂
健
か
ら
出
土
す
る
簡
贋
は
'
漠
代
史
の
研
究
'

と
り
わ
け
制
度
史
の
解
明
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
が
'
常
に
問
題
に
な
る
と
と
も
に
'
あ
る
種
の
も
ど
か
し
さ
を
輿
え
る
の
は
'
簡
贋
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
事
賓
が
連
境
地
帯
の
特
有
の
も
の
な
の
か
'
そ
れ
と
も
内
地
に
も
み
ら
れ
る

一
般
普
遍
的
な
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
か
と
い
う

2
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こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
問
題
は
'
お
そ
ら
く
氷
解
し
切
れ
な
い
困
難
さ
を
含
ん
で
お
り
'
も
と
よ
り
本
稿
で
そ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
あ
る
が
'
少
な
く
と
も
内
地
の
穀
倉
制
度
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
に
し
た
い
0

内
地
に
お
け
る
穀
物
倉
庫
に
関
し
て
'
時
代
的
に
は
漠
に
先
だ
つ
秦
の
時
代
の
出
土
文
物
-

所
謂
睡
虎
地
秦
簡
が
少
な
か
ら
ざ
る
情
報
を

提
供
す
る
｡
睡
虎
地
秦
簡

｢秦
律
十
八
種
｣
の
中
の

｢倉
律
｣'
及
び

｢敦
律
｣
に
他
な
ら
な
い
が
､
本
稿
で
は
､
居
延
漠
簡
の
分
析
よ
り
得

た
結
果
を
､
秦
簡
の
倉
律
'
敦
律
と
比
較
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
｡
そ
こ
か
ら
､
秦
と
漠
の
そ
れ
ぞ
れ
の
穀
倉
制
度
'
又
は
内
地
と
外

地
の
問
題
が
わ
ず
か
な
が
ら
も
解
明
で
き
れ
ば
と
の
期
待
か
ら
で
あ
る
｡

以
上
の
趣
意
の
も
と
'
本
論
は
ま
ず

エ
チ
ナ
川
流
域
に
敷
設
さ
れ
た
穀
物
倉
の
種
類
と
位
置
の
考
察
か
ら
は
じ
め
る
｡
攻
に
倉
を
管
理
す
る

官
吏
と
そ
の
管
理
の
賓
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
｡
｢居
延
地
方
の
穀
物
倉
｣
と
題
し
た
そ
れ
が
第

一
章
で
あ
る
｡

第
二
章
で
は
'
食
糧
支
絵
の
具
腔
的
様
態
を
考
え
る
｡
そ
こ
で
は
'
従
来
か
ら
論
争
と
な
り
叉
課
の
一
致
を
み
な
い
大
石

･
小
石
に
つ
い
て
'

私
な
り
の
考
え
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
よ
う
｡
さ
ら
に
こ
の
章
で
は
'
穀
物
支
給
に
あ
た
っ
て
の
文
書

･
帳
簿
の
種
類
と
そ
の
移
動
に
つ
い
て

も
猫
立
し
た
節
を
設
け
て
考
え
て
み
た
い
｡
な
お
､
本
論
で
考
察
の
対
象
と
す
る
穀
物
支
給
は
､
先
に
言
及
し
た
食
糧
と
俸
給
の
二
種
の
-
ち

の

｢廉
｣
つ
ま
り
食
糧
と
し
て
配
給
さ
れ
る
も
の
に
限
る
こ
と
'
あ
ら
か
じ
め
断
わ
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
｡
半
歳
牛
穀
と
言
わ
れ
た
漢
代

の
俸
給
で
は
あ
る
が
､
そ
こ
に
於
け
る
穀
物
の
支
給
に
は
い
-
つ
か
の
問
題
が
介
在
L
t
こ
れ
は
別
に
論
考
を
設
け
ね
は
な
ら
ず
'
加
え
て
私

自
身
の
見
解
も
末
だ
成
熟
し
て
い
な
い
｡
従
っ
て
今
回
は
'
俸
給
と
し
て
の
穀
物
支
給
は
と
り
扱
わ
な
い
｡

第
三
章
で
は
､
居
延
漠
簡
か
ら
は
な
れ
'
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
を
主
と
し
て
と
り
扱
う
｡
睡
虎
地
秦
簡
の
倉
律
お
よ
び
秦
代
の
穀
倉
制
度
を
め

ぐ
っ
て
は
､
我
が
国
の
研
究
者
の
間
で
論
争
が
展
開
さ
れ
て
い
る
｡
漠
簡
の
分
析
に
基
づ
い
て
秦
簡
を
解
樺
す
れ
ば
'
ど
う
な
る
の
か
'
果
し

て
そ
れ
が
敦
を
奏
す
る
の
か
'
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
'
秦
の
穀
倉
制
度
､
及
び
連
境
で
は
な
-
内
地
の
制
度
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も

解
明
で
き
れ
ば
と
望
ん
で
い
る
｡
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第

一
章

居
延
地
方
の
穀
物
倉

H

倉
の
種
類
と
配
置

新

･
善
の
居
延
漠
簡
を
通
し
て
確
認
さ
れ
る
倉
名
を

l
覚
に
し
て
'
簡
香
坂
と
と
も
に
ま
ず
提
示
し
ょ
う
.
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五
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一
三
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四
二
･
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四
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一
七
〇
二

'

一
七
五

･

一
三
㌧
二
l
〇
･
一
三
'
二
七
八

･
七
A
t
三

一
七

二

l二
'
三
九
五

･
l
六
A
t
四
四
八

･
三
t
E
P
T
四

･
四
八
A
t
E
P
T
二

七

･
l
l
t
E
P
T
四
八

･
二
二
七
㌧
E
P
T
五
一
･
四
〇
t
E
P
T
五

l
･
八
二
B
'
E
P
T
五

l
･
四
六
七
､
E
P
T
五
二
二

六
A
t
E
P
T
五
二
･
一
六
B
､
E
P
T
五
六

二
二
九
三
t
E
P
T
五
七

･
一
五
t
E
P
T
五
九

･
九
六
'
E
P
T
五
九

･
一
七
八
t

E
P
T
五
九

･
五
六
五
t
E
P
T
五
九

･
九
三
六
へ
E
P
T
六
五

･
二
三
A
'
E
P
T
六
五

･
五
五
A
t
E
P
T
六
五

･
六
六
t
E
P

T
六
五

･
三

一
六
t
E
P
T
六
五

･
四
二
七
'
E
P
F
二
二
･
四
六
二
A
t
E
P
F
二
二
二
ハ
二
五
)

居
延
倉

(六
二
･
四
七
㌧

一
三
六

･
四
三
'
二
〇
四

･
五
㌧
五
〇
五

･
一
=
五
〇
五

･
四
t
E
P
T
四

･
四
八
B
､
E
P
T
五

一
二

四

〇
､
E
P
T
六
八
･
二
〇
九
㌧
E
P
F
二
二
･
六
八
t
E
P
F
二
二
･
一
五
三
A
)

都
倉

(四
二
二

三
㌧
五
〇
二
･
一
四
B
-
五
〇
五

二
二
八
B
=
五
〇
五

･
四
三
B
t
失
暁

へ
甲

一
七
六
))

眉
水
倉

(
一
〇
二
二
二
㌧

一
五

･
l
八
㌧
六
二
･
四
七
､
七
五

二

一五
t

l
五
五

･
l
四
B
t

l
八
三

二

〇
､
二
六
三

･
l
四
C
'
三

一
七

二

､
四
三
三

二
二
-
四
三
三

二
二
二
'
五

一
五

二

一七
)

甲
渠
倉

(八
五

･
三
二
)
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春
速
倉

(
一
三
三

二

三

､
二
二
六

･
四
九
二

七
六

二
二
四
㌧

一
九
八
二
二
､
二
七
九

二

七
､
三

一
七

･
一
㌧
E
P
T
二
六
･
八
､

E
P
T
四
三

二
二
〇
A
'
E
P
T
四
三

･
三
〇
B
､
E
P
T
五
一
二

五
七
A
t
E
P
T
五
一
二

五
七
B
､
E
P
T
五
八

二

四
t

E
P
T
五
八
･
八
一
t
E
P
T
六
五

･
四
二

一'
甲
付
九
A
･
B
)

収
虜
倉

(
一
三
五

･
七
)

寓
歳
爆
倉

(二
一
四

二

二
八
)

第
甘
三
倉

(
一
七
六

二
二
八
=
一
九
〇
二

〇
=
一
九
三

･
七
'
二
〇
六
･
七
､
二
八
六

･
七
㌧
三

一
七

二

三
､
E
P
T
四
三

二

一へ

E
P
T
五
二
･
一
九
八
)

第
廿
五
倉

(
一
〇
一
･
一
)

第
廿
六
倉

(
一
〇
一
･
一
)

北
倉

(
一
七
四

二
二
一
)

北
部
倉

(二
〇
四

･
九
)

代
田
倉

(
一
一
六

二
ハ
'

一
四
八

･
四
七
㌧
二
七
三

二

四
'
二
七
三

･
二
四
'
二
七
五

二

九
㌧
二
七
五

二

二
二
㌧
五
三
四
･
三
㌧
五

五
七

･
三
㌧
五
五
七

･
五
A
t
五
五
七

･
五
B
､
五
五
七

･
六
)

斥
胡
倉

(
一
四
八

･
四
八
'
二
七
三

･
八
､
三
〇
八

･
四
五
'
五
六
三

･
六
)

線
幅
倉

(
一
五

･
一
八
)

他
に
郡
倉

(E
P
F
二
五

二

一五
A
)､
府
倉

(Y
四
九
)'
部
倉

(
一
八
三

二

〇
)
と
い
っ
た
名
稀
が
出
て
く
る
が
'
こ
れ
ら
は
'
倉
の

(-
)

個
有
名
と
い
う
よ
り
も
'
｢郡
の
倉
｣'
｢都
尉
府
の
倉
｣
と
い
っ
た

一
般
普
通
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
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湊代穀倉制度

7

さ
て
'
右
に
列
挙
し
た
城
倉
か
ら
線
幅
倉
ま
で
の
倉
'
も
と
よ
り
そ
れ
ら
が
エ
チ
ナ
川
流
域
に
設
け
ら
れ
た
全
て
の
倉
で
あ
る
と
は
言
え
な

い
が
'
十
六
の
穀
倉
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
へ
全
て
が
同
ラ
ン
ク
に
並
ぶ
も
の
で
は
な
い
｡

ま
ず
こ
の
中
で
最
初
に
注
目
し
た
い
の
が
教
の
上
で
最
も
多
い
城
倉
で
あ
る
｡
城
倉
に
関
す
る
い
つ
く
か
の
簡
を
と
り
あ
げ
よ
う
｡

ESj九
十
九
石

州
三
巻

建
平
二
年
十
月
英
末
甲
渠
令
史
宗
受
城
倉
令
史
譜

入
来
十
二
石
塔
廉
五
千
二
百
廿
五
石
今
五
千
二
百
出
七
石

受
城
倉

入
穀

五
千
五
百
二
斜

受
城
倉

吏
Eg

入
穀

受
城
倉

八
四
･
二
七

二

二
二
二

E
P
T
二
七

･
二

E
P
T
四
八
･
一
三
七

全
て
破
妹
子

(A
8
)'
す
な
わ
ち
甲
渠
侯
官
適
地
出
土
の
筒
で
あ
り
'
穀
物
受
領
の
記
録
に
属
す
｡
出
土
地
が
甲
渠
侯
官
で
あ
る
こ
と
か
ら
'

穀
物
は
城
倉
か
ら
甲
渠
侯
官
に
運
ば
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
'
し
か
も
そ
れ
は
か
な
り
の
量
に
の
ぼ
る
｡
後
に
詳
述
す
る
が
'
吏
卒

一
人
あ

た
り
の
一
ケ
月
の
食
糧
支
給
が
三
石
強
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
'
五
千
鉄
石
と
は
約

一
七
〇
〇
人
分
に
相
嘗
す
る
｡

城
倉
か
ら
甲
渠
侯
官
へ
の
多
量
の
穀
物
の
流
れ
を
確
認
で
き
る
の
に
勤
し
'
そ
の
逆
つ
ま
り
甲
渠
侯
官
か
ら
城
倉

へ
の
穀
物
の
流
通
は
見
ら

れ
な
い
｡
流
通
の
方
向
'
及
び
備
畜
さ
れ
て
い
た
穀
物
量
か
ら
し
て
城
倉
は
'
一
侯
官
た
と
え
ば
甲
渠
侯
官
に
専
属
の
穀
物
倉
と
み
る
よ
り
も
'

複
数
の
侯
官
に
穀
物
を
支
給
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
倉
と
せ
ね
は
な
ら
ぬ
｡

城
倉
が
機
構
の
う
え
で
侯
官
と
同
じ
､
も
し
-
は
そ
れ
以
上
の
ラ
ン
ク
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
は
､
攻
の
簡
か
ら
も
立
鐙
で
き
る
0

ロ
城
倉
居
延
農
進
水
出
井
甲
渠
珍
北
塞
侯
寓
移
書
到
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通
院
有
移
名
籍
遣
吏
賂
展
居
進
軍
有
以
書
言
合
月
廿
日
如
律
令
/
接
仁
屠
寧

Eg
口
承
事
謂
庫
城
倉
居
-
延
-
農
延
水
冊
井
甲
渠
珍
北
塞
侯
寓
移
書
到
令
□

田
口
ロ
ロ
書
如
律
令

/
橡
仁
守
卒
史
□
卿
従
事
佐
忠

膚
哉
周
件
Ej
□
壬
仔
潮
壬
庫
守
張
披
Eg

暁
丞
崇
謂
城
倉
居
延
甲
渠
冊
井
珍
北
言
吏
常
食
考
究
得
三
月
食
調
給

一
七
五

･
一
三

E
P
T
五

一
･
四
〇

♂

有
害
鵠
調
如
牒
書
到
付
受
輿
校
計
同
月
出
入
母
令
躍
如
律
令

E
P
F
二
二
･
四
六
二
A

こ
れ
ら
は
甲
渠
侯
官
が
受
け
と

っ
た
下
達
文
書
で
あ
る
が
'
｢城
倉

･
居
延
農

･
進
水

･
対
井

･
甲
渠

･
珍
北
｣
と
列
記
さ
れ
た
文
書
の
速
達

先
'
簡
文
記
載
の
原
則
か
ら
す
れ
ば
'
格
が
上
の
官
署
か
ら
記
す
の
が
普
通
で
あ
り
､
進
水

･
照
井

･
甲
渠

･
珍
北
と
い
っ
た
居
延
都
尉
府
下

の
各
候
官
よ
り
も
上
に
記
さ
れ
て
い
る
城
倉
は
'
そ
れ
ら
侯
官
と
同
格
も
し
-
ほ
そ
れ
以
上
の
格
を
も
つ
官
署
と
見
倣
し
て
も
よ
か
ろ
う
｡

さ
ら
に
言
え
ば
'
右
に
あ
げ
た
下
達
文
書
は
'
居
延
都
尉
府
か
ら
発
信
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
れ
は
t
E
P
F
二
二

･
四
六
二
A

に
文
書
諌
信
官
の
名

｢嫉
丞
崇
｣
が
記
さ
れ
て
い
る
が
'
こ
の

｢暁
｣
｢崇
｣
両
者
の
名
は
t
E
P
F
二
二

･
七

一
A
に

ヽ

ヽ

六
月
壬
申
守
張
液
居
延
都
尉
暁
丞
崇
告
司
馬
千
人
官
謂
官
粁
寓
移
書
到
如
大
将
軍
莫
府
律
令

と
し
て
確
認
で
き
'
暁
と
は
居
建
都
尉
府
の
都
尉
'
そ
の
副
官

(丞
)
が
崇
で
あ
り

(従
っ
て
E
P
F
二
二
･
四
六
二
A
の
｢張
液
｣
の
下
の
不
明
瞭
な

部
分
は
'
｢居
延
都
尉
｣
の
四
字
が
入
る
と
推
定
で
き
る
)'
居
建
都
尉
府
か
ら
城
倉

へ
文
書
が
下
達
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
ろ
う
｡
城
倉
は
甲
渠
侯

[,J]

官
'
折
井
侯
官
な
ど
の
各
侯
官
と
同
じ
く
居
延
都
尉
府
直
属
の
官
署
だ

っ
た
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
城
倉
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
簡
の
う
ち
'
六
二

･
五
五
の
簡
香
坂
を
も
つ
l
簡
'
そ
れ
は
王
南
と
い
う
人
物
の
開
所
通
過
記
録
と
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考
え
ら
れ
る
が
'
攻
の
如
き
文
面
を
も
つ
｡

居
延
城
倉
佐
王
南
堤
汗
里

年
廿
七

●
問
両
日
之
健
得
楓
女
病
十
月
乙
酉
入

六
二
･
五
五

｢居
延
城
倉
｣
と
い
っ
た
倉
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
す
る
と
'
城
倉
の
正
式
名
稀
は
'
居
延
城
倉
と
い
え
よ
う
｡
｢居
延
都
尉
府
管
轄
下
の
城

倉
｣
と
い
う
こ
と
か
ら
の
命
名
と
想
像
で
き
る
が
､
さ
ら
に
私
は
さ
き
に
倉
名

一
覧
で
挙
げ
た

｢居
延
倉
｣
と
は
'
城
倉
の
こ
と
で
あ
り
､
そ

れ
は
叉

｢居
延
城
倉
｣
の
略
稀
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
う
｡
そ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
の
が
攻
の
簡
で
あ
る
｡

姶
建
国
二
年
十
月
英
巳
朔
乙
卯
城
倉
丞
□
移
甲
溝
侯
官
令
史
部
卒
周
仁
等
冊

一
人
省
作
府
以
府

記
廃
城
倉
用
粟
百
冊
六
石
令
史
口
日
卒
漏
書
等
十
四
人
廉
五
月
轟
八
月
皆
遣
不
普
Eg

E
P
T
四

･
四
八
A

始
建
国
二
年
十
月
二
三
日
に
甲
渠

(港
)
侯
官
に
登
信
さ
れ
た
文
書
'
も
し
-
は
そ
の
寓
L
で
あ
り
､
内
容
は
､
卒
の
周
仁
等
四

l
人
が
都
尉

府
に
出
張
し
て
努
働
作
業
を
行
っ
た
際
に
'
城
倉
か
ら
食
糧
と
し
て
粟
を
計

一
三
六
石
支
給
さ
れ
た
が
､
そ
の
う
ち
十
四
名
に
つ
い
て
の
調
整

云
々
に
つ
い
て
の
こ
と
へ
襲
信
人
は
城
倉
丞
某
で
あ
る
.

と
こ
ろ
で
こ
の
簡
の
裏
面
に
は
'
文
書
の
受
信
記
録
が
記
さ
れ
て
お
り
'
甲
渠
侯
官
で
は
登
信
の
三
日
後
､
十
月
二
六
日
に
受
理
し
て
い
る
｡

居
延
倉
丞

十
月
戊
午
卒
同
以
来

尉
史
崇
豪
行
事
ロ
ロ

E
P
T
四

･
四
八
B
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ひ
ら

｢尉
史
崇
車
｣
と
は
'
尉
史
崇
が
封
泥
を

吏

い
た
と
い
う
意
.
そ
の
上
の

｢居
延
倉
丞
｣
と
は
'
封
泥
に
捺
印
さ
れ
て
い
た
印
影
を
書
き
と
っ

た
も
の
で
あ
る
｡
即
ち
城
倉
か
ら
華
僑
さ
れ
た
文
書
に
は

｢居
延
倉
丞
｣
の
印
が
押
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
｡

先
の
六
二
･
五
五
簡
の

｢居
延
城
倉
｣
と
い
う
名
稀
'
そ
し
て
E
P
T
四

･
四
八
A
B
の

｢居
延
倉
｣
と

｢城
倉
｣
'
私
は
そ
の
両
者
か
ら

城
倉
=
居
延
倉
と
み
る
｡

＼･1)

居
延
城
倉
が
､
他
の
い
く
つ
か
の
侯
官
と
並
ん
で
居
延
都
尉
府
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
t
で
は
そ
の
位
置
は
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か
｡

こ
の
事
柄
に
関
し
て
'
は
っ
き
-
と
し
た
解
答
を
出
す
こ
と
は
難
し
い
｡
甲
渠
侯
官
の
所
在
地
が
破
妹
子

(A
8
)
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な

い
と
し
て
も
'
居
建
都
尉
府
そ
の
も
の
が
'
果
し
て
ど
こ
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
'
有
力
な
説
と
し
て
は
甲
渠
侯
官
の
北
方
'
西
北
科
学
考
査

圏
の
適
地
香
坂

K
710
あ
た
り
と
も
さ
れ
て
い
る
が
未
だ
確
た
る
決
め
手
を
欧
-
｡
城
倉
の
位
置
に
つ
い
て
は
､
居
延
都
尉
府
以
上
に
明
瞭
で
は

な
い
が
'
敢
て
仮
説
を
提
出
し
て
み
ょ
-
0

ま
ず
言
え
る
こ
と
は
'
先
に
あ
げ
た
E
P
T
四

･
四
八
A
･
B
の
文
書
受
信
記
録
'
九
頁
に
列
拳
し
た
城
倉
か
ら
甲
渠
侯
官

へ
の
穀
物
の
移

迭
か
ら
し
て
'
城
倉
が
甲
渠
侯
官

(A
8
)
に
敷
設
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
｡
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
城
倉
は
'
居
建
都
尉
府
の
直
属

下
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
'
設
置
場
所
も
都
尉
府
に
近
い
と
こ
ろ
と
も
考
え
ら
れ
る
｡
城
倉
か
ら
甲
渠
侯
官
に
迭
達
さ
れ
た
郵
便
簡
'

10

六
月
丙
午
珍
北
部
守
侯
城
倉
守
Eg

書
相
報
不
報
者
重
追
之

Eg

城
倉
長
印

珍
北
守
侯

Eg

六
月
己
酉
第
八
束
衆
以
来

E
P
T
五
二
･
一
六
A

E
P
T
五
二
･
一
六
B
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右
は
'
珍
北
守
侯
が
城
倉
長
の
印
を
捺
し
て
甲
渠
侯
官
に
送
付
し
た
も
の
だ
が
'
珍
北
俣
官
の
所
在
地
は
A
l
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
'

城
倉
は
よ
り
北
方
の
珍
北
俣
官

(A
l
)'
居
延
都
尉
府

(K
710
)
へ
と
近
づ
い
て
い
-
こ
と
に
な
る
｡

と
こ
ろ
で
甲
渠
侯
官

(A
8
)
以
北
に
は
'
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
遺
虻
が
存
す
る
.
西
北
科
学
考
査
圏
が

A
IO
の
香
坂
を
付
け
た
と
こ
ろ
'

瓦
困
托
尼
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
あ
る
｡
こ
こ
か
ら
は

一
九
三

〇
年
か
ら
三

一
年
の
時
鮎
で
'
約
三
百
枚
の
簡
贋
が
出
土
し
て
お
り
､
陳
夢
家
氏

l･･I-I

を
は
じ
め
'
森
鹿
三
'
永
田
英
正
民
ら
に
よ
り
､
通
津
第
二
亭

･
珍
北
第
二
燈
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
と
推
定
さ
れ
て
い
る
.
そ
し
て
'
こ
こ

か
ら
出
土
し
た
簡
は
､
穀
物
出
納
関
連
の
も
の
が
多
-
'
そ
の
賓
態
を
年
代
を
追

っ
て
分
析
し
た
の
が
陳
公
柔

･
徐
畢
芳

｢
瓦
困
托
尼
出
土
廉

食
簡
的
整
理
輿
研
究
｣
で
あ

っ
た
｡
陳

･
徐
氏
の
分
析
に
よ
れ
ば

A
10
に
は
代
田
法
と
関
連
し
て
'
始
元
二
年
以
降
'
代
田
倉
と
斥
胡
倉
と
い

う
二
つ
の
倉
か
ら
穀
物
が
移
入
L
t
さ
ら
に
A
10
か
ら
食
糧
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
｡
つ
ま
り
､
A
10
は
穀
物
集
積
と

支
出
の
基
地
だ

っ
た
と
言

っ
て
よ
い
｡

居
延
都
尉
府

(推
定
K
7
)
の
附
近
､
強
い
て
言
え
ば
珍
北
俣
官

(A
l
)
の
方
向
に
あ

っ
た
と
思
え
る
城
倉
､
そ
し
て
同
じ
く
穀
倉
と
も
お

ぼ
し
き

A
IO
こ
の
二
つ
の
位
置
は
t
A
l
と

K71
0
を
結
ぶ
約
五

〇
キ
ロ
メ
1
-
ル
の
間
で
'
極
め
て
隣
接
し
た
位
置
に
あ

っ
た
と
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
｡
否
そ
れ
よ
り
も
城
倉
と
A
10
､
穀
物
集
積
の
役
割
を
も
ち
'
お
そ
ら
-
は
規
模
と
し
て
大
差
は
な
い
と
思
え
る
倉
が
二
つ
別
々
に
存
在
し

て
い
た
と
見
る
よ
り
も
'
二
つ
の
倉
は

一
つ
の
も
の
と
解
樺
す
る
方
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
こ
こ
に
私
は
'
あ
-
ま
で
推
論
'
仮
説
で
は

あ
る
が
攻
の
様
に
考
え
る
｡

A
10
は
'
亭
名
と
し
て
は
通
津
第
二
事
で
あ

っ
た
が
'
蜂
健
と
し
て
は
珍
北
侯
官
所
属
の
第
二
燈
が
置
か
れ
'
そ

し
て
そ
こ
に
居
延
都
尉
府
下
の
穀
倉
'
居
延
城
倉
が
敷
設
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
｡
こ
の
推
論
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も
確
か
な
も
の
に
導
-
簡
と

し
て
'
攻
の
一
簡
を
あ
げ
よ
う
｡

城
倉

趨
虞
之
印

第
八
卒
廉
致

八
八

･
一
四

ll



東 方 学 報

12

[.=]

右
は
t
A
10
出
土
の
簡
で
あ
る
が
'
内
容
は
第
八
健
卒
の
穀
物
受
領
書

(廉
致
)
で
､
冒
頭
の
城
倉
は
そ
の
文
書
の
逸
り
先
で
あ
り
'
こ
の
筒

は
槍
の
断
片
と
思
え
る
｡
中
間
の

｢趨
贋
之
印
｣
は
'
そ
の
槍
に
封
印
さ
れ
て
い
た
印
影
を
為
し
と
っ
た
も
の
'
事
薯
'
｢城
倉
｣
と

｢趨
虞

(-
)

之
印
｣
は
墨
色
も
異
な
り
別
筆
で
あ
る
｡
つ
ま
り
城
倉
で
封
印
が
解
か
れ
た
後
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
ぬ
｡
そ
し
て
こ
の
出
土
地
が
A

10
と
な
れ
ば
t
A
10
=
城
倉
と
設
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
た
だ
残
念
な
こ
と
に
は
t
A
IO
と
城
倉
を
結
び
つ
け
る
簡
ほ
他
に
は
見

つ
け
ら
れ
ず
'
又
そ
こ
に
は
時
代
の
は
ば
も
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
'
い
ち
お
-
推
論
の
域
を
出
な
い
も
の
と
し
て
'
卑
見
を
提
示
し

㌻
しし

て
お
く
｡

以
上
'
居
延
城
倉
が
居
建
都
尉
府
直
属
の
穀
倉
で
ラ
ン
ク
と
し
て
ほ
'
侯
官
に
並
ぶ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
検
討
し
て
き
た
が
'
攻
に
他
の
倉

が
ど
う
い
-
序
列
に
並
ぶ
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
｡
と
り
あ
げ
た
い
の
は
'
春
速
倉
'
収
虜
倉
､
寓
歳
爆
倉
'
第
廿
三
倉
､
北
倉
な
ど
の

穀
倉
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
倉
名
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
は
､
全
て
甲
渠
侯
官
所
属
の
部
名
を
冠
し
た
倉
で
あ
る
こ
と
'
つ
ま
り
呑
渡
部
'
収
虜

部
'
寓
歳
部
等
に
置
か
れ
た
穀
倉
で
あ

っ
て
'
そ
れ
は
部
倉
と
呼
ば
れ
た
｡

ヽ
ヽ

二
月
英
亥
除
薦
屑
水
臨
渠
爆
長
至
十
二
月
庚
子
遣
誼
之
部
倉
薦

一
八
三

･
一
〇

い
ま
呑
速
部
を
例
に
と
っ
て
言
え
ば
'
呑
渡
部
と
は
､
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
い
る
数
個
の
燈
か
ら
な
る
集
合
鰹
で
あ
り
'
そ
の
長
は
呑
速
侯
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長
'
部
の
治
併
つ
ま
り
侯
長
が
駐
屯
し
て
い
た
と
こ
ろ
は
呑
速
爆

(
l
般
に
は
'
侯
長
の
駐
屯
し
て
い
る
健
の
名
を
以
て
部
名
と
す
る
)'
そ
し
て
そ
こ

に
は
穀
倉
が
ひ
と
つ
敷
設
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
｡

吏
冊
七
人
Eg

呑
遠
爆
倉

l
析

卒
八
十
六
人
Eg

侯
長
侯
史
Eg

E
P
T
五
八

･
八

一

右
の
簡
は
'
春
遠
燈
の
規
模
と
機
構
を
語
る
も
の
と
い
え
る
｡

部
よ
り
も
さ
ら
に
下
の
蜂
健
に
も
倉
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
'
今
の
と
こ
ろ
各
蜂
爆
名
を
冠
し
た
倉
名
を
記
し
た
簡
は
見
つ
か
ら
な
い
｡
後

論
で
よ
り
詳
し
く
論
ず
る
が
､
穀
物
支
給
が
部
単
位
に
行
な
わ
れ
､
又
関
係
帳
簿
も
部
で
作
成
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
'
末
端
の
穀
倉
は
部

に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡

都
尉
府
直
属
の
規
模
の
大
き
い
穀
倉
､
封
し
て
末
端
の
最
小
規
模
の
部
倉
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
と
な
ら
ば
'
嘗
然
､
都
尉
府
と
部
の
間
に

位
置
す
る
侯
官
が
穀
倉
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
｡
事
章
各
侯
官
か
ら
支
給
さ
れ
る
穀
物
を
受
け
と
り
に
侯
官
に
出
頭
し
た
記
録
で

あ
る
詣
官
簿
,
叉
侯
官
で
作
ら
れ
た
穀
出
入
離
,
さ
ら
に
は
,
以
下
の
第
三
節

｢倉
の
管
理
｣
で
と
り
あ
げ
る

｢直
符
倉
庫
｣
関
係
の
文
書
等

々
は
'
侯
官
に
置
か
れ
た
穀
倉
を
前
提
と
す
る
｡
た
だ
何
故
か
'
侯
官
名
を
冠
し
た
倉
名
は
'
居
建
都
尉
府
管
轄
下
に
あ
っ
て
は
'
攻
の
一
断

簡
に
止
ま
る
｡
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□倉 井
至
甲
渠

八
五

二
二
二
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か
-
し
て
'
居
建
都
尉
府
下
の
穀
倉
は
'
居
延
城
倉
の
も
と
'
各
侯
官
に
'
そ
し
て
そ
の
下
部
機
構
の
部
毎
に
ひ
と
つ
と
い
っ
た
配
置
系
列

を
も
っ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
｡
倉
名

一
覧
の
-
ち
甲
渠
倉
が
候
官
の
'
呑
速

･
収
虜

･
寓
歳

･
第
廿
三

･
北
倉
が
部
の
倉
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
｡

エ
チ
ナ
川
の
下
流
'
居
建
都
尉
府
に
お
け
る
穀
倉
が
右
の
様
な
も
の
な
ら
は
'
南
の
屑
水
都
尉
府
に
お
い
て
も
同
じ
と
見
て
よ
か
ろ
う
｡
明

ら
か
に
屑
水
部
尉
府
内
の
倉
と
い
え
る
倉
名
は
'
屑
水
倉
と
北
部
倉

へ
簡
番
貌
二
〇
四

･
九
t
A
32

(肩
水
金
開
放
)
出
土
)
の
二
つ
で
は
あ
る

が
､
南
都
尉
府
の
間
で
制
度
上
の
大
き
な
違
い
が
あ

っ
た
と
は
考
え
難
い
か
ら
で
あ
る
｡

そ
し
て
'
こ
こ
で
も
推
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
'
屑
水
倉
な
る
穀
倉
'
こ
れ
が
肩
水
都
尉
府
直
属
の
大
規
模
な
倉
で
あ
る
こ
と
'
お
そ
ら
く

間
違
い
な
か
ろ
う
が
'
そ
の
正
式
名
稀
は
肩
水
都
倉
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
都
倉
と
い
-
名
を
も
つ
簡
は
'
攻
の
三
例
だ
け
で
あ
る
｡

Eg
口
実
都
倉
下
叉
□
母
Eg

塀
状
願
高
賞
卿
到
自
愛
怒
力
加
意
憤
官
事
叩
頭
幸
甚

宣
在
健
吾
爆
去
都
倉
四
十
飴
里
猫
第
六
爆
卒
杜
程
李
侯

常
得
奏
都
倉
二
卿
時

〃
数
寄
記
書
相
聞
音
聾
意
中
快
也
巽
中
兄

乙
巳
都
倉

四
二
･
一
三

五

〇
二

･
1
四
B
=
五

〇
五

･
三
八
B
=
五

〇
五

･
四
三
B
失
競
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と
も
に
断
簡
で
意
味
も
不
明
な
も
の
が
あ
り
'
屑
水
倉
=
都
倉
を
澄
明
す
る
も
の
で
は
な
い
｡
た
だ
五
〇
二
二

四
B
簡
-

そ
れ
は
'
冊
井

侯
官
の
確
喜
燈
に
滞
在
し
て
い
る
曹
重
な
る
人
物
が
董
房

･
漏
孝
の
二
人
に
出
し
た
手
紙
で
あ
る
-

｢都
倉
を
去
る
こ
と
四
十
飴
里
｣
と
い

う
文
言
か
ら
す
る
と
'
都
倉
と
は
個
有
の
倉
名
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
し
か
も
そ
の
名
は
侯
官

･
部

･
健
の
い
ず
れ
の
名
稀
で
も
な
い
｡
ち

ょ
う
ど
城
倉
に
封
す
る
都
倉
と
い
う
名
稀
と
し
て
'
居
延
城
倉
と
屑
水
都
倉
を
慣
定
し
て
み
た
い
｡

先
に
あ
げ
た
倉
名

一
覚
に
は
'
代
田
倉
と
斥
胡
倉
と
い
う
二
倉
が
存
す
る
｡
そ
の
名
が
記
さ
れ
た
簡
は
全
て
A
IO
t
つ
ま
り
通
津
第
二
亭
遺

虻
出
土
の
も
の
で
あ
り
'
代
田

･
斥
胡
の
雨
倉
か
ら
穀
物
が
A
10
に
移
逢
さ
れ
そ
こ
で
受
領
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
｡
す
で
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
様
に
'
こ
の
二
つ
の
倉
は
代
田
施
行
に
伴
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
'
そ
の
管
轄
も
部
都
尉
の
系
列
に
あ
る
の
で
な
-
､
農
都
尉
に
属

n川
]

す
も
の
で
あ
ろ
う
｡
部
都
尉
系
列
の
倉
が
居
延
倉

･
肩
水
倉
以
下
各
侯
官
､
部
倉
だ
と
す
れ
ば
､
農
都
尉
系
列
の
も
の
と
し
て
斥
胡

･
代
田
倉

が
あ
り
へ
そ
の
穀
物
が
部
倉
に
逸
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
.
な
お
'
い
ま
ひ
と
つ
線
幅
倉
と
い
う
倉
､
こ
れ
は
線
幅
除
に
置
か
れ
た
牒
倉
で
あ
る

こ
と
間
違
い
な
い
｡

以
上
'
検
討
し
て
き
た
穀
倉
を
序
列
化
す
る
と
あ
ら
ま
し
攻
の
様
に
な
ろ
う
｡

〔部
都
尉
系
列
の
穀
倉
〕

居
延
都
尉
府

居
延
城
倉
-
各
侯
官
倉

(甲
渠
倉
な
ど
)
-
各
部
倉

(呑
速
倉

･
収
虜
倉

･
寓
歳
倉

･
第
廿
三
倉

･
北
倉
な
ど
)

屑
水
都
尉
府

屑
水
都
倉
-
各
侯
官
倉

(屑
水
倉
な
ど
)
-
各
部
倉

(北
部
倉
な
ど
)

〔農
都
尉
系
列
の
穀
倉
〕

15
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76

⇔

倉

官

1=
＼

倉
に
配
属
さ
れ
た
倉
官
に
つ
い
て
は
'
漠
簡
研
究
の
初
期
の
段
階
で
藤
枝
晃
氏
が

一
覧
列
挙
し
て
い
る
が
､
新
居
延
簡
を
含
め
て
改
め
て
以

下
に
あ
げ
る
｡

倉
長

(
一
〇
二
二
二
㌧

二
二
六

･
四
三
'
二
〇
四

･
五
'
二
七
八
･
七
A
t
三

一
七

二

､
E
P
T
五

一
二

四
〇
t
E
P
T
五
二
二

六
B
t
E
P
T
六
五

二
二
一
六
へ
E
P
T
六
八

二

一〇
九
へ
E
P
F
二
二
･
六
八
､
E
P
F
二
二
･
七
〇
t
E
P
F
二
二
･
七
八
t
E

p
F
二
二
･
一
五
三
A
)

倉
宰

(五
〇
五

･
四
=

五
〇
五

二

)

倉
丞

(
二

一
二

A
t

一
五

二

八
㌧
E
P
T
四

･
四
八
A
t
E
P
T
四

･
四
八
B
t
E
P
T
五
九

二

四
五
)

倉
橡

(六
二
･
四
七
)

倉
番
夫

(五
一
五

･
一
七
t
E
P
T
四
三

二
ハ
五
､
E
P
F
二
五

二

一五
A
)

倉
令
吏

(八
四

･
二
七
㌧

二

〇
二

l八
'

一
四
二
･
三
四
)

倉
佐

(六
二
･
五
五
､
E
P
T
五
九

･
五
六
五
)

倉
監

(
一
四
八

･
四
七
㌧
二
七
三

･
八
'
二
七
三

･
一
四
､
二
七
三

･
二
四
㌧
二
七
五

二

九
'
二
七
五

･
二
三
㌧
三
〇
八

･
四
五
'
五
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三
四

二
二
'
五
三
四

･
八
'
五
五
七

二
二
､
五
五
七

･
五
A
'
五
五
七

･
五
B
t
五
六
三

･
六
)

他
に
吏
で
は
な
い
倉
卒
が
倉
に
所
属
す
る
戊
卒
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
'
E
P
T
六
五

二
ハ
六
な
ど
の
簡
か
ら
検
鐙
で
き
る
｡

さ
て
'
右
に
あ
げ
た
倉
官
'
官
秩
の
序
列
は
､
他
の
官
の
そ
れ
と
同
じ
-
'
長
-
丞
-
橡

･
令
史

･
喬
夫

･
佐
と
並
ぶ
と
み
て
よ
か
ろ
う
が
､

倉
長
以
下
の
倉
官
の
秩
級
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
｡

建
武
三
年
四
月
丁
巳
朔
辛
巳
領
河
西
五
郡
大
勝
軍
張
披
展
国
都
尉
融
移
張
扱
居
延
都
尉
今
馬

都
尉
以
下
奉
各
如
差
司
馬
千
人
侯
倉
長
丞
塞
尉
職
間
都
尉
以
便
宜
財
務
以
史
田
吏
如
律
令

E
P
F
二
二
･
七
〇

居
延
新
簡
の
中
で

｢建
武
三
年
奉
例
｣
と
呼
ば
れ
る
居
建
都
尉
以
下
の
官
吏
の
奉
緑
規
定
を
記
す
十
枚
の
筋
書
の
一
片
､
す
で
に
諸
家
が
と
り

あ
げ
る
も
の
で
あ
る
｡
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
る
司
馬

･
千
人

･
侯

･
倉
長

･
丞

･
塞
尉
､
そ
れ
ら
は
等
級
の
高
い
官
か
ら
並
ぶ
の
が
簡
文
の
原
則

で
あ
り
､
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
司
馬

(六
〇
〇
石
)'
千
人

(六
〇
〇
石
)､
侯

(比
六
〇
〇
石
)'
丞

(三
〇
〇
石
も
し
-
は
二
〇
〇
石
)'
塞
尉

(二
〇

〇
石
)
か
ら
し
て
'
倉
長
の
秩
ほ
比
六
〇
〇
石
か
ら
三
〇
〇
石
の
間
と
推
定
さ
れ
る
｡
私
見
で
は
'
倉
長
の
秩
級
は
比
六
〇
〇
石
と
考
え
る
の

で
あ
る
が
'
そ
れ
は
倉
長
以
下
の
倉
官
が
限
定
さ
れ
た
穀
倉
に
し
か
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
基
づ
く
｡

前
節
で
明
ら
か
に
し
た
様
に
､
エ
チ
ナ
川
流
域
の
穀
倉
は
'
部
都
尉
に
属
す
る
も
の
と
'
農
都
尉
の
系
列
に
入
る
二
種
に
大
別
さ
れ
る
｡

い

ま
後
者
は
ひ
と
ま
ず
措
き
､
部
都
尉
管
轄
下
の
倉
に
つ
い
て
言
え
ば
各
都
尉
府
に
一
つ
づ
つ
'
そ
の
下
に
侯
官
'
部
単
位
の
倉
が
属
し
て
い
た

｡

か
か
る
序
列
を
も
つ
穀
倉
の
中
で
'
倉
長
と
い
う
長
官
は
都
尉
府
直
属
の
倉
'
具
鰹
的
に
言
え
ば
居
延
城
倉
と
肩
水
都
倉
の
二
倉
に
し
か
置
か

れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
私
は
考
え
る
｡
新

･
奮
居
延
漠
簡
の
中
で

｢倉
長
｣
の
二
字
を
記
す
も
の
は
十
三
簡
あ
る
が
､
こ
の
う
ち
先
に
あ
げ

〃
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た
E
P
F
二
二
･
七

〇
の
1
簡
を
除
き
'
他
の
簡
は
其
々
倉
長
と
個
有
名
を
も
つ

(E
P
F
二
二
･
七
〇
は
1
般
規
定
で
あ
る
故
へ
倉
長
と
な
っ
て
い

る
)｡
そ
の
個
有
名
は
'
居
延

(城
倉
)
長
と
'
眉
水
倉
長
の
二
つ
以
外
に
は
な
い
｡
つ
ま
り
侯
官
'
部
の
倉
に
は
倉
長
は
い
な
か
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
｡

ひ
と
り
倉
長
だ
け
で
は
な
い
6
倉
丞

･
倉
橡

･
倉
令
史

･
倉
佐
等
の
倉
官
全
て
に
つ
い
て
見
て
も
､
城
倉

･
肩
水
倉
以
外
の
侯
官
'
部
の
名

を
冠
し
た
倉
官
は
一
片
も
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
｡
と
い
う
こ
と
は
'
倉
長
を
長
と
し
て
､
倉
丞
-
倉
接
-
倉
令
史

･
倉
佐
と
並
ぶ
官
署
と

し
て
の
機
構
を
も
つ
穀
倉
は
'
居
延
城
倉
と
肩
水
都
倉
の
二
倉
し
か
な
く

以
下
の
侯
官
の
倉
'
部
の
倉
は
､
単
な
る
穀
物
貯
蔵
倉
で
し
か
な

か
っ
た
'
従
っ
て
例
え
ば

｢呑
速
倉
｣
と
い
う
名
の
倉
は
'
春
速
部
に
置
か
れ
た
倉
と
い
-
ほ
ど
の
意
味
で
'
官
署
名
で
あ
る

｢居
延
城
倉
｣

と
は
異
な
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

城
倉
は

一
つ
の
猪
立
し
た
官
署
で
あ
り
'
そ
れ
は
侯
官
に
も
並
ぶ
も
の

(だ
か
ら
こ
そ
前
八
頁
､
居
延
都
尉
府
か
ら
の
下
行
文
書
に
侯
官
名
と
並
ん
で

登
場
す
る
)
と
す
れ
ば
'
そ
の
長
'
つ
ま
り
倉
長
は
侯
官
の
長

-

侯
と
秩
級
に
お
い
て
大
差
な
い
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
｡
従

っ
て
私

は
倉
長
の
秩
を
候
と
同
じ
-
比
六
〇
〇
石
と
見
倣
す
｡
そ
し
て
以
下
倉
丞
か
ら
倉
佐
に
至
る
等
差
は
'
他
の
官
署
の
属
官
と
差
の
な
い
も
の
と

し
て
お
お
よ
そ
攻
の
様
に
比
定
し
た
い
｡

18

倉長 (比600石)
l
倉丞 (300石)
へ200石
l
倉接 (100石)
l
倉奇夫 ･倉令史
(斗食)
l
倉佐 (月480歳)

官
署
と
し
て
の
穀
倉
は
'
都
尉
府
直
属
の
城
倉

･
肩
水
倉
だ
け
で
あ
り
'
倉
官
も
そ
こ
に
し
か
置
か
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
澄
明
す
る
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に
'
職
名
に
冠
す
る
倉
名
が
城
倉
と
屑
水
倉
の
二
種
し
か
挙
が
っ
て
こ
な
い
と
い
う
鮎
だ
け
で
は
'
充
分
な
説
得
力
を
持
つ
と
は
言
え
な
い
だ

ろ
う
｡
慣
説
を
よ
り
確
た
る
も
の
に
近
づ
け
る
た
め
へ
倉
の
管
理
と
い
う
面
か
ら
考
察
し
て
み
ょ
う
｡
た
だ
そ
の
前
に
二
･
三
倉
官
に
関
し
て

補
足
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
が
存
す
る
｡

そ
の
一
つ
は
'
先
の
倉
官

一
覧
で
あ
げ
た
倉
牢
と
い
う
名
の
倉
官
に
つ
い
て
｡
こ
の
官
名
が
記
さ
れ
た
簡
は
わ
ず
か
一
簡
に
止
ま
る
｡

居
延
倉
宰
張
立
侯

謹
達
成
曹
左
史
尋
詣
門
下
問
起
居
叩
≧
頭
≧

五
〇
五

･
四
=

五
〇
五

･
一

私
は
倉
宰
と
は
倉
長
の
こ
と
'
王
弄
期
の
名
稀
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
.
穀
物
を
収
蔵
す
る
倉
の
他
に
'
財
貨

(も
し
-
は
兵
*
)
を
収
め

る

｢庫
｣
も
居
延

一
帯
に
存
在
し
た
が
'
そ
の
長
と
お
ぼ

し
き
庫
宰
と
い
う
官
名
が
み
え
る
｡

一二
一月
己
丑
張
扱
庫
宰
崇
以
近
秩
次
行
大
声
文
書
事
長
史
丞
下
部
大
尉
官
解
承
書
従
事
下
官
用

者
有
犯
者
鞭
言
如
詔
書
到
言

乗
橡
義
乗
史
曲
書
吏
蓮
金

E
P
T
五
九

･
一
六
〇

｢
四
｣
を

｢
一二
一｣'
｢大
守
｣
を

｢大
声
｣
と
改
め
る
こ
と
'
右
は
王
弄
期
の
簡
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
｡
と
す
れ
ば
'
そ
こ
に
見
え
る

＼7ご

｢庫
宰
｣
は
'
｢庫
長
｣
を
王
弄
期
に
な
っ
て
改
め
た
官
名
で
は
な
か
ろ
う
か
.
『漢
書
』
王
弄
俸
'
始
建
国
元
年
に
下
さ
れ
た

l
連
の
官
名
襲

更
に

｢麟
令
長
日
宰
｣
と
同
じ
-
'
｢倉
長
｣
｢庫
長
｣
を

｢倉
宰
｣
｢庫
宰
｣
に
改
め
た
と
私
は
推
測
し
た
い
｡

い
ま
ひ
と
つ
は
'
倉
監
な
る
官
で
あ
る
｡
こ
の
官
は
'
｢代
田
倉
監
｣
｢斥
胡
倉
監
｣
の
二
つ
が
あ
り
､
代
田
倉

･
斥
胡
倉
の
つ
ま
り
農
都
尉

系
列
の
穀
倉
に
限
っ
て
み
え
る
官
名
で
あ
る
｡
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
'
部
都
尉
下
の
倉
に
つ
い
て
は
'
長
を
倉
長
と
い
い
､
農
都
尉
所
属
の
倉

β
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(I
)

で
は
倉
監
が
そ
の
長
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
'
倉
監
に
つ
い
て
は
'
森
鹿
三
氏
が
言
及
し
て
お
り
'
氏
は
代
田
倉
長
が
あ
る
時
期
に
代
田

倉
監
に
名
稀
が
襲
わ
っ
た
と
み
る
｡
い
ま
の
と
こ
ろ
氏
の
説
を
補
う
資
料
は
な
く

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な

ヽ
0
し

210

⇔

倉

の
管

理

官
署
と
し
て
の
穀
倉
は
'
城
倉

･
肩
水
倉
の
み
で
あ
り
'
侯
官
及
び
部
に
置
か
れ
た
穀
倉
に
は
猪
白
の
倉
官
は
配
嘗
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た

と
い
う
推
論
は
'
侯
官

･
部
の
倉
の
管
理
が
ど
の
様
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
裏
づ
け
ら
れ
る
｡
ま
ず

攻
の
諸
筒
を
あ
げ
よ
う
｡

Eg
口
□
直
符

l
日

一
夜
謹
行
祝
事
鏡
財
物
蔵
内
戸

口
敢
言
之

Eg
酉
直
符
倉
庫
戸
封
皆
完
Eg

Eg
直
符

7
日

一
夜
謹
行
楓
鏡
財
物

Eg
言
之

Eg
□
□
敢
言
之
遭
壬
子
直
符
謹
行
観
E5g

Eg
廼
壬
申
直
符
倉
庫
戸
封
皆
完
母
盗
賊

E
g
五
月
戊
寅
尉
史
蒲
敢
言
之
適
丁
丑
直
符
倉
庫
戸
皆
完
母
盗
賊
吏
者

五
二
･
四
五

七
二
･
六

八
四

二

一三

二三
一
･二
一

二
五
七

･
二
二

二
六
四

･
九
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Eg
之
遭
乙
酉
直
符

一
日
Eg

Eg
義
敢
言
之

□
□
元
年
三
月
戊
午
朔
己
酉
尉
史
護
敢
言
之
□
□
戊
申
直
府
謁
符
□
□
□

目
口
爆
長
□
□
E
]堅
付
□
□
□
□
敢
言
之

更
始
二
年
正
月
丙
午
朔
庚
申
令
史
□
敢
言
之
遭
己
未
直
符
謹
行
親
諸
蔵
内
戸
封
皆
完
時
母
水
火

盗
賊
吏
者
帥
日
付
令
厳
敢
言
之

囚
直
符

l
日
一
夜
謹
行
親
財
物
蔵
□

□
言
之

ESj□
酉
令
史
豊
敢
言
之
遭
壬
申
直
符
Eg

田
敢
言
之

E
j□
敢
言
之
遭
丁
巳
直
符

一
日
l
夜
謹
行
税
鏡
財
Eg

田
敢
言
之

建
平
三
年
七
月
己
酉
朔
甲
戊
尉
史
宗
敢
言
之
連
発
酉
直
符

一
日
一
夜
謹
行
現
鏡
財
物
蔵
内
戸
封

皆
完
母
盗
賊
聾
者
即
日
平
且
付
令
史
宗
敢
言
之

ESd辛
亥
朔
庚
午
令
史
義
敢
言
之
遭
己
巳
直
符
Eg

E3
着
即
日
午
且
付
尉
史
宗
敢
言
之

二
六
五
二
二
〇

E
P
T
四
三

二
二
〇
六

E
P
T
四
八
･
一
三
二

E
P
T
五
二
･
三
九
三

E
P
T
六
五
･
二
二
〇

E
P
T
六
五
二

一二

一

E
P
T
六
五
･
三
九
八

E
P
T
六
五

･
四
五
一

(･1=;

右
の
簡
に
共
通
し
て
記
さ
れ
る

｢直
符
｣
と
は
､
裳
錫
圭

･
干
豪
亮
氏
な
ど
が
考
護
し
て
い
る
如
く
'
宿
直

･
常
直
の
意
'
す
な
わ
ち
一
連
の

簡
ほ
'
営
直
官
の
報
告
文
書
に
他
な
ら
な
い
｡
文
書
の
内
容
は
'
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
E
P
T
五
二
･
一
〇
〇
を
例
に
と
れ
ば
､

21
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建
始
二
年
十
月
二
二
日
'
令
史
弘
が
申
し
上
げ
ま
す
｡
二
1
日
の
宿
直
.
倉

･
庫
の
戸
の
封
印
に
異
状
な
し
.
盗
賊
が
開
け
た
形
跡
な
し
.

以
上
'
報
告
致
し
ま
す
｡

22

他
に
'
E
P
T
六
五

二
二
九
八
な
ど
で
は
'
｢そ
の
日
の
朝
､
令
史
某
に
引
き
つ
ぐ

(即
日
平
且
付
令
史
某
)｣
と
い
-
文
言
が
付
け
ら
れ
る
も
の

も
あ
る
が
'
書
式
は
全
て
同
じ
様
式
で
統

一
さ
れ
て
い
る
｡

と
こ
ろ
で
こ
の
嘗
直
報
告
文
書
t
か
り
に
こ
れ
を

｢直
符
文
書
｣
と
名
づ
け
る
な
ら
ば
'
こ
の
直
符
文
書
か
ら
い
-
つ
か
の
注
目
す
べ
き
事

薯
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
｡

ま
ず

一
つ
は
'
簡
の
出
土
地
は
全
て
破
妹
子

(A
8
)'
甲
渠
侯
官
の
併
在
地
で
あ
り
'
文
書
は
侯
官
で
作
成
さ
れ
た
も
の
か
'
も
し
く
は
侯

官
で
受
理
さ
れ
た
も
の
か
の
ど
ち
ら
か
と
な
る
O
た
だ
そ
の
発
信
官
が
尉
史

･
令
史
で
あ
る
こ
と
'
侯
官
よ
-
も
下
の
部

･
健
に
は
'
こ
の
南

官
が
置
か
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
直
符
文
書
は
'
供
官
で
作
成
さ
れ
た
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡

侯
官
で
記
さ
れ
た
直
符
文
書
は
'
ど
こ
に
向
け
て
迭
付
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
｢政
吉
之
｣
と
い
う
上
行
文
書
に
特
有
の
文
言
か
ら
す
れ
ば
､

上
級
官
署
'
上
級
官
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
'
候
官
の
上
'
都
尉
府
か
と
言
え
ば
'
断
定
す
る
に
少
し
蹄
蹄
が
あ
る
｡
定
か
に
E
P
T

四
三

二
二
〇
六
に
は
､
｢
謁
府
-

府
に
謁
す

(謁
移
す
る
･
と
り
つ
ぐ
の
意
)｣
と
見
え
'
府
と
は
都
尉
府
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
'
こ
の
簡
文

は
'
他
と
比
べ
て
若
干
用
語
の
使
い
方
が
異
な
っ
て
お
り
'
｢直
符
文
書
｣
そ
の
も
の
か
ど
-
か
疑
問
が
残
る
｡
別
に
報
告
の
時
間
的
経
緯
か

ら
す
れ
ば
､
全
て
宿
直
明
け
の
朝
'
交
代
に
あ
た
っ
て
普
直
の
日
の
異
状
の
な
い
こ
と
と
'
其
々
に
交
代
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
｡

一
般

的
に
侯
官
か
ら
都
尉
府
へ
の
上
行
文
書
は
'
月
単
位
か
四
時
単
位
が
普
通
で
あ
り
､毎
日
の
勤
務
報
薯
が
提
出
さ
れ
る
例
は
'
他
に
見
ら
れ
な
い
｡

以
上
の
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
'
令
史

･
尉
史
が
同
じ
侯
官
の
上
官
'
つ
ま
り
侯
へ
報
告
し
た
も
の
と
見
倣
す
方
が
自
然
で
あ
ろ
-
0

穀
倉
と
い
う
鮎
に
絞
っ
て
見
れ
ば
､
直
符
文
書
に
見
え
る

｢倉
｣
と
は
'
常
然
'
侯
官
に
敷
設
さ
れ
た
倉
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
-
｡
た
だ
そ



度刺倉穀代漢

れ
は
'
部
の
倉
も
含
ん
で
い
る
の
か
と
言
わ
れ
れ
ば
'
宿
直
が

一
人
の
令
史

･
尉
史
で
あ
り
､
そ
の
一
人
が
宿
直
明
け
に
戸
封
の
異
常
な
き
を

報
告
す
る
の
に
'
教
キ
ロ
の
間
隔
を
も
っ
て
置
か
れ
て
い
る
数
ヶ
所
の
部
倉
を
短
時
間
に
見
回
り
'
攻
の
常
直
の
者
に
引
き
つ
ぐ
と
い
う
こ
と

に
は
無
理
が
あ
り
'
や
は
り
侯
官
官
署
の
倉
だ
け
の
報
告
と
考
え
ら
れ
る
｡

令
史
と
い
う
下
級
官
は
'
侯
官
の
令
史
の
他
に
倉
令
史
な
る
令
史
が
存
在
し
た
こ
と
は
'
先
に
述
べ
た
｡

一
連
の
直
符
文
書
の
提
出
者
で
あ

る
令
史
は
'
侯
官
令
史
'
倉
令
史
の
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
､
明
ら
か
に
そ
れ
は
侯
官
令
史
で
あ
り
'
倉
令
史
で
は
あ
り
え
な
い
｡
な
ぜ
な
ら
ば

直
符
文
書
が
倉
だ
け
に
限
っ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
'
倉
令
史
の
可
能
性
も
で
て
こ
よ
う
が
'
そ
こ
に
は

｢庫
｣
｢蔵
内
｣
と
い
う
別
の
収
蔵

施
設
が
並
記
さ
れ
て
お
り
､
｢庫
｣
に
関
し
て
は
'
｢庫
令
史
｣
が
別
に
存
在
す
る
｡

Eg
庫
令
史

l
人

E
P
T
五
一
二
二
一
八

倉

･
庫

･
蔵
内
'
そ
れ
ら
は
侯
官
内
に
置
か
れ
た
施
設
と
考
え
ら
れ
る
が
'
そ
れ
ら
の
戸
封
を
鮎
槍
す
る
令
史
､
そ
し
て
尉
史
は
'
や
は
-
そ

こ
か
ら
侯
官
の
属
官
で
あ
る
令
史

･
尉
史
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
｡

侯
官
の
穀
倉
の
戸
封
が
倉
令
史
で
は
な
く
侯
官
令
史
の
職
掌
に
か
か
る
と
な
れ
ば
'
こ
こ
に
侯
官
敷
設
の
倉
の
管
理
と
倉
官
の
有
無
に
つ
い

て
'
攻
の
推
測
が
可
能
と
な
ろ
う
｡
す
な
わ
ち
､
侯
官
の
倉
に
は
倉
猪
白
の
倉
官
が
設
け
ら
れ
'
彼
ら
が
そ
の
管
理
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
は

な
く
､
令
史

･
尉
史
を
は
じ
め
と
す
る
侯
官
の
史
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
､
侯
官
の
長
で
あ
る
侯
が
統
轄
責
任
者
で
あ
っ
た
｡
倉
官
が
置
か
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
は
､
穀
倉
が

一
つ
の
官
署
と
し
て
猪
立
し
て
い
た
の
で
は
な
く
'
あ
-
ま
で
侯
官
内
の
一
施
設
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
と
｡

先
に
倉
官
に
つ
い
て
論
じ
た
折
に
'
倉
長
以
下
の
倉
官
は
全
て
城
倉

･
肩
水
倉
の
官
で
あ
っ
て
'
そ
れ
以
外
の
侯
官
'
部
の
名
を
冠
し
た
倉

官
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
｡
こ
こ
で
今
と
り
あ
げ
た
直
符
文
書
に
み
え
る
侯
官
の
倉
の
管
理
と
照
合
す
れ
ば
､
両
者
は
矛
盾
な
く
理
解
で
き
よ
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う
｡
官
署
と
し
て
の
穀
倉
は
'
都
尉
府
直
属
の
倉
だ
け
で
あ
り
'
以
下
の
侯
官
の
倉
と
は
'
そ
の
機
構
の
上
で
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
｡

侯
官
の
倉
だ
け
で
は
な
い
｡
候
官
の
下
'
部
の
倉
の
管
理
も
侯
官
の
令
史
の
所
管
で
あ

っ
た
｡
部
倉
の
普
直
と
戸
封
の
確
認
と
い
う
こ
と
は
､

先
に
も
言
及
し
た
如
-
'
侯
官
令
史
の
職
掌
で
は
な
い
と
し
て
も
､
貯
蔵
穀
物
量
の
チ
ェ
ッ
ク
は
'
侯
官
令
史
が
行
な
っ
て
い
た
こ
と
'
攻
の

簡
が
語
っ
て
い
る
｡
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令
史
弘
校
第
廿
三
倉
穀

十
月
簿
飴
穀
移
程
大
石
六
十

一
石
八
斗
三
升
大

二
〇
六

･
七

Ⅶ:Jug

令
史
弘
と
は
'
甲
渠
侯
官
の
令
史
苑
弘
'
そ
れ
は
叉
先
に
あ
げ
た
E
P
T
五
二
二

〇
〇
の
直
符
文
書
の
報
告
官
の
令
史
弘
と
同

一
人
物
と
推

定
さ
れ
る
｡
第
廿
三
倉
と
は
'
第
廿
三
部
に
置
か
れ
て
い
た
部
倉
'
第
甘
三
部
は
'
第
廿
三
か
ら
第
二
九
ま
で
の
七
つ
の
健
を
統
べ
る
部
で
あ

Ⅶi3

り
'
七
爆
合
わ
せ
て
二
十
飴
名
の
卒
が
い
た
こ
と
'
左
の
簡
よ
り
検
謹
で
き
る
｡

第
廿
三
部
卒
十
二
月

廉
名
廿
二
人

第
廿
三
卒
李
嬰

第
廿
三
卒
蘇
光

第
廿
三
卒
郭
長

第
廿
四
卒
成
定

第
廿
四
卒
石
閲

第
廿
四
卒
張
猛

第
廿
五
卒
曹
逢

第
廿
五
卒
韓
意

第
廿
五
卒
張
屑

第
廿
六
卒
張
建

第
廿
六
卒
妻帯安

第
廿
入
牢
羊
賓

第
廿
六
卒
韓
非
人

第
廿
八
卒
馬
鹿

第
廿
七
卒
張
顧

第
廿
九
卒
□
□

第
廿
七
卒
石
賜

第
廿
九
卒
褒
顛

第
廿
入
牢
骨
相
意

第
廿
九
卒
左
横

箕
山
卒
鐘
昌

箕
山
卒
高
閲

二
四

二

一

こ
の
二
四

･
二
簡
に
つ
い
て
は
'
後
に
再
び
と
り
あ
げ
て
詳
し
-
論
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
'
こ
こ
で
ひ
と
ま
ず
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と

は
'
二
〇
六

･
七
に
記
さ
れ
て
い
る
飴
剰
の
穀
物
大
石
六
十
鉄
石
と
い
う
数
'
こ
れ
も
次
章
で
論
ず
る
が
'
戊
卒

一
人
の
配
給
食
糧
は
月
量
大



藻代穀倉制度

石
二
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
'
約
三
十
人
分
の
穀
物
に
あ
た
る
｡

一
万
㌧
二
四

二

一か
ら
す
る
と
'
第
廿
三
健
の
卒
は
二
十
二
人
､
時
期

に
よ
っ
て
増
減
が
あ
ろ
う
が
'

一
つ
の
健
に
は
平
均
三
人
～
五
人
の
戊
卒
が
配
置
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
､
そ
こ
か
ら
し
て
も
廿
三
部
の
戊

卒
教
二
十
飴
人
は
納
得
で
き
る
人
数
で
あ
り
'
こ
れ
に
倦
長
を
加
え
れ
ば
三
十
人
前
後
と
な
ろ
う
｡
つ
ま
り
'
二
四

二

一､
二
〇
六

･
七
の
二

簡
か
ら
し
て
､
部
倉
に
は
'
そ
の
部
が
統
轄
す
る
健
の
少
な
-
と
も

一
ケ
月
分
の
穀
物
を
備
畜
し
て
お
り
'
そ
し
て
そ
れ
は
'
侯
官
の
令
史
が

帳
簿
の
鮎
槍
を
行
う
こ
と
で
管
理
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡

第
二
章

食
糧
支
給
の
賓
態

‖

支

給

額

連
境
の
吏
卒
に
は
'
官
か
ら
食
糧
が
支
給
さ
れ
'
そ
の
量
は
'
更
も
卒
も

一
ケ
月
三
石
三
斗
三
升
少
､
普
通
は
該
嘗
月
の
食
糧
を
前
月
に
受

け
と
っ
て
い
た
｡
こ
の
こ
と
は
､
先
人
の
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
'
新

･
奮
居
延
漠
簡
か
ら
数
多
-
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

い
ま
行
論
の
都
合
上
'
三

･
四
の
例
を
あ
げ
る
と
'

第
十

一
爆
長
□
十
二
月
ロ
ロ
食
三
石
三
斗
三
升
少
卒
王
利
取

神
話

朋
鰯
三
望

空

相
紹

柵

令
史
田
忠

十
二
月
食
三
石
三
斗
三
升
少

十

一
月
庚
申
自
取

第
四
爆
長
陳
不
識
粟
三
石
三
斗
三
升
少
張
蹄

腎

押
鏑

讐

竺

聖

赫

錆

開

口

第
三
爆
卒
王
詳

十
月
食
三
石
三
斗
三
升
少

九
月
己
卯
自
取
口

二
〇
六
･
一
九

一
三
三

･
七

E
P
T
五
二
･
一

E
P
T
五

･
二

25
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｢少
｣
と
は
､
1
7

(少
年
升
)'
封
し
て

｢大
｣
な
る
用
語
も
あ
り
'
こ
れ
は
2
7

を
表
す
.
貴
際
に
-
Jr
升
を
計
量
す
る
マ
ス
が
存
在

し
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
言
え
ば
,
天
津
市
文
物
管
理
虞
癌
の
俸
世
晶
で
,
｢平
都
｣
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
鋼
桝
が
存
在
し
,
そ
こ
に
攻

ガ

/･=
)

の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
｡
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元
年
十
月
甲
午

平
都
戊
丞
札
倉

亥
佐
葵
許
斜

容
三
升
少
牛
升
重
二
斤
十
五
両
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銘
文
全
港
の
分
析
は
'
小
論
第
三
章
で
改
め
て
行
な
-
こ
と
に
し
よ
う
｡
こ
こ
で
と
り
あ
え
ず
'
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
'
左
側

に
少
し
小
さ
い
字
で
刻
ま
れ
て
い
る

1
行

｢容
三
升
少
牛
升
｣
'
す
な
わ
ち
こ
れ
が

l
Jr
升
の
マ
ス
に
他
な
ら
な
い
｡

と
こ
ろ
で
'
月
単
位
の
食
糧
支
給
を
記
し
た
簡
に
は
'
三
石
二
斗
二
升
少
'
も
し
-
は
三
石
二
斗
二
升
と
い
っ
た
量
が
あ
が

っ
て
い
る
も
の

も
存
L
t
そ
れ
は
'
例
外
に
屠
す
る
も
の
と
解
樺
す
る
に
は
不
自
然
な
ほ
ど
の
数
量
に
の
ぼ
る
｡

＼ほ
l

永
田
英
正
氏
は
'
三
石
二
斗
二
升
少
と
あ
る
の
は
小
月

(二
九
日
)
の
配
給
量
と
み
る
｡
確
か
に
'
三
石
三
斗
三
升
少
の
g
3130

は
､
三
石
二

斗
二
升
飴
で
あ
り
'
三
石
二
斗
二
升
少
が
'
小
月
と
無
関
係
な
数
量
で
は
な
い
｡
が
し
か
し
'
攻
の
簡
か
ら
す
る
と
'
三
石
二
斗
二
升
は
小
月

の
支
給
量
と
簡
単
に
言
い
切
る
に
は
少
し
く
問
題
が
あ
り
そ
う
に
思
え
る
｡

執
胡
爆
長
泉
宗
莱
三
石
三
斗
三
升
少
世
取

口
卒
柳
世
三
石
二
斗
二
升
少
自
取

ド

侯
史
刑
延
裏

三
石
三
斗
三
升
少
□
腎

禅
報
欄
聖

に
諺

諾

諜

別
口

侯
史
窒

罵

食
栗
五
石
八
斗
卒
湯
取

口一
五
七

･
二

28

第
五
健
長
董
非
子
粟
三
石
三
斗
三
升
少
自

習

神
棚
鏑

三
竺

型

頑

紹

門

間

第
廿
七
慧

張
徳
食
三
石
三
斗
三
升
少

琵

鯛
謹

話

諺

抑
少

卒
暴
便
食
三
石
二
斗
二
升
少

第
廿
三
慧

李
忠
八
月
食
三
石
三
斗
三
升
少
自
取

鞘
脳
膜
錨

讐

竺

空

相
観

取

E
P
T
五

一
二
ハ
一

E
P
T
五

一
二

一四
七

E
P
T
五

一
･
三
〇
三

こ
こ
で
は
'
便
宜
上
わ
ず
か
四
例
を
拳
げ
た
だ
け
で
あ
る
が
'
三
石
三
斗
三
升
少
と
'
三
石
二
斗
二
升
少
が
同

一
簡
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の

は
､
他
に
数
多
く
存
す
る
｡
し
か
も
'
E
P
T
五

一
･
三
〇
三
か
ら
も
わ
か
る
様
に
'
こ
れ
ら
は
同
月
の
支
給
と
見
倣
さ
れ
る
｡
つ
ま
り
､
た
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と
え
三
石
二
斗
二
升
少
が
小
月
の
支
給
で
あ
っ
た
と
し
て
も
､

一
方
で
同
じ
月
に
三
石
三
斗
三
升
少
を
受
領
し
て
い
る
者
が
お
り
､
何
故
両
者

が
混
在
す
る
の
か
､
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
｡

三
石
三
斗
三
升
少
と
三
石
二
斗
二
升
少
に
つ
い
て
は
'
ひ
と
ま
ず
措
-
と
し
て
'
右
に
あ
げ
た
四
例
の
中
か
ら
も
わ
か
る
が
､
小
月
の
支
給

例
と
覚
し
き
月
糧
に
は
'
三
石
二
斗
二
升
少
と
三
石
二
斗
二
升
の
両
種
が
存
す
る
｡
ま
ず
､
こ
の
二
つ
の
債
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
先
に
考
え

て
み
ょ
う
｡

大
月
の
支
給
量
の
芸

で
あ
る
小
月
量
は
､
大
月
が
三
石
三
斗
三
升
少
で
あ
る
と
す
れ
ば
､
正
確
に
は
3
剖

3
4
3
且

･

×
3
3

-
3
剖
N

幸

2

半
･

2
･･-
･･
つ
ま
り
'
三
石
二
斗
二
升
以
下
'
2
の
循
環
小
数
を
も
つ
債
で
あ
る
｡
そ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
'
そ
れ
は
'
三
石
二
斗

二
升
'
三
石
二
斗
二
升
少
の
二
種
の
債
は
'
厳
密
に
は
三
石
二
斗
二
升
二
‥
-
･で
あ
る
数
量
を
現
章
に
印
し
て
虚
理
し
た
も
の
で
あ
り
､
す
な

わ
ち
循
環
少
数
を
切
り
あ
げ
た
も
の
が
､
三
石
二
斗
二
升
少
､
逆
に
切
り
捨
て
た
の
が
三
石
二
斗
二
升
な
の
で
あ
る
｡

1
7

升
を
測
る
マ
ス
は
'
現
薯
に
存
在
し
て
い
る
｡
し
か
し
な
が
ら
t
o･
2
を
計
測
す
る
マ
ス
は
'
な
か
っ
た
.
そ
こ
で
二
九
日
分
の
量
を

三
石
二
斗
二
升
も
し
-
は
三
石
二
斗
二
升
少
の
ど
ち
ら
か
で
支
給
し
た
｡
そ
れ
が
小
月
の
支
給
量
の
有
様
だ
っ
た
の
で
あ
る
｡

と
同
時
に
'
攻
の
こ
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
.
食
糧
と
し
て
の
穀
物
は
'
-
Lcy,
升
を
測
る
マ
ス
を
使
い
'
三
升
少
の
量
が
現
章
に
支
給
さ

れ
､
支
給
量
は
'
計
測
す
る
マ
ス
の
容
量
の
規
制
を
受
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
0

三
石
二
斗
二
升
少
と
三
石
二
斗
二
升
の
両
者
が
簡
文
に
記
さ
れ
て
い
る
理
由
は
'
以
上
の
如
き
で
あ
る
が
'
三
石
三
斗
三
升
少
と
三
石
二
斗

二
升
少
､
三
石
二
斗
二
升
が
同
月
の
支
給
量
と
し
て
と
も
に
登
場
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
な
お
未
解
決
で
あ
る
｡
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
に
は
'
簡
文
に
散
見
す
る
大
石
と
小
石
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
｡
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⇔

大
石
と
小
石

穀
物
の
容
量
を
示
す
数
値
が
記
さ
れ
て
い
る
簡
に
は
'
そ
の
数
値
の
前
に

｢
大
石

○
○
石
｣
｢
小
石

○
○
石
｣
と
い
っ
た
語
が
付
-
も
の
が

散
見
す
る
｡

出
展
大
石
三
石
六
斗

始
元
二
年
六
月
庚
午
朔
以
食
萄
校
士
二
人
壷
己
亥
州
日
章
六
十
人
-
六
升

入
庫
小
石
十
四
石
五
斗

始
元
三
年
正
月
丁
酉
朔
丁
酉
第
二
亭
長
野
受
代
田
倉
監
光

二
七
五

･
1
二

一
四
八

･
四
七

3()

こ
-
い
っ
た

｢大
石
｣
｢小
石
｣
が
何
を
意
味
す
る
の
か
､
従
来
か
ら
い
-
つ
か
の
異

っ
た
歌
が
提
示
さ
れ
て
い
る
｡
諸
説
を
こ
こ
で
詳
細
に

と
り
あ
げ
て
逐

一
論
評
す
る
こ
と
は
t
や
め
て
お
-
が
'
概
し
て
い
え
ば
'
攻
の
三
つ
の
見
解
に
集
約
で
き
よ
う
｡

①

小
石
と
は
国
家
が
制
定
し
た
マ
ス
､
大
石
と
は
'
民
間
で
常
用
さ
れ
て
い
た
マ
ス
で
あ
り
'
連
境
の
民
間
の
計
量
で
は
'
戦
国
時
代
か

ら
の
奮
習
に
従
い
大
石

(大
斗
)
を
基
準
と
し
て
い
た
｡
食
糧
支
給
に
あ
た
り
'
時
に
そ
れ
を
明
示
L
t
叉
大

･
小
の
換
算
率
を
設
定

3慨
E

し
た
｡

(,I.-])

②

大
石
は
莱

(脱
穀
し
な
い
カ
ラ
付
き
の
モ
ミ
)
を
計
る
大
き
な
析
'
小
石
は
米

(衣
)
を
は
か
る
小
さ
な
桝
の
こ
と
｡

③

大
石

･
小
石
と
は
計
算
上
の
単
位
で
あ
-
'
桝
に
大
小
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
｡
計
る
封
稀
に
よ
っ
て
大

･
小
の
二
つ
の
名
稀
が
存
し
'

(1･7)

大
石
と
は
米

(ち
)'
小
石
と
は
粟

(モ
､､､)
を
計
っ
た
も
の
｡
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要
す
る
に
容
券
の
種
類
､
民
間
と
官
用
'
粟
と
米
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
基
づ
き
'
叉
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
立
て
ら
れ
た
祝
と
い
え
よ
う
｡

大
石
と
小
石
が
6
封
10
の
比
率
に
あ
っ
た
こ
と
'
こ
れ
は
動
か
な
い
｡
諸
々
の
筒
が
明
言
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

凡
出
穀
十
五
石
馬
大
石
九
石

入
磨
小
石
十
二
石
為
大
石
七
石
二
斗

入
摩
小
石
十
二
石
鵠
大
石
七
石
二
斗
征
和
五
年
正
月
庚
申
朔
庚
通
津
第
二
亭
長
野
受
部
農
第
四
長
朱

出
磨
小
石
三
石
為
大
石

一
石
八
斗
以
食
卒
三
人
十
二
月
辛
卯
轟
庚
子
十
日
審
州
人
≧
六
Eg

一
四
八
･
一
五

l
四
八
･
四
一

二
七
三

･
九

二
七
五

二

一

入
磨
大
石
八
石
七
斗
為
小
石
十
四
石
五
斗

二
年
八
月
辛
亥
朔
辛
亥
第
二
亭
長
野
受
第
六
長
延
毒
以
食
吏
卒
五
人
～
六
升
=

辛
亥
轟
己
卯
廿
九
日
積
百
冊
五
人

晶

帽
琵

石

征
和
四
年
十
月
壬
辰
朔
英
巳
第
二
亭
長
野
受
肇

従
吏
徳

入
廉
小
石
十
四
石
五
斗
為
大
石
八
石
七
斗
三
年
正
月
己
卯
朔
辛
巳
第
二
亭
長
野
受
第
六
長
延
毒

二
七
五

二

二

二
七
五

･
二
二

二
七
八

･
九

こ
れ
ら
は
全
て
'
瓦
困
托
尼

(A
10
)'
つ
ま
り
小
論
で
居
延
城
倉
が
置
か
れ
た
と
推
定
し
た
と
こ
ろ
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
'
何
故
'
大

石
小
石
の
換
算
値
が
記
さ
れ
て
い
る
簡
が
t
A
10
出
土
の
も
の
に
限
ら
れ
る
の
か
､
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
'
ひ
と
ま
ず
措
-
と
し
よ
う
｡
ま

た
大
石
､
小
石
の
他
に
大
斗

･
小
斗
と
い
う
名
稀
も
あ
る
｡

Eg
大
斗
三
斗
三
斗

l
升
二
分
Eg

□
斗
五
斗
二
升
寛
大
斗
□

一
四
八
･
一
七

三
〇
八
･
一
一

31
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E
j大
斗
五
斗
二
升

五
三
四

･
七

32

右
に
み
え
る
五
斗
二
升
と
三
斗

一
升
二
分
'
そ
れ
は
10
封
6
の
比
率
に
あ
り
'
大
斗
と
小
斗
の
比
も
大
石
小
石
の
そ
れ
と
同
じ
い
｡

大
石

･
小
石
も
し
-
は
大
斗

･
小
斗
と
い
う
両
種
の
マ
ス
'
そ
れ
が
モ
ミ
を
測
る
か
ミ
を
測
る
か
'
官
用
か
民
間
常
用
か
'
い
ず
れ
に
し
ろ

も
し
そ
れ
が
量
券
の
種
類
と
す
れ
ば
'
例
え
ば
先
に
園
を
あ
げ
た

｢
平
都
銅
研
｣
は
'
大
所

･
小
桝
の
ど
ち
ら
な
の
で
あ
ろ
う
か
｡
銘
文
に
は
'

官
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
'
嘗
然
そ
れ
は
官
用
の
も
の
と
な
ろ
-
が
'
な
ら
ば
民
間
用
の
マ
ス
は
'
ど
の
様
な
刻
文
が
あ
-
'

そ
の
マ
ス
が
民
間
の
も
の
か
官
用
の
も
の
か
'
ど
う
し
て
判
別
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
現
存
し
て
い
る
漠
の
マ
ス
に
は
'
少
く
と
も
小
石
マ
ス
か

大
石
マ
ス
か
は
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
｡

現
存
し
て
い
る
マ
ス
に
つ
い
て
さ
ら
に
言
え
ば
'
そ
の
容
量
は
t

l
升
あ
た
り
2
0
0
m

二

馴
後
'
｢
平
都
鋼
研
｣
も

19
4
m
l
で
'
ほ
ぼ
そ
れ

に
含
ま
れ
る
｡
い
ま
,
2
.
.
m

l

が
大
升
と
す
れ
ば
,
小
升
は

3
3
3
%
m
l,
2
.
.
m

l

を
小
升
と
み
れ
ば
,
大
升
1
2
.
m

l

だ
が
､

l
升
が

∽3
.

m
)
'
叉
は
)
2
0
m

)

の
容
量
を
も
つ
マ
ス
は
'
存
在
し
て
い
な
い
.
つ
ま
り
嘗
時
の
マ
ス
に
'
大
小
の
両
種
の
も
の
が
あ

っ
た
と
は
､
考
え
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
｡
又
'
民
間
常
用
の
も
の
と
'
官
用
の
も
の
'
そ
の
両
種
が
あ

っ
た
'
そ
れ
が

マ
ス
に
し
ろ
､
叉
計
測
単
位
で
あ
る
に
し
ろ
'

戦
国
時
代
で
は
と
も
か
-
'
統

一
秦
以
降
'
官
が
両
種
の
存
在
を
認
め
て
公
用
し
て
い
た
は
っ
き
-
し
た
鐙
接
は
'
な
い
.

と
こ
ろ
で
､
何
よ
り
も
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
大
石
と
小
石
の
換
算
比
'
そ
れ
が
6
封
10
で
あ
る
そ
の
法
定
比
率
が
何
に
基
づ
い
て
定
め

ら
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
そ
こ
で
参
考
に
な
る
の
は
'
睡
虎
地
秦
簡
倉
律
の
次
の
一
保
で
あ
る
｡

ESj
石
六
斗
大
半
斗
春
之
薦
精
-
米
～

一
石
薦
整
米
九
JM
斗
J～
為
穀
米
八
斗
稲
禾

l
石
有
米
委
賜
棄
禾
稼
公
轟
九
月

其
人
弗
取
之
勿
鼠

倉

〇〇
九 八手
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7
〇
八
簡
の
上
端
'
故
失
し
て
い
る
が

｢粟

二

が
入
る
と
見
て
よ
い
｡
右
の
倉
律
の
規
定
は
､
穀
物

(莱
)
を
精
米
1
整
米
-
穀
米
と
順
次

脱
穀

･
精
白
を
し
て
い
-
上
で
の
容
量
の
法
定
比
率
を
述
べ
た
も
の
だ
が
､
最
初
の
栗
か
ら
堀
米
に
移
る
時
'
つ
ま
り
モ
ミ
か
ら
モ
ミ
ガ
ラ
を

除
去
す
る
脱
穀
-

そ
れ
が
最
低
食
用
に
供
す
る
脱
穀
と
考
え
ら
れ
る
が
-

の
場
合
'
粟

l
石
六
斗
に
封
し
て
精
米

l
石
の
割
合
に
換
算
さ

れ
て
い
る
｡
つ
ま
り
'
10
封
6
の
比
率
に
他
な
ら
な
い
｡

モ
ミ
つ
き
穀
物

(莱
)
と
'
穀
皮
を
と
っ
た
ミ

(米
)
の
比
率
が
10
封
6
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
'
出
土
資
料
の
み
な
ら
ず
文
献
史
料

か
ら
も
検
謬
で
き
る
o
『史
記
』
太
史
公
自
序
の

｢梶
梁
之
食
｣
に
付
け
ら
れ
た
臣
墳
注
､

項
目
'
五
斗
粟
'
三
斗
米
'
為
梶
｡

こ
こ
に
言
-
輝
も
陸
虎
地
秦
簡
と
同
じ
く
'
粟
を
脱
穀
し
た
も
の
で
あ
る
｡

正
義
日
｡
楯
､
鹿
米
也
｡
脱
粟
也
｡

さ
ら
に

『九
葦
算
術
』
莱
米
に
も
'
粟
と
精
米
の
比
率
を
10
封
6
に
お
い
て
い
る
｡

今
有
粟

一
斗
.
欲
馬
槻
米
o
問
得
幾
何
.
苔
日
馬
精
米
六
升
｡
術
日
.
以
粟
求
精
米
｡
三
之
.
五
而

l
｡

そ
し
て
他
な
ら
ぬ
居
延
漠
簡
の
中
に
攻
の
一
簡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
｡
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粟

一
斗
得
米
六
升

一
一
〇
･
四

34

小
石
と
大
石
の
比
率
'
10
封
6
は
'
や
は
り
モ
ミ
と
ミ
と
の
比
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
｡

も
と
よ
り
'
こ
の
比
率
を
脱
穀
の
有
無
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
は
異
論
も
出
さ
れ
て
い
る
｡
た
と
え
ば
'
『
九
章
算
術
』
で
も
そ
う
で
あ
る

様
に
'
脱
穀
に
は
い
く
つ
か
の
段
階
が
あ
り

一
定
し
た
も
の
で
は
な
-
'
叉
穀
物
の
種
類
に
よ
っ
て
モ
ミ
と
ミ
の
比
率
に
差
が
あ
る
｡
に
も
か

(;J)

か
わ
ら
ず

一
率
に
10
封
6
と
す
る
こ
と
は
お
か
し
い

と

｡

ま
た
別
に
'
こ
-
い
っ
た
疑
問
も
提
出
さ
れ
る
だ
ろ
-
｡
漠
筒
に
記
載
さ
れ
て
い
る

容
量
､
そ
こ
に
は
大
石

･
小
石
が
必
ず
し
も
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
｡
単
に
容
量
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
債
は
'
大
石

･
小
石
の
ど

ち
ら
な
の
か
｡

ま
ず
'
は
っ
き
-
と
述
べ
て
お
き
た
い
の
は
'
こ
の
10
封
6
と
い
う
比
率
は
'
穀
物
の
モ
ミ
と
ミ
の
容
積
を
官
で
換
算
す
る
法
定
レ
ー
ト
で

あ
っ
て
'
現
賓
の
モ
､､､
と
,､､
の
容
量
の
比
を
正
確
に
示
し
た
も
の
で
は
な
い
｡
穀
物
の
種
類
に
よ
り
'
モ
､､､
と
ミ
と
の
比
率
に
も
嘗
然
差
が
生

ず
る
が
'
こ
の
こ
と
は
問
題
と
は
せ
ず

l
率
に
と
り
扱
い
へ
叉
'
脱
穀
の
段
階
も
そ
の
第

l
段
階
の
穀
皮
を
つ
け
た
も
の
と
除
去
し
た
も
の
に

大
別
し
て
比
率
を
定
め
た
'
こ
れ
が
10
封
6
の
法
定
レ
1
-
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

私
は
'
大
石

･
小
石
と
は
二
種
の
マ
ス
を
言
う
の
で
は
な
-
'
モ
ミ
つ
き
の
穀
物
を
測
定
し
た
場
合
の
単
位
を
小
石
'
モ
ミ
か
ら
モ
ミ
ガ
ラ

を
脱
穀
し
た
ミ
の
容
量
の
単
位
を
大
石
と
し
'
そ
の
間
の
比
率
を
10
封
6
と
決
め
た
の
だ
と
考
え
る
｡
つ
ま
り
'

一
升
の
マ
ス
に
モ
ミ
が
ら
つ

き
の
粟
を
入
れ
て
測
っ
た
も
の
は
小
石

○
石

○
斗

○
升
'
脱
穀
し
た
米
を
入
れ
て
測
っ
た
場
合
'
大
石

○
石

○
斗

○
升
と
な
る
｡
ま
た
そ
れ
は
､

ヽ

穀
物
の
名
稀
で
も
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
｡
す
な
わ
ち

｢
出
穀

○
○
石
｣
｢
入
粟

○
○
石
｣
と
あ

っ
て
も
'
｢穀
｣
｢粟
｣
だ
け

で
そ
れ
が
大
石

･
小
石
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
｡
確
か
に
粟
と
は
'
カ
ラ
つ
き
の
ア
ワ
と
し
て
も
'
｢
入
粟
大
石
廿
五
石
｣
(E
P
T

六
二

〇
三
)
な
ど
と
あ
る
の
は

｢受
領
し
た
粟
､
脱
穀
し
た
場
合
廿
五
石
と
み
な
し
た
量
｣
と
い
っ
た
意
味
に
と
る
べ
き
で
あ
る
｡
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右
の
結
論
を
ふ
ま
え
て
'
い
ま
ひ
と
つ
の
疑
問
'
単
に
容
量
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
云
々
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
｡

大

･
小
石
と
は
'
脱
穀
の
有
無
に
よ
っ
て
生
ず
る
単
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
'
脱
穀
と
は
無
関
係
の
も
の
､
例
え
ば
堕
な
ど
の
量
を
表
す

場
合
に
は
'
大
石

･
小
石
は
も
と
よ
り
無
関
係
で
あ
る
｡
脱
穀
を
要
す
る
穀
物
に
あ
っ
て
は
ど
う
か
｡

先
に
あ
げ
た
簡
だ
が
､
食
糧
支
給
に
関
す
る
も
の
を
例
に
し
て
み
る
と

第
十

l
爆
長
E
+
二
月
食
三
石
三
斗
三
升
少
卒
王
利
取

神
話

朋
讐

聖

空

相
錯

桃

二
〇
六
･
一
九

こ
こ
で
の
量

｢
三
石
三
斗
三
升
少
｣
は
､
後
の
行
論
の
過
程
で
よ
り
は
っ
き
り
す
る
が
'
小
石
の
債
と
み
て
よ
い
｡
三
石
三
斗
三
升
少
を
大
石

に
換
算
す
る
と
二
石
'
い
さ
さ
か
穿
ち
す
ぎ
か
も
知
れ
ぬ
が
､
そ
も

｢大
｣
(2
7
)'
｢少
｣
(1
3
)
と
い
っ
た
循
環
少
数
の
計
量
債
が
支
給

量
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
､
脱
穀
後
の
量
が
整
数
と
な
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

と
ま
れ
'
右
の
二
〇
六

･
九
簡
に
表
記
さ
れ
て
い
る
量
は
'
小
石
で
あ
る
｡
な
ら
ば
'
大

･
小
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
ほ
'
全
て
小
石
の
単

位
か
と
言
え
ば
'
そ
う
で
も
な
い
｡

出
粟
二
石

廉
侯
長
楊
南
六
月
食

一
七
七

･
一
三

右
の
簡
は
侯
長
楊
南
に
六
月
分
の
食
糧
と
し
て
二
石
を
支
給
し
た
こ
と
を
記
し
た
帳
簿
だ
が
'
こ
こ
で
の
粟
二
石
と
は
'
小
石
三
石
三
斗
三
升

少
の
6
110
'

つ
ま
り
大
石
の
債
と
考
え
ら
れ
る
.
則
ち
､
簡
文
に
記
さ
れ
て
い
る
容
量
は
､
小
石
､
大
石
の
両
者
が
存
す
る
と
せ
ね
ば
な
る

ま
い
｡
も
と
よ
り
'

一
本
の
簡
の
中
に
注
記
な
し
で
大
石

･
小
石
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
'
こ
れ
は
恐
ら
く
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し

35
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な
が
ら
'
簡
毎
の
穀
物
に
つ
い
て
'
あ
る
も
の
は
そ
れ
が
大
石
の
債
で
'
あ
る
も
の
は
小
石
の
債
で
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡

で
は
'
大
石

･
小
石
'
普
時
に
あ

っ
て
そ
れ
が
ど
う
し
て
判
る
の
で
あ
ろ
う
｡

一
七
七

二

三
簡
に
い
ま
い
ち
ど
も
ど
る
｡
こ
れ
は
'
粟
の
支
出
に
つ
い
て
の
帳
簿
で
あ
る
が
'
簡
は
も
と
は
連
綴
さ
れ
た
少
な
く
と
も
四

枚
の
簡
か
ら
な
る
簿
の

一
片
と
考
え
ら
れ
る
｡

一
七
七

･
二
二
の
出
土
地
は
t
A
33

(肩
水
俣
官
祉
)
だ
が
'
そ
こ
か
ら
同
等
と
覚
し
き
攻
の
簡

が
出
土
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
｡
(写
真
は
'
一
七
七
二

三
簡
も
含
む
)

36

出
粟
二
右

葉
夷
胡
爆
長
朱
虚
六
月
食

出
粟
二
石

Eg

右
吏
八
人

用
莱
十
六
石

二
五
〇
･
五

一
七
七

･
一
〇

一
七
七

･
一
一



同
じ
書
式
を
も
つ
同
筆
簡
と
し
て
t
A
33
出
土
の
攻
の
四
簡
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

出
粟

一
石
九
斗
三
升
少

囲

出
粟

一
石
九
斗
三
升
少

Eg

Eg

三
升
少

廉
井
山
健
卒
貫
娃
六
月
食

Eg

一
石
九
斗
三
升
少

廉
廉
谷
爆
卒
秦
訟
デ
六
月
食

J野
Tlエ
㌢
｣

二

一五

･
二
二

一
七
七

･
九

一
七
七

･
一
五

一
七
七

･
一
九
=
二
〇

湊代穀倉制度
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初
め
の

(
l
七
七
二

三
)
(
l
七
七
･
l
O
)
(二
五
〇
･
五
)
(
l
七
七
二

一
)
の
四
簡
に
つ
い
て
言
え
ば
'

一
人
あ
た
り

l
月
二
石
の
食
糧
支
給

で
あ
り
'
先
に
も
述
べ
た
様
に
こ
れ
は
大
石
の
債
で
あ
る
｡

一
方
の

(
二
一五
二

三
)
(
一
七
七
･
九
)
(
一
七
七
･
一
五
)
(
一
七
七
二

九
=

二
〇
)

衛
の
l
石
九
斗
三
升
少
と
い
う
数
量
は
'
3
中

剖
×
響

誓

債

で
あ
｡
,
小
の
月
の
大
石
支
給
分
と
考
え
ら
れ
る
｡
要
す
る
に
右
二
つ
の
連

綴
簡
の
穀
支
給
帳
簿
は
'
大
石
に
て
計
上
さ
れ
て
い
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡
同
じ

｢粟
｣
と
い
う
語
が
見
え
る
簡
で
も
そ
こ
に
は
小
石

･
大

石
が
含
ま
れ
て
お
り
'
｢栗
｣
で
も
っ
て
大
小
石
が
区
別
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
こ
こ
か
ら
言
え
よ
う
｡

と
こ
ろ
で
こ
-
い
っ
た

｢出
｣
が
簡
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
簡

(こ
れ
を
穀
出
入
簿
と
呼
ぶ
)
を
集
め
て
み
る
と
そ
こ
に
は
大
石

･
小
石
が
明
記

さ
れ
て
い
る
も
の
が
検
出
で
き
る
｡

38

出
粟
小
石
冊

l
石
六
斗
六
升
大

陽
朔
lll年
Eg

出
粟
小
石

l
石
五
斗

陽
朔
四
年
十

l
月
丁
丑
□
E
j

出
粟
大
石

l
石
八
斗

以
食
吏

l
人
十

一
月
己
卯
朔
己
卯
Eg

出
粟
小
石
九
石
六
斗

鴻
嘉
二
年
六
月
辛
卯
甲
渠
侯
官
令
史

俸
柱
馬
食

出
来
小
石
八
斗
Eg

出
来
大
石
廿
五
石

□
□
雨

ESj
八
年
□
月
庚
午
官
□
守
士
吏
立
Eg

出
粟
大
石
廿
五
石

-

Eg

八

･
五
B

一
七
八

･
五

四
八
八

･
五

E
P
T
四

･
九

一

E
P
T
四

･
一
〇
八

E
P
T
三
一
･
一
五

E
P
T
四
三

･
七
八

右
の
簡
の
中
に
は
'
断
簡
も
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
､
大

･
小
石
が
注
記
さ
れ
て
い
る
簡
は
'
そ
の
下
に
年
月
日
も
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
た
い
O
つ
ま
り
編
綴
さ
れ
る
一
連
の

｢出

○
○
石
'
某

○
月
食
｣
と
い
う
穀
出
入
簿
の
先
頭
に
は
'
出
入
の
年
月
日
と
と
も
に

｢
出
小
石
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○
石
｣
｢出
大
石
○
石
｣
と
い
っ
た
大

･
小
石
が
記
さ
れ
て
お
り
､
以
下
に
績
-
簡
に
は
'
そ
れ
ら
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
の
で

あ
る
｡
出
土
し
て
い
る
簡
は
へ
早
漏
の
離
れ
の
簡
で
あ
っ
た
と
し
て
も
'
本
来
帳
簿
と
し
て
縮
綴
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
'
大
小
石
の
注
記
が

な
さ
れ
'
そ
れ
故
'
記
載
さ
れ
る
量
は
そ
れ
が
大
石
か
小
石
か
混
乱
す
る
こ
と
は
な
い
｡

以
上
は
'
｢
出
粟
｣
と
い
う
語
が
簡
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
穀
出
入
簿
に
つ
い
て
の
こ
と
'
他
の
書
式
の
簡
で
も
同
様
か
と
言
え
ば
'
そ
う
と

も
言
え
な
い
｡

○
○
爆
長

(姓
名
)
三
石
三
斗
三
升
少

舛

露

讐

二
聖

聖

赫

罷

柵

右
の
様
式
'
簡
頭
に
機
関
名
と
責
任
者
の
官
職
姓
名
を
記
し
'
以
下
に
吏
卒
の
姓
名
と

一
ケ
月
の
穀
物
の
配
給
量
を
列
記
し
た
う
え
'
｢自
取
｣

｢取
｣
を
記
し
て
い
る
簡
は
こ
れ
ま
で
例
と
し
て
し
ば
し
ば
あ
げ
て
き
た
が
'
そ
こ
で
の
数
量
は
'
ほ
ぼ
全
て
が

｢
三
石
三
斗
三
升
少
｣
｢
三

石
二
斗
二
升
少
｣
｢
三
石
二
斗
二
升
｣
と
い
-
量
で
あ
り
､
こ
れ
は
小
石
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
様
式
の
筒
で
大
石
の
債
が
書
か

れ
て
い
る
も
の
は
な
く
'
又
大

･
小
石
が
注
記
さ
れ
た
簡
が
先
頭
に
位
置
し
た
と
想
定
す
る
の
も
難
し
い
｡

要
す
る
に
小
石
で
統

一
さ
れ
て
い
る
も
の
と
'
大
石

･
小
石
が
先
頭
簡
で
示
さ
れ
以
下
省
略
さ
れ
る
も
の
'
そ
れ
ら
は
帳
簿
の
様
式
に
従
っ

＼=r･･)

て
あ
ら
か
じ
め
原
則
が
決
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

穀
物
に
関
す
る
帳
簿
の
分
析
は
､
後
節
で
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
て
'
帳
簿
の
種
類
と
そ
こ
に
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
る
大
石

･
小
石

表
記
と
は
別
に
'
薫
は
も
う

一
つ
別
の
方
向
で
大
石

･
小
石
に
つ
い
て
の
原
則
が
あ
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
る
｡
そ
れ
は
t
､支
給
す
べ
き
封
象

に
よ
っ
て
､
モ
ミ
つ
き
と
ミ
の
区
別
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

39
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⇔

支

給

封

象

穀
物
の
脱
穀
の
有
無
に
よ
り
大
石

･
小
石
の
区
別
が
な
さ
れ
'
そ
の
比
率
が
決
め
ら
れ
て
い
た
と
い
-
こ
と
は
'
と
り
も
な
お
さ
ず
官
が
脱

穀
を
経
た
穀
物
を
支
給
す
る
場
合
と
未
脱
穀
の
場
合
の
二
つ
の
異
な
る
ケ
ー
ス
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
に
他
な
ら
な
い
｡

確
か
に
'
脱
穀
米
で
支
給
し
た
こ
と
は
'
攻
の
一
連
の
簡
が
物
語
る
｡

居
延
都
尉

奉
穀
月
六
十
石

居
延
都
尉
丞

奉
穀
月
州
石

居
延
令

奉
穀
月
州
石

居
延
丞

奉
穀
月
十
五
石

居
延
左
右
尉

奉
穀
月
十
五
石

･
右
以
租
脱
穀
給
歳
貴
重
移
計

E
P
F
二
二

･
七
二

E
P
F
二
二
･
七
三

E
P
F
二
二

･
七
四

E
P
F
二
二
･
七
五

E
P
F
二
二
･
七
六

E
P
F
二
二
･
七
七
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右
の
六
筒
は
'
居
延
都
尉
を
は
じ
め
と
し
た
更
に
支
給
す
る
奉
疎
の
債
を
記
し
た
も
の
｡
E
P
F
二
二
･
七
七
に
み
え
る

｢
組
脱
穀
｣
と
は
精

米
'
す
な
わ
ち
脱
穀
し
た
穀
物
の
こ
と
で
'
官
が
脱
穀
米
を
支
給
し
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
｡

l
方
､
官
が
叛
つ
き
の
ま
ま
で
支
給
し
て
い
た
場
合
が
あ

っ
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
.

｣
巧

升
の
マ
ス
が
現
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
'
小

月
の
支
給
量
を
三
石
二
斗
二
升
二
-
-
を
切
-
拾
て
る
か
又
は
切
-
あ
げ
て
虞
理
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
'
貴
際
に
小
石
､
モ
､,､
つ
き
の
穀
物

を
マ
ス
で
測

っ
て
支
給
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
｡
で
は
官
は
如
何
な
る
場
合
に
脱
穀
し
た
も
の
を
出
し
'
未
脱
穀
の
モ
ミ
つ
き
穀
物
は
ど
の
様
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な
時
に
支
給
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡

結
論
を
先
に
ll11日え
は
'
原
則
と
し
て
更
に
は
脱
穀
し
た
穀
物
を
'
戊
卒
に
は
未
脱
穀
の
も
の
を
食
糧
と
し
て
ほ
支
給
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
私
は
考
え
て
い
る
｡

先
に
あ
げ
た

(
l
七
七
･
l
O
)､
(
三

七
二

三
)
(二
五
〇
･
五
)
に
記
さ
れ
た

｢出
来
二
石
｣
に
関
し
て
'
二
石
と
い
う
量
は
､
大
石
の
値

で
あ
っ
た
｡
そ
し
て
そ
れ
を
総
計
し
た
簡
'

一
七
七

･
二
に
は

ヽ

右
吏
八
人

用
粟
十
六
石

一
七
七

･
一
一

吏
の
み
が
ま
と
め
ら
れ
て
記
さ
れ
､
そ
の
支
給
は
一
人
あ
た
り
二
石
と
な
っ
て
い
る
｡

食
糧
の
支
給
に
あ
た
っ
て
'
更
は
更
と
し
て
卒
は
卒
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
董
帳
が
存
す
る
こ
と
は
'
攻
の
諸
簡
か
ら
わ
か
る
｡

第
廿
三

度
名
｢讐

+<
七
月

口

第
十
八
卒
陳
陰

口

第
十
九
卒
陳
傑

Eg

第
十
九
卒
華
直

第
十
九
卒
張
幕

第
廿
卒
□
弘

第
廿
三
卒
李
嬰

第
甘
三
卒
蘇
光

第
廿
三
卒
郭
長

第
廿
四
卒
成
定

第
廿
四
卒
石
閲

第
甘
卒
張
口

第
廿
卒
母
□

第
廿

l
卒
笹
口
Eg

第
廿

一
卒
夏
□

第
廿

一
卒
□
□

第
廿
四
卒
張
猛

第
廿
五
卒
曹
逢

第
廿
五
卒
韓
意

第
廿
五
卒
張
眉

第
廿
六
卒
張
建

第
廿
六
卒
寿
安

第
廿
八
卒
羊
賓

箕
山
卒
鍾
昌

第
廿
六
卒
顕
非
人

第
廿
八
卒
馬
鹿

箕
山
卒
高
閲

第
廿
七
卒
張
願

第
廿
九
卒
張
番

第
廿
七
卒
石
賜

第
廿
九
卒
褒
童

第
廿
八
卒
骨
相
意

第
廿
九
卒
左
傾

二
四

二

一

一
六
八
･
一
九

41
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□
□
爆
卒
王
博

普
曲
爆
卒
王
安
世

Eg
斗

T
升

止
書
健
卒
王
意

願
望
爆
卒
□
□

止
北
爆
卒
□
□

一
三
三

･
二
五

42

こ
れ
ら
は
'
｢廉
名
籍
｣
と
呼
ば
れ
る
食
糧
支
給
者
の
董
帳
と
推
定
さ
れ
る
が
'
そ
こ
に
あ
が

っ
て
い
る
の
は
全
て
卒
で
あ
る
｡
二
四

二

一簡

は
､
第
廿
三
部
所
属
の
卒
だ
が
'

一
つ
の
健
は
三
名
の
卒
'
お
そ
ら
く
そ
れ
が
健
に
配
属
さ
れ
る
成
卒
の
全
員
と
し
て
よ
か
ろ
う
｡
と
こ
ろ
が

そ
こ
に
は
'
各
健
の
長
'
爆
長
を
は
じ
め
と
す
る
更
は
一
人
と
し
て
挙
が

っ
て
い
な
い
｡
更
に
つ
い
て
の
廉
名
籍
は
'
別
に
作
成
さ
れ
て
い
た

の
に
相
違
な
い
｡

こ
の
様
に
吏
と
成
卒
そ
れ
ぞ
れ
が
別
々
に
ま
と
め
ら
れ
た
童
帳
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
'
つ
ま
り
両
者
に
封
す
る
支
給
型
態
が
異
な
る

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
特
別
な
場
合
を
除
い
て
'
通
常
更
は
脱
穀
し
た
穀
物
を
'
卒
は
未
脱
穀
の
も
の
を
食
糧
と
し
て
受
け
と
っ
て
い
た

の
で
あ
る
｡

こ
の
様
に
考
え
て
こ
そ
へ
吏
卒
の
一
ケ
月
の
食
糧
の
受
領
を
記
す
簡

第
三
健
長
李
忠
八
月
食
三
石
三
斗
二
升
少
最

押
絹

錨

讐

竺

型

緬

観

取

E
P
T
五

一
二
二
〇
三

な
ど
に
お
い
て
'
同
月
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
三
石
三
斗
三
升
少
を
受
領
す
る
爆
長
と
'
三
石
二
斗
二
升
を
受
け
と
る
卒
が
存
在
す
る
の

か
と
い
う
疑
問
が
解
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
.
卒
と
更
に
封
す
る
支
給
量
が

l
本
の
筒
に
忍
さ
れ
て
い
る
-

そ
れ
は

l
つ
の
蜂
健
に
所

属
す
る
吏
卒
全
員
の
も
の
で
あ
る
-

こ
-
い
っ
た
形
式
の
簡
に
お
い
て
'
更
は
常
に
三
石
三
斗
三
升
少
で
あ
り
'
対
し
て
卒
は
大
月

･
小
月

に
よ
っ
て
三
石
三
斗
三
升
少
と
三
石
三
斗
二
升
の
区
別
が
生
じ
'
更
が
三
石
二
斗
二
升
を
支
給
さ
れ
る
例
は
な
い
｡
つ
ま
り
こ
れ
は
'
更
に
は
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43

大
小
月
に
か
か
わ
ら
ず
'
阪
穀
を
経
た
穀
物
二
石
を
支
給
､
卒
に
は
末
脱
穀
三
石
三
斗
三
升
少

(大
月
)
が
支
給
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
私
は

考
え
た
い
｡
か
り
に
更
の
二
石
を
小
月
分
に
換
算
す
る
と

一
石
九
斗
三
升
少
と
な
り
'
二
石
と
の
差
は
わ
ず
か
な
も
の
'
従
っ
て
脱
穀
し
た
穀

(11･)

物
を
受
け
と
る
更
は
'

一
律
二
石
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

以
上
､
大

･
小
石
に
つ
い
て
'
そ
れ
が
意
味
す
る
も
の
'
簡
文
に
記
入
さ
れ
て
い
る
数
量
が
大

･
小
石
の
ど
ち
ら
と
考
え
ら
れ
る
の
か
に
つ

き
検
討
し
て
き
た
｡
後
者
'
特
に
大
石

･
小
石
が
注
記
さ
れ
て
い
な
い
簡
に
関
し
て
言
え
ば
'

一
つ
に
は
連
綴
さ
れ
た
場
合
の
帳
簿
の
先
頭
筒

か
ら
そ
れ
が
判
る
も
の
､
叉
別
に
は
'
支
給
す
る
対
象
に
よ
っ
て
す
で
に
原
則
が
決
ま
っ
て
お
り
'
い
ず
れ
に
し
て
も
嘗
時
に
あ
っ
て
は
混
乱

Ill二

が
生
ず
る
こ
と
は
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な

い

｡

換
言
す
れ
ば
'
右
に
述
べ
た
こ
と
は
'
穀
物
支
給
と
受
領
に
関
す
る
帳
簿
の
種
類
に
よ
っ
て
大
石

･
小
石
の
区
分
が
自
ず
と
つ
け
ら
れ
て
い

た
と
も
言
え
る
か
も
知
れ
ぬ
｡
攻
節
で
は
'
支
給
帳
簿
を
と
り
あ
げ
よ
う
｡

画

簿

籍

吏
卒
の
食
糧
支
給

･
受
領
に
関
し
て
の
簿
籍
に
は

｢廉
名
籍
｣
｢穀
出
入
簿
｣
｢食
名
籍
｣
｢普
食
考
案
｣
と
名
づ
け
ら
れ
た
簿
と
籍
が
あ
っ

た
こ
と
が
'
表
題
簡
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
｡

＼{7)

各
簿
籍
の
内
容
と
性
格
に
つ
い
て
は
'
す
で
に
永
田
英
正
氏
に
よ
る
分
析
が
あ
り
'
各
簿
籍
の
性
格
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
'
氏
と
は
若
干

意
見
を
異
に
す
る
鮎
'
叉
'
新
居
延
簡
に
よ
り
補
足
で
き
る
折
も
あ
る
の
で
'
以
下
で
逐

一
再
検
討
し
て
み
た
い
｡

廉
名
籍
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表
題
簡
と
し
て
は
'

･
寓
歳
部
建
平
五
年
五
月
吏
卒
廉
名
籍

･
肩
水
俣
官
元
康
元
年
五
月
戊
卒
廉
名
籍

･
第
廿
三
爆
倉
河
平
七
月
吏
卒
廉
名
籍

第
廿
二
俣
長

･
北
部
永
光
三
年
六
月
卒
廉
名
籍

･
建
□
□
年
十
二
月
吏
卒
廉
名
籍

･
甲
渠
官
屠
蘇
三
年
三
月
吏
卒
廉
名
籍

･
第
四
部
建
姶
五
年
正
月
吏
卒
廉
名
籍

五
五

二

一四
=
一
三
七

･
二
〇

一
〇
九

･
一

一
七
六

二
二
八
=
一
九

〇
･
一
〇
=
一
九
三

･
七

一
七
七

･
一
四

二
〇
三

･
二
五

二
八
七

･
九

E
P
T
五
三

二

一

44

な
ど
が
検
出
さ
れ
'
そ
の
表
題
か
ら
し
て
'
部
単
位

(侯
官
に
所
属
す
る
戊
卒
は
侯
官
)
で
作
成
さ
れ
'
そ
れ
が
部
か
ら
侯
官
に
迭
付
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
｡

永
光
三
年
六
月
乙
卯
朔
Eg

廉
名
籍

1
編
敢
言
之

Eg

建
平
三
年
八
月
己
卯
朔
乙
Eg

廉
名
籍

一
編
敢
言
之

一
七
七

･
四

E
P
T
六
五

･
四

一
〇

右
二
簡
は
'
廉
名
籍
の
迭
-
状
で
あ
-
､

l
七
七

･
四
は
肩
水
侯
官
虻

(A
SS)t
E
P
T
六
五

･
四

l
O
は
甲
渠
侯
官
祉

(A
8
)'
と
も
に
侯
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官
か
ら
出
土
し
て
お
り
'
ま
た
A
33
か
ら
は
'
攻
の
槍
も
出
て
い
る
｡

廉
名
籍

眉
水
侯
官

穀
簿
歳
留

五

･
一
六

部
で
作
成
さ
れ
た
廉
名
籍
が
侯
官
に
迭
ら
れ
る
こ
と
を
こ
れ
ら
の
簡
は
如
貴
に
示
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
｡

こ
の
度
名
籍
と
は
､
食
糧
の
支
給
を
受
け
る
濠
走
者
の
名
簿
で
あ
り
'
た
だ
所
属
と
姓
名
だ
け
が
記
入
さ
れ
､
受
領
の
サ
イ
ン
も
な
い
｡
永

田
氏
に
よ
る
分
類
Ⅴ
-
p

-
aに
あ
た
る
も
の

戊
卒
某

(姓
名
)

戊
卒
業

機
関
名
'
某
月
廉
名

戊
卒
業

戊
卒
某

戊
卒
某

戊
卒
某

右
の
書
式
の
具
膿
例
は
'
す
で
に
拙
稿
四
一
頁
で
あ
げ
た
二
四

･
二
'

一
六
八
･
一
九
､

一
三
三

二

一五
簡
で
あ
る
｡
以
上
の
解
樺
は
'
永
田

氏
が
す
で
に
行
な
っ
て
お
り
､
廉
名
籍
に
関
し
て
は
'
氏
の
課
に
異
論
は
な
い
｡

食
名
籍

食
名
籍
の
名
が
確
認
で
き
る
簡
は
'
攻
の
四
簡
が
あ
が
る
｡

元
延
三
年
四
月
丙
戊
朔
甲
寅
南
部
□
Eg

五
月
食
名
籍

l
綿

l
綿
敢
言
之

Eg

七
五

･
九

45
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Ej吏
卒
□
言
之
謹
移
省
卒
□
大
入
食

十
二
月
食
名
籍

一
編
敢
言
之

建
平
三
年
六
月
庚
辰
朔
戊
中
高
歳
候
長
宗
敢
言
之
謹
移
部
卒

廉
七
月
食
名
籍

一
編
敢
言
之

建
平
三
年
二
月
王
子
朔
辛
巳
第
十
五
健
長
Eg

□
廉
三
月
食
名
籍

一
編
敢
言
之

五
三
六

･
一
四

■｢

E
P
T
四
三

二
ハ

E
P
T
六
五

･
二

一三
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永
田
氏
は
'
｢食
名
籍
｣
と

｢廉
名
籍
｣
と
は
､
同
類
の
も
の
と
見
る
が
'
新
居
延
簡
に
よ
っ
て
こ
れ
は
少
し
修
正
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

ま
ず

｢食
名
籍
｣
と
い
う
名
稀
t
E
P
T
四
三

･
六
t
E
P
T
六
五

･
二

一三
の
二
簡
か
ら
す
る
と
'
正
し
-
は

｢廉
某
月
食
名
籍
｣
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
さ
ら
に
こ
の
名
籍
は
'
先
の

｢廉
名
籍
｣
(｢某
月
吏
卒
廉
名
籍
｣)
と
は
類
を
異
に
す
る
｡
｢廉
名
籍
｣
は
食
糧
受
領
濠
走
者

の
名
籍
'
す
な
わ
ち
食
糧
支
給
に
あ
た
-
事
前
に
部
か
ら
供
官
に
迭
付
さ
れ
る
が
'
｢廃
業
月
食
名
籍
｣
は
そ
-
で
は
な
い
｡

右
に
あ
げ
た
四
簡
を
詳
し
-
み
て
み
よ
う
｡
そ
の
迭
付
月
日
は
'
四
月
二
九
日

(七
五
･
九
)'
六
月
二
九
日

(E
P
T
四
三
･
六
)'
二
月
三
〇

日

(E
P
T
六
五
･
二
三
)
と
'
例
外
な
く
月
の
晦
日
の
日
付
を
も
つ
｡
普
通
'
食
糧
は
､
該
営
月
の
前
月
に
支
給
さ
れ
る
が
'
そ
れ
は
晦
日

で
は
な
い
｡

一
方

｢廉
名
籍
｣
は
'
晦
日
に
作
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
'
断
片
で
は
あ
る
が
唯

一
そ
の
手
が
か
り
を
示
す
簡
t
E
P
T
六
五

･
四
一
〇

建
平
三
年
八
月
己
卯
朔
乙
Eg

廉
名
籍

一
編
敢
言
之

E
P
T
六
五

･
四

一
〇

を
見
れ
ば
'
こ
れ
は
八
月
七
日
'

一
七
日
'
二
七
日
の
い
ず
れ
か
の
日
付
を
も
つ
も
の
で
'
少
な
く
と
も
晦
日
に
逸
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
｡
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月
の
最
終
日
に
逸
ら
れ
る

｢食
名
籍
｣
(産
業
月
食
名
籍
)
と
'
｢廉
名
籍
｣
(某
月
吏
卒
廉
名
籍
)
と
は
'
性
格
の
違
っ
た
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
｡

で
は
両
者
は
ど
こ
が
違
う
の
で
あ
ろ
う
｡
普
通
'
食
糧
が
前
月
に
支
給
さ
れ
'
そ
の
月
の
最
終
日
に
支
給
に
関
す
る
簿
籍
が
作
ら
れ
る
と
す

れ
ば
'
そ
れ
は
食
糧
受
領
濠
定
着
の
名
籍
で
は
な
-
'
す
で
に
受
領
し
た
領
収
者
の
リ
ス
ト
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
｡
｢廉
某
月
食
名
籍
｣
と

良ノ

は
'
某
月
の
食
糧
を
廉
け
と
っ
た
者
の
領
収
籍
な
の
で
あ
る
｡

｢廉
某
月
食
名
籍
｣
も
'
｢廉
名
籍
｣
と
同
じ
-
各
部
で
作
成
さ
れ
候
官
に
迭
付
さ
れ
る
｡
E
P
T
四
三

二
ハ
は
'
寓
歳
部
か
ら
甲
渠
侯
官

に
迭
ら
れ
た
こ
と
を
'
七
五

･
九
は
'
南
部
か
ら
肩
水
俣
官
に
逸
ら
れ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
｡
部
で
は
'
申
請
に
基
づ
い
て
侯
官
か
ら
支
給
さ

れ
た
食
糧
に
つ
き
､
所
属
の
健
に
配
給
L
t
そ
の
受
領
を
月
の
最
終
日
に
侯
官
に
受
領
書
と
し
て
提
出
し
た
の
で
あ
る
｡

そ
の

｢廉
某
月
食
名
籍
｣
の
内
容
'
具
鰻
例
は
ど
う
い
っ
た
簡
な
の
で
あ
ろ
う
｡
私
は
､
前
節
の
大
小
石
の
検
討
に
あ
た
っ
て
と
り
あ
げ
て

き
た
'○

○
讐

(姓
名
)
三
石
三
斗
三
升
少

舛

露

讐

二
椛
三
聖

赫

錯

節

右
の
書
式
を
も
つ
簡

(永
田
氏
分
類
Ⅴ
-
p
-

C
)

こ
そ

｢廉
某
月
食
名
籍
｣
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
｡

こ
の
書
式
の
簡
で
注
目
さ
れ
る
の
は
'
爆
単
位
で
作
成
さ
れ
'
受
領
者
ご
と
に
配
給
穀
物
量
と

｢自
取
｣
｢取
｣
そ
し
て
簡
に
よ
っ
て
は
'

チ
ェ
ッ
ク

｢
-
｣
が
入
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
気
が
か
り
な
の
は
'
こ
の

｢自
取
｣
｢取
｣
が
別
筆
で
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
と
全
て
が

一

筆
の
も
の
が
あ
り
'
ど
ち
ら
が
通
例
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
が
'
概
し
て
言
え
ば
'
｢自
取
｣
｢取
｣
ま
で
全
て
一
筆
で
書
か
れ
た
も
の
の
方
が

多
い
｡

47
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と
こ
ろ
で
'
こ
の
書
式
の
簡
は
全
て
侯
官
虻
か
ら
出
土
し
て
い
る
｡
と
な
ら
ば
'
こ
れ
ら
は
侯
官
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
な
の

か
､
そ
れ
と
も
侯
官
に
逸
ら
れ
て
き
た
も
の
な
の
か
｡
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
が

｢自
取
｣
｢取
｣
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
｡

｢自
取
｣
｢取
｣
は
'
言
う
ま
で
も
な
-
受
領
を
言
-
が
'
そ
の
場
餅
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
｡
い
ま
侯
官
で
受
領
し
た
と
す
れ
ば
'
各
健
は
煤

長
'
吏
卒
の
中
か
ら
何
人
か
を
侯
官
ま
で
出
頭
さ
せ
食
糧
を
受
領
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
｡
し
か
し
な
が
ら
食
糧
と
し
て
の
穀
物
の
流
れ
は
'

都
尉
府
直
属
の
倉

(城
倉
)
か
ら
侯
官

へ
'
そ
し
て
侯
官
か
ら
部
の
倉

へ
運
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
'
侯
官

へ
食
物
を
受
け
と
り
に
乗
る
の
は
部
単

位
で
あ
っ
た
｡
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Eg
□
賂
部
卒
詣
官
廉
正
月
戊
寅
蚤
食
入

第
二
爆
長
褒
洛
部
卒
詣
官
廉
三
月
丙
戊
蚤
食
入

第

l
爆
長
調
牌
部
卒
詣
官
廉
六
月
英
丑
平
且
入

第
十
四
健
長
風
格
部
卒
詣
官
廉
六
月
英
丑
平
且
入

二
四
四

･
四
=
二
四
四

二
ハ

一
三
三

･
一
六

二
五
四

･
八

八
九

･
一
一

こ
れ
ら
は
'
健
長
が
所
属
す
る
部
の
食
糧
を
部
卒
を
つ
れ
て
受
け
と
り
に
来
た
詣
官
簿
で
あ
る
｡

食
糧
が
部
に
運
ば
れ
'
そ
こ
で
各
健
に
支
給
さ
れ
る
と
な
れ
ば
'
爆
単
位
の
受
領
を
記
す

｢廉
某
月
食
名
籍
｣
は
'
や
は
り
部
で
作
成
さ
れ
'

そ
こ
に
見
え
る

｢取
｣
｢自
取
｣
は
'
部
で
受
け
と
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
｡
全
て
が

一
筆
で
書
か
れ
て
い
る
簡
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
以

上
'
｢取
｣
｢自
取
｣

は
部
で
記
さ
れ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
-
｡
だ
い
い
ち
健
の
吏
卒
が
い
ち
い
ち
侯
官
に
ま
で
出
頭
し
て
受
け
と
り
'

そ
こ
で
受
領
の
サ
イ
ン
を
し
た
と
す
る
の
は
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
'
永
田
分
類

Ⅴ
-
p
-
C

の
書
式
を
も
つ
簡
は
'
｢廉
某
月
食
名
籍
｣
の
内
容
簡
で
あ
り
'
そ
れ
は
部
で
作
ら
れ
て
侯
官
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に
逸
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

穀
出
入
簿

･
甲
渠
侯
官
建
昭
三
年
十
月

･
甲
渠
侯
官
甘
露
五
年
二
月
穀
出
入
簿

･
第
廿
六
レ
廿
五
倉
五
鳳
五
年
正
月
穀
出
入
簿
Eg

Eg
九
月
穀
出
入
簿

･
収
虜
倉
河
平
元
年
七
月
穀
出
入
簿

･
春
遠
□
□
□
三
年
十
月
穀
出
入
簿

･
呑
速
倉
建
昭
三
年
二
月
常
食
案

･
穀
出
入
簿

Eg遠
健
倉
建
平
四
年
十
二
月
穀
出
入
簿

･
甲
渠
侯
官
紳
宙
三
年
九
月
穀
出
入
簿

･
甲
渠
侯
官
初
元
二
年
六
月
穀
出
入
簿

始
建
国
一一二
年
壷
五
年

六
月
穀
出
入
簿

三
三

･
九

八
二
･
六

一
〇
一
･
一

二

三

･
一
六
A

一
三
五

･
七

一
三
六
･
一
六

一
三
六
･
四
九

E
P
T
四
三

･
六
三

E
P
T
五
二
二

一〇
三

E
P
T
五
三

･
二
二
二

E
P
T
五
九

二
二
一
九

右
に
列
挙
し
た
の
は
'
穀
出
入
簿
の
表
題
簡
で
あ
る
｡
穀
物
の
納
入
と
支
出
を
記
す
こ
の
帳
簿
の
様
式
は
'

入

(莱

)
○
○
石

其
年
某
月
干
支

吏
某

(名
)
受
某
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出

(莱

)
○
○
石

以
食

〇
人
某
月
食

と
あ
る
簡
頭
に

｢
出

(入
)
莱

(穀
･
摩
･
秦
)｣
と
記
さ
れ
'
そ
の
下
に
穀
物
の
数
量
が
つ
づ
-
も
の
'
永
田
英
正
氏
の
分
類
で
は
'
Ⅴ
-
イ

ー

a
･
b
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡
た
だ
年
月
日
に
つ
い
て
は
､
先
に
詳
述
し
た
如
く
､
連
綴
の
帳
簿
の
場
合
'
先
頭
筒
に
の
み
記
入
さ

れ
る
の
が

一
般
で
あ
っ
た
｡

永
田
氏
も
分
類

Ⅴ
-
イ
ー

a
･
b
を

｢穀
出
入
簿
｣
と
定
義
は
す
る
が
'
し
か
し

一
万
㌧
表
題
簡
に
み
え
る

｢嘗
食
案
及
穀
出
入
簿
｣
な
る

帳
簿
の
存
在
も
指
摘
し
'
食
糧
支
給
童
帳

(普
食
案
)
が
各
倉
で
作
ら
れ
'
そ
の

｢常
食
案
｣
｢嘗
食
者
案
｣
に
受
け
取
り
の
記
録
-

｢自
取
｣

｢取
｣
が
加
筆
さ
れ
て
'
そ
れ
が

｢普
食
案
及
穀
出
入
簿
｣
と
し
て
再
生
す
る
と
氏
は
い
う
｡
よ
り
具
鱒
的
に
は
'
ま
ず

第
四
慧

張
臨
五
月
食
粟
三
石
三
斗
三
升
少

舛
那

窮

鰯
讐

rS
r.ll空

相

卒
□
常
五
月
食
粟
三
石
三
斗
三
升

右
の
様
式
の
簡
が
あ
り
､
そ
れ
が
嘗
食
案
､
そ
こ
に
受
領
が
加
筆
さ
れ
た
簡
が
'
攻
の
一
八
〇
･
二
=
三
に
み
ら
れ
る
も
の
で

｢常
食
案
及
穀

出
入
簿
｣
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡

｢
四
月
壬
戊
自
取
-
･･･｣

卒
成
□
五
月
食
粟
三
石
三
斗
三
升

｢四
月
英
未
卒
魂
羽
取
｣

第
四
爆
長
張
臨
五
月
粟
三
石
三
斗
三
升
少

卒
貌
羽
五
月
食
栗
三
石
三
斗
三
升

｢
四
月
英
末
日
取
｣

卒
□
常
五
月
食
栗
三
石
三
斗
三
升

｢
四
月
英
末
-
‥
｣

一
八
〇
･
二
=
三

食
糧
支
給
の
仕
組
み
を
帳
簿
の
襲
化

･
加
筆
か
ら
解
明
し
た
氏
の
寵
は
'
大
襲
魅
力
的
で
あ
る
｡
が
し
か
し
'
私
は
い
ま
ひ
と
つ
首
肯
で
き
な
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ヽ
0
-V

l
は
'
｢嘗
食
案
及
穀
出
入
簿
｣
又
は

｢常
食
案

･
穀
出
入
簿
｣
と
い
っ
た
単

一
の
簿
籍
が
存
在
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
｢
A
及
B
｣

の
書
式
を
も
つ
表
題
に
つ
い
て
は
'
穀
出
入
簿
以
外
に
も
検
出
で
き
'
た
と
え
ば

･
紳
爵
二
年
餅
廃
部
吏
卒
被
兵
及
留
兵
簿
●
Eg

建
武
四
年
正
月
廿
七
日
己
酉
自
書
及
案
庚
主
著
吏
名
月
言
簿

E
P
T
五
三

･
三
六

E
P
F
二
二
･
三
三
八
A

E
P
T
五
三

･
三
六
に
つ
い
て
い
え
ば
'
｢被
兵
簿
｣
と

｢留
兵
簿
｣
の
二
種
の
簿
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
さ
ら
に
E
P
F
二
二
･

ヽ

ヽ

三
三
八
A
に
至
っ
て
は

｢
正
月
廿
七
日
付
の
自
書
｣
と
､
｢案
庚
主
著
吏
名
月
言
簿
｣
と
が
単

一
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
｡
ま
た

｢
･
｣

で
結
ば
れ
て
い
る

｢嘗
食
案
｣
と

｢穀
出
入
簿
｣'
そ
の

｢
･
｣
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
表
示
で
は
な
い
だ
ろ
-
か
｡

二
つ
め
の
疑
問
は
'
氏
が
例
と
し
て
あ
げ
る
l
八
〇
･
二
は
'
第
四
爆
長
張
臨
､
及
び
そ
の
属
下
の
戊
卒
成
口
､
魂
羽
の
名
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
へ
こ
の
書
式
は
'
本
来

｢籍
｣
に
分
類
す
べ
き
も
の
'
そ
れ
が
加
筆
を
経
て

｢簿
｣
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
姿
を
襲
え
る
と
い
う

こ
と
に
果
し
て
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
や
は
り

｢簿
｣
と

｢籍
｣
は
'
厳
然
と
し
て
区
別
さ
れ
交
差
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
｡

疑
問
の
三
番
目
は
'

一
八
〇
･
二
=
三
の

｢取
｣
｢自
取
｣
に
注
目
す
れ
ば
'
氏
の
説
に
従
え
ば
'
常
食
案
が
迭
付
さ
れ
た
機
関
は
'
具
膿

的
に
は
侯
官
の
倉
と
い
う
こ
と
に
な
る
.
な
ら
ば
こ
の
書
式
の
簿
籍
1

つ
ま
り
永
田
氏
分
類
Ⅴ
-
p
-

C
の
も
の
で

｢取
｣
｢自
取
｣
が
記
入
さ

れ
て
い
る
も
の
も
含
め
て
'
各
健
は
全
て
侯
官
に
出
頭
し
て
食
糧
を
受
領
す
る
と
解
さ
ね
は
な
ら
ず
'
そ
れ
は
部
倉
の
存
在
'
部
が
食
糧
受
給

関
係
の
文
書
を
と
り
ま
と
め
る
と
い
う
鮎
か
ら
し
て
､
不
自
然
で
あ
る
｡
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以
上
の
こ
と
か
ら
'
私
は
氏
の
課
に
は
同
意
で
き
ず
'
｢常
食
案
｣
と

｢穀
出
入
簿
｣
は
'
別
種
の
も
の
で
'

一
八

〇
･
二
=

三
の
簡
は
'

3槻
凸

先
の

｢廉
某
月
食
名
籍
｣
だ
と
思
う
の
で
あ

る

｡

な
お
'
｢穀
出
入
簿
｣
は
'
す
で
に
言
及
し
た
如
-
'
簡
頭
に

｢出

(入
)
粟

○
○
石
｣
と

｢
出
｣
｢入
｣
が
ま
ず
明
記
さ
れ
る
書
式
を
も
つ

も
の
で
あ
る
が
'
か
か
る
帳
簿
は
'
言
う
ま
で
も
な
-
穀
物
の
出
入
を
扱
-
機
閲
が
記
録
す
る
も
の
で
'
部
か
ら
侯
官
に
逸
ら
れ
る
類
の
簿
籍

で
は
な
-
'
あ
-
ま
で
侯
官
で
作
成
さ
れ
保
管
さ
れ
る
帳
簿
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
れ
を
あ
え
て
付
言
し
た
の
は
'
何
故

｢常
食
案
｣
+

｢穀
出

入
簿
｣
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
か
そ
の
理
由
を
探
っ
て
み
た
い
か
ら
で
あ
る
｡
常
食
案
に
移
ろ
う
｡
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嘗
食
薬

店
延
漠
簡
の
中
に
は
'
｢常
食
案
｣
の
ほ
か
'
功
努
案

(
一
五
七
･
九
㌧
E
P
T
四
･
五
〇
t
E
P
T
五
二

九
)へ
(E
P
T
五
三
二
三
t
E
P
T
五

三
･
l
三
九
)､
功
案

(二
二
八
･
111
1
)'
卒
物
故
案

(E
P
T
五
八
･
三
八
)
と
い
っ
た

｢其
々
案
｣
な
る
も
の
が
み
え
る
.
別
に
'
｢功
努
墨
洛

名
籍

(白
占
書
功
努
墨
賂
名
籍
)｣
(二
八
二
･
七
T
E
P
T
五
･
l
)'
｢物
故
衣
出
入
簿
｣
(五
六
･
四
〇
A
)
｢物
故
名
籍
｣
(E
P
T
五
三
･
三
七
へ
E
P

T
五
九
･
一
二
)
｢物
故
飴
見
簿
｣
(E
P
T
五
九
･
六
八
四
)
な
ど
が
あ
り
'
案
と
簿

･
籍
の
関
係
は
'
ひ
と
り
食
糧
支
給
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

ヽ
0
-∨

永
田
氏
は
'
｢嘗
食
案
｣
と
は
'
侯
燈
か
ら
逸
ら
れ
た

｢廉
名
籍
｣
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
食
糧
支
給
墓
帳
と
定
義
す
る
｡
｢廉
名
籍
｣
に
は
'

支
給
量
が
記
入
さ
れ
て
お
ら
ず
'
た
だ
受
給
者
の
所
属
と
名
の
み
で
あ
る
｡
そ
れ
に
も
と
づ
き
'
支
給
機
関

(そ
の
代
表
が
侯
官
で
あ
ろ
う
が
)
で

各
吏
卒
に
支
出
す
る
食
糧
を
積
算
し
た
帳
簿
'
こ
れ
が

｢常
食
案
｣
｢営
食
考
案
｣
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
同
じ
く
'
｢功
努
案
｣
は
'

あ
ら
か
じ
め
提
出
さ
れ
た

｢自
占
書
功
努
名
籍
｣
に
も
と
づ
き
'
侯
官
に
お
い
て
な
さ
れ
た
功
と
努
の
積
算
評
定
で
あ
り
'
｢卒
物
故
案
｣
と

は
､
死
亡
し
た
卒
の
リ
ス
-

(卒
物
故
名
籍
)
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
た
衣
服

･
兵
券
の
算
定
書
と
思
わ
れ
る
｡
｢常
食
案
｣
に
つ
い
て
下
さ
れ
た



度制倉戟代漢

永
田
氏
の
定
義
に
異
論
は
な
い
｡

こ
の

｢常
食
案
｣
に
従
っ
て
'
食
糧
が
支
給
さ
れ
そ
の
段
階
で
支
出
簿
が
作
ら
れ
る
｡
濠
算
と
精
算
も
し
く
は
決
算
と
言
う
べ
き
か
'
両
者

は
普
然
'
帳
尻
が
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
｡
｢常
食
案
｣
と

｢穀
出
入
簿
｣
の
二
つ
が
ま
と
め
て
保
管
さ
れ
て
い
る
事
由
は
'
ま
さ
に
こ
の
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

こ
う
い
っ
た
性
格
の

｢常
食
案
｣
で
は
あ
る
が
'
宴
は
こ
の
簿
籍
が
具
鰹
的
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
'
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
な

い

｡
一
八
〇
･
二
=
三
簡
を
常
食
案
の
原
型
と
み
る
永
田
説
を
否
定
し
た
以
上
､
代
案
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
､
現
段
階
で
確
た

る
案
が
出
せ
な
い
の
で
あ
る
｡
強
い
て
い
え
ば
'
｢某
月
食
用
穀

○
○
石
｣
と
の
記
入
を
も
つ
簡

五
月
食
用
穀
冊
八
石

な
ど
の
書
式
の
も
の
が
,
｢常
食
案
｣
の
断
片
か
と
も
思
え
る

(,,蝉

,

い
ま
少
し
検
討
を
要
す
る
｡

E
P
F
八
八
･
八
六
七

食
糧
支
給
と
受
領
を
め
ぐ
る
簿
籍
に
つ
き
､
こ
こ
で
総
括
す
れ
ば
'
攻
の
如
き
流
れ
で
作
成

･
提
出
さ
れ
て
い
-
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
｡

一
般
的
に
吏
卒
の
食
糧
は
､
該
嘗
月
の
前
月
に
概
算
支
給
さ
れ
る
｡
ま
ず
各
部
か
ら
食
糧
の
支
給
濠
定
着
の
-
ス
ト
が
侯
官
に
提
出
さ
れ
る
｡

こ
の
名
籍
を

｢廉
名
籍
｣
と
呼
ん
で
い
る
が
'
そ
こ
に
は
た
だ
所
属
と
姓
名
だ
け
が
記
入
さ
れ
て
お
り
､
支
給
量
は
記
さ
れ
て
い
な
い
｡
｢廉

名
籍
｣
を
受
け
と
っ
た
侯
官
で
は
'
そ
れ
に
基
づ
き
支
給
者
毎
の
支
給
量
を
算
出
し
た
支
給
墓
帳
を
作
る
｡
こ
れ
が

｢嘗
食
者
案
｣
と
考
え
ら

れ
る
｡
侯
官
か
ら
各
部
に
は
'
お
そ
ら
く
月
の
中
旬
あ
た
り
に
支
給
さ
れ
'
各
部
は
何
人
か
の
者
を
派
遣
し
て
侯
官
に
受
け
と
り
に
行
か
せ
る
｡
そ
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し
て
そ
こ
で
の
穀
物
の
支
出
に
際
し
て
作
成
さ
れ
る
の
が

｢穀
出
入
簿
｣
(正
確
に
は
'
｢穀
出
簿
｣
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
)
で
あ
り
､
そ
の
支
出

の
総
量
は
､
す
で
に
作
ら
れ
て
い
る

｢常
食
案
｣
の
積
算
量
と
合
致
す
べ
き
も
の
'
そ
れ
故
'
｢穀
出
入
簿
｣
と

｢普
食
案
｣
は
'
二
つ
合
わ

せ
て
侯
官
に
保
管
さ
れ
た
に
違
い
な
い
｡

さ
て
'
侯
官
か
ら
部
に
も
ち
か
え
っ
た
食
糧
は
'
部
か
ら
各
健
に
下
さ
れ
'
最
終
的
に
は
吏
卒
各
人
に
わ
た
る
｡
各
爆
毎
に
'
倦
長
以
下
'

卒
に
至
る
ま
で
受
領
者
の
名
と
受
領
量
'
そ
し
て
受
領
の
注
記
を
し
た
領
収
簿
が
存
す
る
｡
こ
れ
は
部
か
ら
健
に
支
給
す
る
段
階
で
受
領
の
記

入
が
な
さ
れ
'
部
で
作
成

･
整
理
さ
れ
て
月
の
晦
日
に
侯
官
に
遮
ら
れ
る
.
受
領
護
と
も
言
-
べ
き
こ
の
名
籍
が
､
｢廉
某
月
食
名
籍
｣
に
他

な
ら
な
い
｡

54

以
上
'

ユ
チ
ナ
川
流
域
の
食
糧
支
給
の
賓
態
に
つ
き
倉
の
種
類
と
そ
の
配
置
､
倉
官
と
倉
の
管
理
'
食
糧
支
給
量
と
支
給
様
態
'
そ
し
て
食

糧
支
給
に
あ
た
っ
て
作
成
し
迭
付
さ
れ
る
簿
籍
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
｡
｢漠
代
穀
倉
制
度
｣
と
題
し
た
拙
稿
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
'
連
境

の
食
糧
支
給
制
度
の
解
明
で
あ
り
'
か
か
る
意
味
で
主
要
目
的
は
こ
れ
で
果
た
さ
れ
た
と
し
た
い
｡

た
だ
問
題
と
し
て
残
る
の
は
'
冒
頭

｢
は
じ
め
に
｣
に
お
い
て
言
及
し
た
様
に
'
遠
境
の
制
度
が
あ
-
ま
で
遠
境
の
特
殊
性
を
も
っ
た
も
の

な
の
か
'
否
'
内
地
の
郡
麻
に
あ
っ
て
も
そ
れ
は
共
通
し
た
薯
態
を
有
す
る
も
の
な
の
か
'
さ
ら
に
か
か
る
制
度
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鰹
系
づ
け

制
度
化
さ
れ
た
も
の
な
の
か
｡
つ
ま
り
空
間
的
問
題
と
時
間
的
遡
及
の
二
鮎
は
'
少
-
と
も
十
全
に
解
答
が
得
ら
れ
な
い
に
し
て
も
､
無
税
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
｡

そ
こ
で
'
拙
稿
の
最
後
に
'
問
題
の
提
起
と
い
う
形
で
で
も
右
の
二
鮎
に
つ
き
言
及
す
る
こ
と
に
し
よ
-
｡
と
り
扱
う
も
の
は
'
秦
律
に
お

け
る
倉
律
で
あ
る
｡



漠代穀倉制度

第
三
章

睡
虎
地
秦
律
の
穀
倉

H

倉
律

･
教
律
の
二
･
三
の
候
文

睡
虎
地
秦
筒
の
な
か
で
'
穀
倉
の
管
理
を
め
ぐ
る
規
定
が
数
多
-
見
ら
れ
る
の
が

『秦
律
十
八
種
』
の

｢倉
律
｣
と

｢
致
律
｣
､
及
び
猫
立

し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

『致
律
』
で
あ
る
こ
と
'
こ
こ
で
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
｡

す
で
に
拙
稿
第
二
章
に
お
い
て
､
脱
穀
時
の
法
定
比
率
を
論
じ
た
際
に
､
｢倉
律
｣

l
〇
八

･
l
〇
九
簡
を
引
用
L
t
漠
簡
に
み
え
る
小
石

と
大
石
の
10
封
6
の
比
率
は
'
す
で
に
秦
律
の
中
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
述
べ
た
｡
比
率
､
そ
れ
が
章
際
の
容
量
で
は
な
く
'
あ

-
ま
で
法
定
の
換
算
率
で
あ
り
'
何
故
か
か
る
比
率
が
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
と
言
え
ば
､
官
が
支
給
す
る
際
に
脱
穀

･
未
脱
穀
の
両

種
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
か
ら
だ
と
も
指
摘
し
た
｡
秦
律
に
お
い
て
脱
穀
率
の
規
定
が
あ
る
こ
と
'
大
小
石
に
よ
る
両
種
の
支
給
が
'

ひ
と
り
連
境
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
､
叉
'
時
代
的
に
も
漠
代
に
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
こ
れ
は
物
語
る
で
あ
ろ
-
｡

睡
虎
地
秦
簡
の
内
容
は
｢
､
墓
主
善
が
粁
令
史
や
牒
治
獄
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
し
て
解
の
行
政

･
司
法
に
関
す
る
候
文
が
多
い
こ
と
こ
れ
ま

で
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
遠
境
の
統
治
行
政
で
は
内
地
の
麻
は
'
侯
官
に
相
普
し
睡
虎
地
秦
簡
と
居
延
漠
簡
は
､
そ
の
対
象
と
す
る
行

政
単
位
に
お
い
て

一
面
共
通
す
る
基
盤
に
あ
る
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
｡
秦
簡
に
み
え
る
穀
物
管
理
の
様
態
を
簿
籍
の
う
え
か
ら
瞥
見
し
て

み
ょ
う
｡

噺
上
食
者
籍
及
官
費
大
倉
輿
計
僧
都
官
以
計
時
讐
食
者
籍

倉

一〇
四
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3矧
E

｢願
は
､
食
者
籍
と
他
の
諸
費
を
大
倉
に
提
出
し
'
毎
年
の
上
計
と

一
緒
に
行
な
う
｡
中
央
の
官
府
で
は
決
算
時
に
食
者
籍
を
鮎
検
す
る
｣
こ

こ
で
い
う

｢食
者
籍
｣
と
は
'
食
糧
受
給
者
の
領
収
簿
に
相
違
な
い
｡
そ
こ
に
は
支
給
者
の
名
と
支
給
額
'
さ
ら
に
は
受
領
の
注
記
が
箇
傑
書

き
さ
れ
て
お
り
､
大
倉
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
支
給
董
帳
と
逐

一
対
比
し
て
鮎
検
し
た
､
｢讐
｣
と
い
う
語
義
か
ら
私
は
か
く
推
測
す
る
｡

そ
し
て
､
こ
の
推
測
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
､
｢食
者
籍
｣
と
は
'
居
延
漠
筒
に
見
え
る

｢食
名
籍

(廉
某
月
食
名
籍
)｣
に
相
普
す
る
も
の
ー

も

っ
と
も
'
秦
簡
の

｢食
者
籍
｣
は
年
単
位
の
も
の
で
あ
り
'
月
単
位
の

｢食
名
籍
｣
と
は
全
-
同
じ
で
は
な
い
が
-

で
あ
り
'
そ
れ
と
対
校

す
べ
き
簿
籍
'
す
な
わ
ち
居
延
に
お
い
て
の

｢廉
名
籍
｣
も
し
く
は

｢穀
出
入
簿
｣
｢嘗
食
案
｣
の
類
が
備
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ

る
｡
｢食
者
籍
｣
と
は
別
に
'
｢膚
籍
｣
と
構
さ
れ
る
簿
籍
が
秦
簡
に
は
み
え
る
｡
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入
禾
稼
鼻
薬
軌
為
盾
籍
上
内
史

･
鼻
薬
各
寓
石

一
構
成
陽
二
寓

l
積
其
出
入
槍
積
及
致
如
末

倉

者
必
先
度
故
積
普
堤
乃
入
鳶
後
節
不
備
後
入
者
猪
負
之
而
善
人
禾
増
横
着
之
名
事
邑
里
子
膚
籍
寓

入
禾
寓
□
ロ
コ
□
比
費
之
馬
戸
籍
之
日
其
盾
禾
若
干
石
倉
番
夫
某
佐
某
史
某
棄
人
某
是
騒
人
之
願

(敦
律
)

マ
グ
サ

｢膚
｣
と
は
､
本
来
は
鼻

薬

な
ど
を
収
め
る
サ
イ
ロ
の
様
な
も
の
で
あ
る
が
､
簡
九
五
で
も
明
ら
か
な
よ
-
に
禾
稼

(穀
物
)
を
納
め
る
倉
も

膚
と
線
輪
さ
れ
'
そ
う
い
っ
た
倉
に
穀
物
を
出
し
入
れ
す
る
と
き
に
､
穀
物
の
量
'
及
び
そ
れ
に
関
係
し
た
倉
官
等
の
名
を
書
い
た
帳
簿
が

｢盾

｢I↓l

籍
｣
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
'
そ
れ
は
'
所
謂

｢穀
出
入
簿
｣
に
他
な
ら
な
い
｡

な
お
､
こ
こ
で
付
言
し
て
お
き
た
い
の
は
'
居
延
漠
簡
に
お
い
て
は
'
｢簿
｣
と

｢籍
｣
が
厳
然
と
区
別
さ
れ
て
い
る
が
'
睡
虎
地
秦
簡
に

は
'
｢
○
○
簿
｣
と
稀
す
る
帳
簿
は
見
え
ず
'
全
て

｢籍
｣
で
統

一
さ
れ
て
い
る
｡
そ
こ
に
記
入
す
る

(籍
之
日
其
盾
禾
若
干
石
-
-
)
と
い
う
本



度刺倉穀代漢

乗
の
意
味
が
残
り
'
籍
と
簿
に
帳
簿
が
未
だ
分
化
し
て
い
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
｡

と
ま
れ
'
秦
簡
に
み
え
る
穀
倉
関
係
の
簿
籍
と
'
居
延
漠
簡
で
確
認
さ
れ
た
も
の
と
の
間
に
は
'
左
程
大
き
な
懸
隔
は
な
か
っ
た
か
の
如
く

に
思
え
る
｡
す
な
わ
ち
'
倉
の
管
理
の
あ
り
方
の
共
通
性
を
認
め
る
方
向
に
一
歩
近
づ
く
わ
け
だ
が
'
し
か
し
な
が
ら
'
こ
れ
に
関
し
て
は
､

避
け
て
通
れ
な
い
問
題
が
存
す
る
｡

⇔

倉
律

(八
八
～
九
四
簡
)
の
解
樺

陸
虎
地
秦
簡
'
秦
律
十
八
種

｢倉
律
｣
は
'
倉
の
管
理
'
穀
物
の
支
給
等
々
に
関
す
る
様
々
な
規
定
を
含
む
が
'
と
り
わ
け
穀
倉
の
管
理
を

め
ぐ
っ
て
攻
の
律
文
は
無
税
で
き
な
い
｡

鎚

入
禾
倉
寓
石

l
積
而
比
賓
之
為
戸
除
番
夫
君
丞
及
倉
郷
難
以
印
之
而
遺
倉
春
夫
及
離
邑
倉
佐
主

葉
巻
各

一
戸
以
東
自
封
印
皆
軌
出
飴
之
索
而
更
薦
登
戸
番
夫
免
致
者
費
見
薙
封
者
以
降
致
之
而
復

雑
封
之
勿
度
牒
唯
倉
自
封
印
者
是
度
牒
出
禾
非
入
着
走
出
之
令
度
≧
之
≧
普
堤
令
出
之
其
不
備
出
者
貞
之

九 八 八
〇 九 八

1=
｣

従
来
'
こ
の
簡
の
解
樺
に
つ
い
て
は
'
太
田
幸
男
氏
と
大
櫛
敦
弘
氏
の
間
で
異
な
っ
た
説
が
出
さ
れ
'
論
争
が
績
い
て
い
る
｡
両
者
の
意
見
の

相
違
は
'
こ
の
律
文
を
通
し
て
管
理
の
対
象
と
な
る
穀
倉
に
異

っ
た
性
格
の
倉
の
存
在
'
つ
ま
り

一
般
農
民
と
除
の
共
同
で
管
理
す
る
倉
と
'

麻
の
み
の
管
理
に
置
か
れ
て
い
る
倉
を
候
文
の
行
間
に
讃
み
と
れ
る
か
香
か
が
重
要
な
争
鮎
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
｡

と
こ
ろ
で
'
倉
律

[A
]
に
見
え
る
規
定
は
､
秦
律
十
八
種
の
一
つ

｢致
律
｣
､
及
び
単
行
律
と
し
て
睡
虎
地
秦
簡
に
入
っ
て
い
る

『
致
律
』
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に
は
ば
同
文
と
お
ぼ
し
き
肝
が
あ
る
｡

㈲

入
禾
寓
□
ロ
ロ
ロ
比
孝
之
馬
戸
籍
之
日
其
盾
禾
若
干
石
倉
蔑
夫
某
佐
某
史
某
棄
人
某
是
騒
人
之
豚

喬
夫
君
丞
及
倉
郷
相
律
以
封
印
之
而
遺
倉
喬
夫
及
離
邑
倉
佐
主
棄
者
各

一
戸
以
東
人
其
出
禾
有

害
其
出
者
如
入
禾
然

数

奇
夫
免
而
致
JM
老
兄
其
封
及
隈
以
致
之
勿
度
牒
唯
倉
折
目
封
印
是
度
麻
絡
歳
而
為
出
凡
日
英
盾
出
禾
若
干

石
其
飴
禾
若
干
石
倉
香
美
及
佐
史
共
有
免
去
者
新
倉
喬
夫
新
佐
史
主
盾
者
必
以
盾
籍
度
之
共
有
併
疑

謁
際
≧
番
-
夫
-

令
人
復
度
及
輿
雑
出
之
禾
義
人
之
而
以
律
論
不
備
巻

数

的

入
禾
高
石

l
積
而
比
智
之
為
戸
及
籍
之
日
英
禾
若
干
石
倉
喬
夫
某
佐
某
史

某
棄
人
某
是
騒
人
之
粁
蔑
夫
君
丞
及
倉
郷
相
難
以
封
印
之
而
遺
倉
喬
夫
及
灘

邑
倉
佐
主
棄
各

一
戸
以
気
人
其
出
禾
有
害
其
出
者
如
入
禾
然
蕃
夫
免
而
敦
-
老

兄
其
封
及
隈
以
敦
之
勿
度
願
唯
倉
折
目
封
印
是
度
願
終
歳
而
薦
出
凡
日
某
膚

出
禾
若
干
石
其
飴
禾
若
干
石

倉
畜
夫
及
佐
史
共
有
免
去
者
新
倉
春
夫
新
佐
史
主
膚
者
必
以
膚
籍
度
之
共
有

併
疑
謁
願
JM
番
JM
夫
N

令
人
復
度
及
典
雅
出
之
禾
蔵
人
之
而
以
律
論
不
備
者
禾
窮
棄

四 三 三 三 三 三
〇 九 八 七 六 五
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二
九
五

二
九
六

二
九
七

二
九
八

二
九
九

三

〇
〇

三

〇
一

制
は
､
秦
律
十
八
種
中
の

｢致
律
｣
'

頂は
準

止
し
た

『致
律
』
'
rlfq
と
頂
は
､
同
じ
教
律
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
文
で
あ
る
｡
以
下
'

鎚の
倉
律



幡也巾倉穀代漢

を
卸

昭
を
参
照
し
っ
つ
解
揮
し
て
い
こ
う
.
そ
の
中
で
太
田
'
大
櫛
両
氏
の
訣
も
と
り
あ
げ
て
い
-
こ
と
に
し
た
い
｡

入
禾
倉
寓
石

一
積
而
比
翠
之
薦

｢横
｣
と
は
'
穀
物
を
積
む
と
い
う

一
般
詞
か
ら
梅
じ
た
単
位
'

一
般
の
粁
倉
で
は
禾

一
高
石
を

一
環
と
し
た
が
撲
陽
で
は
二
高
石
､
都
威

陽
で
は
十
高
石
を

一
積
と
し
た
.
鼻
薬
の
場
合
'
威
陽
に
あ
っ
て
は
二
高
石
が

l
横
｡

(省
略
)
楳
陽
二
高
石

一
着
威
陽
十
寓

l
積
其
出
入
禾
増
横
如
律
令
-
Ill
(倉
律
)

九
三

こ
こ
の

｢
石
｣
が
'
重
量
の
単
位
か
､
容
積
の
そ
れ
か
い
ま
ひ
と
つ
明
確
で
な
い
｡
秦
､
漠
を
通
し
て
穀
物
は
'
普
通
腔
積
で
示
さ
れ
る
こ
と
'

本
稿
で
し
ば
し
ば

○
石

○
斗

○
升
と
し
て
と
り
あ
げ
て
き
た
.
秦
律
に
あ
っ
て
も
挙
り
が
な
い
が
､
た
だ
重
量
の
単
位
と
し
て
の
石
も
秦
律
に

確
か
に
存
す
る
｡

斗
不
正
牛
升
以
上
貿

一
甲
不
盈
半
升
到
少
年
升
貿

一
盾
レ
牛
石
不
正
八
両
以

上
釣
不
正
四
両
以
上
斤
不
正
三
朱
以
上
レ
牛
斗
不
正
少
年
升
以
上
レ
参
不
正
六

右
の
敦
律
に
み
え
る

｢
石
｣
は
'
重
量
で
あ
る
｡
｢高
石

一
環
｣
の

｢
石
｣
が
ど
ち
ら
か
'
こ
こ
は
重
量
の
単
位
で
は
な
か
っ
た
か
と

一
鷹
考

え
た
い
｡
そ
の
板
接
は
'
後
述
す
る
｡

I,･･H

｢
比
賓
｣
､
『注
樺
』
は

｢
花
荊
｣
(竹
･
い
ば
ら
で
編
ん
だ
離
)
と
す
る
が
'
原
義
を
解
と
み
て
も
こ
こ
は

｢
並
べ
る
｣
と
い
う
意
で
､
｢之
れ
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を
比
要
す
｣
と
い
う
太
田
氏
の
読
み
に
従
う
｡
し
か
し
そ
の
下
に
つ
づ
-

｢為
戸
｣
に
つ
い
て
'
私
の
考
え
は
太
田

･
大
櫛
両
氏
の
説
と
若
干

異
な
る
｡
太
田
氏
は
こ
れ
を

｢と
び
ら
を
閉
じ
る
｣
と
樺
し

(太
田
①
'
一
四
五
頁
)､
大
櫛
氏
も
そ
れ
に
従
う

(大
柿
①
'
七
頁
)｡
｢と
び
ら
は
閉
じ

ら
れ
た
状
態
に
あ
っ
て
は
じ
め
て
そ
の
機
能
を
は
た
す
か
ら
'
そ
の
よ
-
な
状
態
に
す
る
こ
と
｣
(太
田
①
'
1
四
五
頁
)
か
ら
の
解
梓
で
あ
ろ

ハ
-I

う
が
'
少
な
-
と
も

｢篤
｣
に

｢閉
じ
る
｣
と
い
う
語
義
は
な
-
'
｢鵠
戸
｣
-

｢戸
を
為
る
｣
-

｢戸
を
閉
じ
る
｣
と
展
開
し
て
い
く
の
は
､

飛
躍
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
-
か
｡
そ
も

｢扉
を
閉
じ
る
｣
と
い
う
表
現
は
'
秦
簡
の
中
に
も
別
に
検
出
で
き
'
そ
こ
に
は
し
か
と

｢閉
｣
が

使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
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塀
敢
以
火
蔵
府
書
中
吏
己
収
蔵
官
番
夫
及
吏
夜
更
行
官
軍
火
乃
閉
門
戸
令
J～
史
循
其
廷
府
節
新
馬

ヽ

ヽ
ヽ

穴
盗
愛
書
某
里
士
五
乙
昔
日
自
背
痛
乙
復
結
夜

一
乙
原
内
申
閉
其
戸
乙
猪
興
妻
丙
晦
臥
堂
上
今
旦
起
顔
戸
取

ユ･ト

な
る
ほ
ど

｢馬
戸
｣
は
'
｢戸
を
為
る
｣
と
の
訓
読
も
可
能
で
'
｢扉
｣
の
意
味
で
の

｢戸
｣
も
秦
律
に
見
え
る
こ
と
右
の
二
簡
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
｡
し
か
し
閥
に
お
け
る

｢戸
｣
が

｢扉
｣
と
す
れ
ば
'
下
に
み
え
る

｢各

l
戸
｣
と
い
う
教
で
カ
ウ
ソ
ー
さ
れ
る
表
現
は

｢扉
を

l
つ

づ
つ
｣
と
い
-
意
に
と
ら
ざ
る
を
得
ず
｡
い
ま
ひ
と
つ
な
じ
ま
な
い
.
そ
こ
で
私
は

｢為
戸
｣
を

｢戸
と
為
す
｣
と
訓
み
'
｢戸
｣
を
単
位
の

一
つ
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
｡
秦
簡
の

｢
戸
｣
が
別
に
あ
る
空
間
を
示
す
も
の
と
し
て
表
さ
れ
'
人
間
の
場
合
､
そ
れ
が

〝家
″

に
も
な
ろ

(Lご

う
が
'
穀
倉
に
お
い
て
'

一
寓
石
の
穀
物
を
並
べ
保
管
し
て
お
-
場
所
'
そ
れ
が

｢戸
｣
で
あ
り
､
｢
一
環
｣
が
穀
物
を
積
み
上
げ
る
ヤ
マ
の

単
位
'
対
し
て

｢
一
戸
｣
と
は
そ
の
山
積
を
収
納
す
る
空
間
の
単
位
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
な
お
'
｢戸
｣
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
は
'
扉
が
付

け
ら
れ
施
鍵
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
｡



漢代穀倉制度

願
書
夫
若
丞
及
倉
郷
相
雑
以
印
之

(36
)

(37
)

秦
律
に
見
え
る
普
夫
に
つ
い
て
は
'
こ
れ
ま
で
数
多
-
の
先
行
研
究
が
あ
り
'
中
で
も
裳
錫
圭
氏

｢喬
夫
初
探
｣
は
'
史
料
の
博
引
へ
考
護

の
綿
密
さ
に
お
い
て
傑
出
す
る
｡
番
夫
と
は
'
噺
の
属
官
の
長
の
こ
と
'
願
普
夫
と
は
解
令

･
願
長
の
別
稀
と
す
る
裳
説
に
異
論
は
な
い
｡
ま

た
こ
の
候
に
み
え
る

｢倉
郷
｣
に
つ
い
て
は
'
倉
畜
夫
'
郷
沓
夫
を
も
含
め
て
倉

･
郷
を
代
表
す
る
官
吏
と
い
う
こ
と
で
太
田
･
大
櫛
両
氏
も

1･･rl)

合
意
す
る
｡
私
も
そ
れ
に
従
う
が
'
た
だ
そ
の
場
合
'
倉

･
郷
を
代
表
す
る
関
係
者
は
､
漠
然
と
し
た
代
表
者
と
い
う
上
り
も
､
漠
簡
に
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る

｢某

(姓
名
)
以
某
印

(私
印
も
し
-
ほ
官
印
)
行
某

(本
来
の
職
務
責
任
の
あ
る
官
)
事
｣
と
文
書
に
記
載
さ
れ
る
職
務
代
行
で
あ

(?-;)

っ
た
と
せ
ね
ば
な
る
ま
い
｡
そ
の
こ
と
は
下
の

｢相
薙
以
印
之
｣
の
解
秤
と
関
わ
る
｡

太
田

･
大
櫛
両
氏
の
重
要
な
論
争
鮎
は
､
共
同
で
封
印
す
る
倉
の
存
在
を
認
め
る
か
ど
う
か
に
あ
り
'
そ
の
場
合
の

｢共
同
｣
と
は
'
麻
と

一
般
農
民
も
し
く
は
衆
落
と
の
共
同
膿
管
轄
を
示
す
｡
こ
れ
を
主
張
す
る
の
が
太
田
氏
で
'
倉
律
に
お
け
る

｢共
同
膿
｣
の
影
響
を
否
定
す
る

の
が
大
横
氏
な
の
だ
が
､
初
め
に
太
田
氏
が

｢共
同
｣
と
い
う
こ
と
を
提
議
す
る
ひ
と
つ
の
根
壕
が
こ
の
部
分

｢相
雑
以
印
之
｣'
と
り
わ
け

｢薙
｣
の
解
樺
で
あ
っ
た
｡

/
2
1

｢相
薙
｣
に
つ
い
て
は
'
太
田
説
に
異
を
唱
え
る
大
櫛
氏
も

｢共
同
で
｣
と
す
る

が

'

こ
れ
は
厳
密
に
言
え
ば
正
確
で
は
な
-
'
そ
れ
故
誤

解
を
生
ず
る
も
と
に
な
っ
た
と
私
に
は
思
え
る
｡

｢難
｣
と
は
'
確
か
に

｢共
同
｣
と
い
っ
た
意
味
で
は
あ
る
が
､
い
ま
問
題
に
し
て
い
る
候
文
'
す
な
わ
ち
官
吏
の
職
務
等
に
関
わ
っ
て
こ

の
語
が
使
わ
れ
る
場
合
､
そ
れ
は

｢肝
属
官
署
の
異
な
る
官
が

一
つ
の
職
務
を
共
同
し
て
虚
理
す
る
｣
と
い
う
意
味
で
あ
る
｡
『漢
書
』
楚
元

王
俸

｢劉
徳
馬
宗
正
丞
雄
治
劉
揮
詔
獄
｣
に
付
さ
れ
た
顔
師
古
注
に
は
'

薙
'
謂
以
他
官
共
治
之
也
｡
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と
あ
り
'
｢難
治
｣
の
他
に
'
藻
代
'
官
吏
が
集
ま
っ
て

一
つ
の
案
件
を
議
す
る
合
議
'
そ
れ
は

｢雑
議
｣
と
呼
ば
れ
た
｡
睡
虎
地
秦
律
に
も
'

閥
の
候
文
の
他
に
'
攻
の
様
な

｢薙
｣
の
用
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

62

(長
吏
相
)
雑
以
入
禾
倉
及
吏
見
屍
之
乗
積
議
積
之
勿
令
敗

倉

ヽ

禾
名
菓
積
案
出
目
上
義
不
備
願
廷
出
之
末
葉
而
巳
備
考
言
麟
延
JM
令
長
吏
難
封
其
盾
輿
出
之
靴
上
敷

ヽ

□
□
ロ
ロ
ロ
不
備
令
其
故
吏
輿
新
吏
錐
先
案
出
之
其
故
吏
弗
欲
勿
強
其
帝
政
吏
者
令
有
秩
之
吏
令

九 九 九
八 六 四

こ
れ
ら
は
'
全
て
部
局
の
異
な
る
複
数
の
官
が
共
同
し
て

一
つ
の
職
務
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
｡
｢
儒
者
夫
君
丞
及
倉
郷
相
律
以
印
之
｣
の
｢薙
｣

は
'
粁

･
倉

･
郷
の
そ
れ
ぞ
れ
の
官
吏
が
共
同
で
封
印
を
す
る
こ
と
で
あ
り
'
あ
く
ま
で
官
と
官
の
レ
''(
ル
で
そ
こ
に
官
と
民

(も
し
-
は
そ
れ

に
準
ず
る
も
の
)
の
共
同
の
意
味
を
私
は
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡

ひ
と
つ
わ
か
ら
な
い
の
は
'
｢雑
以
印
之
｣
と
あ
る
場
合
'
封
印
は
い
-
つ
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
'
騒
音
夫

･
倉

･
郷
そ
れ
ぞ
れ
の
印
を

そ
れ
ぞ
れ
の
槍
に
お
す
の
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
｡
そ
の
こ
と
は
攻
の
傑
項
と
関
係
す
る
か
も
知
れ
ぬ
｡

而
遣
倉
悪
天
及
離
邑
倉
佐
-
-
徐
之
索
而
更
烏
単

I=
)

離
邑
と
は
際
治
折
か
ら
離
れ
た
出
先
機
関
で
そ
こ
に
'
離
官
が
置
か
れ
た
と
裳
錫
圭
氏
は
解
樺
す
る
｡

如
官
蕃
夫
其
宅
冗
吏
レ
令
史
橡
計
者
及
都
倉
庫
田
亭
番
夫
坐
其
離
官

属
千
郷
如
令
丞

三
二
〇

三
二
一
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右
は
'
都
倉
蔑
夫
を
は
じ
め
と
す
る
喬
夫
が
そ
の
属
下
の
郷
の
離
官
に
連
坐
す
る
場
合
の
規
定
で
あ
る
が
倉
普
夫
直
属
の
倉
と
離
邑
倉
'
そ
こ

に
は
倉
佐
が
配
属
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡
｢遺
｣
は
'
『注
樺
』
に
は

｢給
｣
と
解
樺
し
､
太
田
･
大
櫛
両
氏
も
そ
の
方
向
に
と
る
｡
た
だ

倉
律
に
は
他
に

｢遺
｣
が
み
え
'
そ
こ
で
は

｢と
ど
め
る
｣
｢残
す
｣
と
い
う
方
向
で
使
わ
れ
て
い
る
｡

僻
遠
変
以
馬
種
用
者
殺
禾
以
蔵
之

倉

一〇
七

閥
の
場
合
も
こ
の

｢と
ど
め
る
｣
と
い
う
意
に
と
っ
て
文
意
が
通
ず
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
あた

｢倉
喬
夫
及
び
離
邑
の
倉
佐
の
粟
を
主
ど
る
者
に
各
々
一
戸
を
と
ど
め
て
以
て

(人
に
)
餓

え
る
-
倉
番
夫
と
倉
佐
に
は
'
各
々
一
戸
分
を

残
し
て
'
そ
こ
か
ら
支
給
す
る
｣

そ
し
て
攻
に
つ
づ
-

｢自
封
印
皆
柵
出
飴
之
索
而
更
馬
登
戸
｣
は
'
そ
の
倉
普
夫
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
戸
に
つ
い
て
の
付
加
規
定
に
相
違
な
い
.

肺
的
と
比
較
す
る
と
'
潮
田
に
は
こ
の
候
文
は
早

え
な
い
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
傍
謹
で
き
よ
う
｡

こ
こ
に
み
え
る

｢索
｣
に
つ
い
て
は
'
他
に

度
禾
易
嚢
而
不
備
十
分

l
以
下
令
復
其
故
数
過
十
分
以
上
先
索
以
棄
人
而
以
律
論
其
不
備

敦

二
三
四

と
も
み
え
'
両
者
を
比
較
し
て
み
て
も

｢残
り
を
出
し
て
空
に
す
る
｣
と
い
う

『注
揮
』
の
解
程
に
異
論
は
な
い
｡

と
こ
ろ
で
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
､
｢登
戸
｣
と
い
う
語
句
で
あ
る
.
『注
樺
』
は
こ
の

｢襲
｣
を

｢開
-

(倉
庫
の
門

戻
)｣
と
樺
L
t
太
田
氏
も
こ
れ
を

｢薦
戸
｣
の
反
対
語
と
み
て

｢と
び
ら
を
開
い
て
そ
こ
か
ら
放
出
す
る
｣
(太
田
①
-
四
六
頁
)
と
の
講
を
あ
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て
る
｡
さ
ら
に
大
櫛
氏
は
'
｢発
給
｣
と
詳
し
た
-
え
で
'
そ
こ
か
ら
登
給
中
の
倉
云
々
と
問
題
を
展
開
す
る
が
'
こ
の

｢吏
｣
の
正
確
な
語

I,il.)

義
は
'
｢戸
を
開
く
｣
｢発
給
す
る
｣
と
い
う
意
味
で
は
な
か
ろ
う
｡

｢吏
｣
は
'
太
田
祝
に
い
う

｢馬
｣
に
封
鷹
す
る
の
で
は
な
-

｢封
｣
に
封
す
る
語
と
私
は
見
る
｡
こ
の
こ
と
は
'
攻
の
候
文
で
よ
り

l
盾
'

は
っ
き
り
と
す
る
の
で
､
次
項
で
詳
し
-
論
じ
ょ
-
｡

64

奮
夫
免
故
老
発
見
雑
封
者
以
院
政
之
而
複
雑
封
之
勿
度
豚
唯
倉
自
封
印
者
是
度
豚
出
禾
非
入
着
是
出
之

こ
の
箇
所
の
訓
読
は
'
最
も
問
題
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
'
断
句
と
そ
れ
に
基
づ
-
解
樺
で
'
こ
の
律
全
鮭
の
理
解
に
大
き
な
相
異
が
生
ず
る
｡

ひら

ま
ず
こ
こ
に
み
え
る

｢登
｣
'
そ
れ
は
前
候
の

｢妻
戸
｣
の

｢費
｣
で
も
あ
る
が
'
｢
戸
を
登
-
｣
と
い
う
意
味
で
は
な
-
'
｢封
｣
(封
印
を

す
る
)
の
反
対
語
で
あ
り
'
封
印
を
と
く

封
泥
を
つ
ぶ
す
こ
と
を
い
う
.
｢封
｣
と

｢
吏
｣
の
封
鷹
は
居
延
漠
簡
の
郵
書
の
車
信
受
信
記
録

の
う
え
に
数
多
-
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

其
一
封
呂
意
印

,

書
三
封

l
封
王
建
図

十
月
英
巳
令
史
弘
登

一
封
李
勝

Eg
□
月
侯
長
侯
史
日
蓮
簿
言
府

･
二
事
集
封

ヽ

十
月
英
巳
令
史
弘
封

一
八
〇
･
三
九
=

三
三

一
三
六

二
二
九

そ
し
て
こ
の

｢封
｣
と

｢登
｣
は
､
他
な
ら
ぬ
睡
虎
地
秦
簡
に
お
い
て
も
同
じ
い
0

襲
偽
書
弗
智
貿
二
甲
レ
今
成
陽
華
僑
侍
弗
智
即
復
卦
博
せ
]N
麟
-
亦
侍
其
牒
吹
到
開
而
得
レ
今
昔
猪
威
陽
坐
以
貿
且
や
]

四
二
七
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封
印
を
解
い
た
場
合
'
結
果
と
し
て
は
扉
を
開
き
'
さ
ら
に
は
そ
こ
か
ら
物
資
を
出
入
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
が
'
し
か
し
な
が
ら
こ

の
候
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
'
あ
く
ま
で
封
印
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
こ
と
ほ
お
さ
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
｡

攻
に
冒
頭
の

｢番
夫
｣
に
つ
い
て
､
太
田
氏
は
こ
れ
を
倉
普
夫
と
み
'
は
じ
め
麻
畜
夫
と
解
し
て
い
た
大
櫛
氏
も
後
に
太
田
説
に
従
う
｡
太

田
氏
が
こ
れ
を
倉
番
夫
と
す
る

一
つ
の
根
嬢
は
､
そ
れ
に
先
だ
っ
て
倉
者
夫
と
離
邑
の
倉
佐
の
倉
か
ら
の
搬
出
が
記
さ
れ
'
そ
れ
を
受
け
て
｢番

夫
免
｣
の
文
が
あ
る
か
ら
だ
が
t
で
は
何
故
'
そ
の
後
に
改
め
て

｢倉
番
夫
｣
云
々
と
明
記
さ
れ
た
文
が
登
場
す
る
の
か
'
名
栴
表
記
の
鰹
例

と
い
う
鮎
か
ら
説
明
の
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

｢番
夫
免
｣
に
は
じ
ま
る
こ
の
倉
律
の
候
文
は
'
秦
律
十
八
種
の

｢
致
律
｣
(g
)
と
単
行
の

『
致
律
』
(附
)
に
も
同
文
が
認
め
ら
れ
る
｡

そ
の
う
ち
十
八
種
の

｢
敦
律
｣
に
注
目
す
れ
ば
'
そ
れ
は
二
三
八
簡
に
あ
た
る
｡
そ
の
前
の
二
三
九
簡
は

｢書
其
出
者
如
入
禾
然

致
｣
の

わ
ず
か
九
字
を
記
す
の
み
で
終
り
､
新
た
に
簡
を
か
え
て

｢喬
夫
免
｣
を
書
き
は
じ
め
る
｡
秦
律
十
八
種
の
鰹
例
か
ら
す
る
と
'
律
文
は
候
毎

に
改
行
さ
れ
て
書
か
れ
'
各
候
の
末
尾
に
は
'
律
名
が
逐

一
明
記
さ
れ
る
の
が

一
般
で
あ
る
｡
つ
ま
り
'
こ
の

｢密
夫
免
｣
に
は
じ
ま
る
候
文

は
'
致
律
の
l
候
と
し
て
い
ち
お
-
準

止
す
る
も
の
で
あ
り
卸
で
言
え
ば
'
二
三
八
～
二
四
〇
ま
で
が
ま
と
ま
っ
た

一
候
と
考
え
ら
れ
る
｡
と

な
れ
ば
､
二
三
八
簡
冒
頭
の
喬
夫
と
二
三
六
簡
の

｢倉
番
夫
｣
と
が
密
接
不
離
に
あ
る
と
考
え
る
よ
り
も
､
む
し
ろ
二
三
八
～
二
四
〇
簡
の
中

で
'
何
故
最
初
に

｢畜
夫
｣
と
あ
り
'
攻
に
改
め
て

｢倉
番
夫
｣
と
書
か
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
t
よ
り
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

結
論
を
言
え
ば
'
私
は
少
な
-
と
も

｢普
夫
免
｣
の

｢喬
夫
｣
は
倉
普
夫
で
は
な
い
と
思
う
｡
言
わ
ば

一
般
的
に
言
う

｢官
署
の
長
官
｣
と

い
う
意
味
で
こ
こ
は
使
用
さ
れ
'
現
葦
に
そ
れ
が
ど
の
沓
夫
で
あ
る
か
と
言
え
ば
他
の
候
か
ら
倉
の
封
印
に
つ
い
て
の
虞
置
'
特
に
そ
の

｢雑

ひら

ヽ
ヽ

封
｣
に
関
し
て
は

｢
願
番
夫
｣
が

一
般
で
あ
る
が
故
に
'
｢
番
夫
免
ぜ
ら
れ
､
致
者
'
吏
-
に
､
薙
封
を
見
て
｣
云
々
と
あ
る

｢普
夫
｣
は
､

願
書
夫
の
こ
と
に
蹄
結
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

ひら

倉
律
閥

｢番
夫
免
敦
者
尊
兄
薙
封
者
以
降
敦
之
而
復
難
封
之
｣
は
､
敦
律
潮
田
の
封
鷹
部
分
よ
り
し
て

｢普
夫
'
免
ぜ
ら
れ
､
故
老
は
車
-
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に
'
薙
封
せ
る
者
を
見
'
隈

(港
)
を
以
っ
て
之
れ
を
数
べ
'
復
た
之
れ
を
雑
封
す
｣
(㈲
附
で
は
｢畜
夫
へ
免
ぜ
ら
れ
て
致
す
る
に
'
敦
者
は
其
の
封

及
び
題
を
見
て
へ
以
っ
て
致
す
｣)
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
-
｡
つ
ま
り

｢見
｣
は
'
太
田
氏
が
言
う

｢
(以
前
搬
入
の
時
に
立
ち
合
っ
た
人
々
に
)
倉
見
｣
(太

田
③
二
一
〇
頁
)
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
は
な
-
'
｢確
認
す
る
｣
(大
櫛
②
五
二
頁
)
こ
と
で
あ
り
'
難
封
を
確
認
し
て
'
封
印
を
解
き
改
め
て
封

印
し
直
す

(復
た
之
れ
を
難
対
す
)
の
で
あ
る
｡

そ
の
場
合
'
計
量
を
し
直
す
必
要
が
あ
る
か
否
か
が
攻
に
く
る
規
定
で
あ
る
が
､
こ
の
鮎
が
太
田
'
大
櫛
氏
の
大
き
な
相
異
鮎
で
あ
-
'
解

析
棒
の
倉
と
そ
れ
以
外
の
倉
の
存
在
を
認
め
る
ひ
と
つ
の
板
接
と
な
っ
た
と
こ
ろ
､
つ
ま
-

｢度
豚
｣
を

一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
語
句
と
み
る
か
'

｢度
｣
で
断
句
し
て

｢麻
唯
自
封
印
者
-
-
｣
と

｢解
｣
を
下
に
つ
な
ぐ
か
解
樺
の
う
え
で
大
き
な
違
い
が
生
ず
る
の
で
あ
る
｡

太
田
氏
は

｢度
｣
で
句
切
-

｢際
唯
倉
自
封
印
者
是
度
｣
を

一
句
と
し
て
'
攻
の
よ
う
に
訓
ず
る
.

願
は
唯
だ
倉
の
自
ら
封
印
す
る
者
の
み
是
れ
度
れ
｡

｢牒
は
た
だ
願
だ
け
が
責
任
を
負
っ
て
封
印
し
た

(つ
ま
り
他
者
と
共
同
で
封
印
し
た
も
の
で
は
な
い
)
倉
庫
に
つ
い
て
の
み
'
倉
番
夫
交
替
の
時
鮎

で
貯
蔵
物
の
重
量
を
度
れ
｣
と
い
う
の
が
こ
の
句
に
封
す
る
氏
の
詩
で
あ
る

(太
田
③
二
一
〇
貢
)0

右
の
訓
読
と
解
樺
を
大
櫛
氏
は
虞
向
か
ら
反
封
す
る
の
だ
が
'
私
も
右
の
太
田
氏
の
説
に
は
従
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
｡

そ
の
理
由
の
一
は
'
｢願
唯
倉
自
封
印
者
是
度
｣
を

｢願
は
唯
だ
倉
の
自
ら
封
印
す
る
者
｣
と
訓
じ
'
さ
ら
に
そ
れ
を

｢解
が
自
ら
封
印
し

た
倉
｣
と
解
樺
す
る
の
ほ
果
し
て
可
能
で
あ
ろ
う
か
｡
睡
虎
地
秦
簡
の
簡
文
は
'
確
か
に
俗
語
が
多
-
'
構
文
の
-
え
で
も
こ
の
時
代
の
文
献

史
料
と
は
異
な
っ
た
面
が
認
め
ら
れ
る
｡
し
か
し
'
そ
れ
で
も
こ
の
候
に
関
し
て
の
太
田
氏
の
訓
講
と
解
樺
は
私
に
は
語
法
を
無
税
し
た
強
引
な

も
の
と
思
え
る
｡

第
二
に
は
'
｢度
｣
｢度
際
｣
に
つ
い
て
'
｢沓
夫
免
故
老
吏
見
難
封
者
以
降
敦
之
而
復
薙
封
之
勿
度
粁
唯
倉
自
封
印
者
度
豚
｣
は
'
㈲
的
の

致
律
の
中
に
同
文
が
み
え
る
｡

t7tLT'
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I;,-

3
･-
-
勿

度
願

唯
倉
自

封
印
者
度
願
出
禾
非
入
着
是
出
之

rTES
叩
-

-勿
鳳

矧
暇
創
矧

別
封
矧
劇
画

矧
絡
歳
而
為
出
凡
日

右
に
示
し
た

鎚と
卸

的
の
候
文
の
比
較
か
ら
し
て
､
｢度
牒
｣
が
熟
し
た
ま
と
ま
り
の
語
で
､
候
文
は

｢度
麻
｣
で
断
句
す
べ
き
こ
と
瞭
然
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

第
三
は
'
太
田
氏
は

｢自
封
印
｣
の
主
語
を
櫛
と
み
る
｡
し
か
し
こ
の

｢自
封
印
｣
は
'
す
で
に
大
櫛
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
同
じ
倉
律

の
中
で

(敦
律
利
昭
に
は
見
え
な
い
が
)'
引
用
さ
れ
て
お
り
'
そ
の
主
語
は
倉
番
夫
と
倉
佐
と
考
え
ら
れ
る
｡
ま
た

｢雑
封
｣
と
い
う
語
も
み
え
､

｢薙
封
｣
=
鯨
畜
夫

･
倉

･
郷
'
｢自
封
｣
-
倉
､
の
園
式
は

一
貫
し
て
い
る
と
み
て
不
自
然
で
は
な
い
｡

第
四
'
こ
れ
は
本
筋
と
は
は
ず
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
'
｢唯
倉
自
封
印
｣
の

｢唯
｣
の
字
義
に
つ
い
て
'
私
は
そ
こ
に

｢
早
漏
｣
と
い
う
強

い
意
味
を
読
み
と
る
こ
と
に
梼
跨
が
あ
る
｡
あ
く
ま
で
こ
れ
は
助
軒
で
あ
り
､
語
調
を
と
と
の
え
'
文
章
の
流
れ
を
少
し
く
襲
え
る
ほ
ど
の
も

ヽ
ヽ

(43
)

の
'
従

っ
て
こ
の
一
字
を
も
っ
て

｢願
関
係
者
の
み
が
封
印
す
る
L
(太
田
③
二
一
〇
)
と
展
開
し
て
い
-
こ
と
は
危
険
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

な
お
'
私
は

｢度
牒
｣
で

一
つ
の
熟
語
と
考
え
る
の
だ
が
､
そ
の
場
合
の

｢麟
｣
は
諸
家
が
す
で
に
訣
-
如
-

｢懸
｣
に
通
じ
て

｢
は
か
る
｣
'

｢懸
衡
｣
の
意
味
に
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
し
か
も
そ
れ
は
'
特
に
重
量
に
つ
い
て
の
計
量
す
る
場
合
で
あ
る
こ
と

｢懸
｣
=

か
け
る
と
い
う

語
義
か
ら
も
容
易
に
想
像
が
つ
-
と
と
も
に
､
秦
律
の

｢際
｣
(懸
)
も
重
量
の
計
測
の
場
合
に
使
わ
れ
て
い
る
｡

ヽ

ヽ
ヽ

有
貴
官
麻
料
者
各
有
衡
石
森
斗
雨
期
蹟
計
其
官
母
段
百
姓
不
用
者
正
之
如
用
有

内
史
難

二
六

一

先
に
私
は
､
敦
律
に
み
え
る

｢
l
高
石

l
積
｣
の

｢
石
｣
は
重
量
の
単
位
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
が
'
そ
の
板
接
は
貴
は
こ
こ
に

｢願
｣
と
い
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う
語
が
登
場
す
る
か
ら
で
あ
る
｡
が
し
か
し
､
こ
の
こ
と
は
あ
-
ま
で
傍
護
で
し
か
な
く
'
｢
石
｣
の
単
位
に
関
し
て
は
い
ま
少
し
検
討
が
必

要
で
あ
ろ
う
｡

以
上
､
倉
律

鎚を
め
ぐ
っ
て
太
田
･
大
櫛
両
氏
の
祝
を
招
介

･
批
判
し
'
愚
見
を
提
示
し
て
き
た
｡
結
局
'
私
自
身
は
こ
の
倉
律
を
左
の
如

く
に
謹
む
｡

な

禾
を
倉
に
入
る
る
に
'
寓
石
も
て
一
積
と
し
て
之
れ
を
比
費
す
る
を
戸
と
為
す
｡
牒
春
夫
'
若
し
く
は
丞
'
及
び
倉

･
郷
は
相
い
薙
え
て

のこ

あ
た

以
っ
て
之
れ
に
印
し
'
倉
奇
夫
及
び
離
邑
の
倉
佐
の
裏
を
主
ど
る
者
に
各
々
一
戸
を
遺

し
て
'
以
て

餓

え
'
自
ら
封
印
し
､
皆
な
郵
ち
出

つく

と

だ
し
､
飴
の
索
し
て
而
し
て
更
め
て
戸
を
吏
-
と
為
す
.

と

しら

畜
夫
'
免
ぜ
ら
れ
れ
ば
'
敦
者
の
車
-
に
'
雑
対
せ
る
者
を
見
'
隈
を
以
っ
て
之
れ
を
敦
べ
'
而
し
て
復
た
之
れ
を
薙
封
L
t
度
願
す
る

な勿
し
｡
唯
倉
の
自
ら
封
印
す
る
者
'
是
れ
度
櫛
す
｡
禾
を
出
だ
す
に
'
入
る
る
に
非
ざ
る
者
'
是
れ
出
だ
し
'
之
れ
を
度
ら
し
む
｡
之
れ

を
度
る
に
堤
に
普
り
て
'
之
れ
を
出
す
｡
其
れ
不
備
あ
ら
は
'
出
者
'
之
れ
負
-
0

(倉
に
穀
物
を
入
れ
る
場
合
'
寓
石
を

一
積
と
し
て
'
そ
れ
と
並
べ
た
も
の
を
戸
と
す
る
｡
牒
番
夫
も
し
く
は
丞
が
､
倉
の
官
吏
'
及
び

郷
官
と
共
に
倉
に
封
印
を
施
す
｡
倉
沓
夫
及
び
離
邑
倉
の
倉
佐
の
棄
給
責
任
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ

一
戸
分
を
残
し
て
お
い
て
'
そ
こ
か
ら
支
給

さ
せ
る
｡
各
自
が
封
印
を
行
い
'
支
出
に
あ
た
っ
て
は
'
飴
す
と
こ
ろ
な
く
出
し
つ
く
し
て
後
'
別
の
戸
の
封
印
を
と
く
｡

番
夫
が
免
官
さ
れ
'
穀
物
の
検
査
を
お
こ
な
う
場
合
､
複
数
官
の
封
印
を
確
認
し
'
帳
簿
に
あ
が
る
数
量
を
照
合
L
t
改
め
て
複
教
官

の
封
印
を
施
し
､
計
量
を
行
う
必
要
は
な
い
｡
倉
番
夫

(も
し
く
は
倉
官
)
の
各
自
封
印
に
か
か
る
戸
に
関
し
て
は
'
計
量
し
直
す
｡
〔以

下
略
〕

68
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補
足
的
に
説
明
す
れ
ば
'
後
半
部

｢畜
夫
免
｣
は
'
す
で
に
述
べ
た
様
に
'
私
は
蔑
夫

一
般
を
意
味
し
て
い
る
と
思
う
｡
た
だ

｢雑
封
｣
に
あ

た
る
の
は
'
願
書
夫
に
鼓
常
す
る
故
'
具
鰹
的
に
は
聯
番
夫
を
意
識
し
た
も
の
と
い
え
る
｡
騒
音
夫
免
官
に
際
し
て
は
'
複
教
官
の
封
印
が
あ

る
故
'
帳
簿
記
載
項
目
の
チ
ッ
ク
と
封
印
の
確
認
だ
け
で
虞
理
さ
れ
る
わ
け
だ
が
'
別
に
倉
官
だ
け
の
封
印
に
か
か
る
も
の
に
つ
い
て
は
､
複

教
官
の
封
印
で
は
な
い
故
'
改
め
て
計
量
を
行
う
わ
け
で
あ
る
｡

以
上
の
如
-
検
討
し
て
き
た
倉
律

〔
A
〕
の
規
定
'
私
は
そ
こ
か
ら
太
田
氏
が
読
-
ご
と
く

｢倉
律
の
対
象
た
る
倉
庫
は

『共
同
髄
の
倉
』

と
し
て
存
績
し
て
い
た
も
の
と
'
そ
の
管
理
者
を
官
僚
鰹
系
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
国
家
の
支
配
下
に
置
き
､
従
来
の
倉
庫
に
か
か

わ
る
共
同
腔
的
関
係
を
利
用
し
て
そ
の
収
蔵
物
を
国
家
の
財
源
に
特
化
さ
せ
た

『
国
家
の
倉
庫
』
で
あ
る
｣
(太
田
③
二
一
三
頁
)
と
い
っ
た
方

向
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
｡

閥は
'
あ
-
ま
で
管
理
者
に
お
け
る
関
係
官
吏
の
封
印
を
め
ぐ
る
規
定
で
あ
り
'
そ
れ
は
官
吏
の

職
務
準
則
に
含
ま
れ
る
も
の
で
'
官
と
民
と
の
関
係
を
そ
こ
か
ら
謹
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
確
か
に
封
印
の
う
え
で
'
｢雑
封
｣
と
そ
う

で
は
な
い
封
印
を
施
す
二
種
の
倉

(も
し
-
ほ
戸
)
の
存
在
は
確
認
で
き
る
｡
し
か
し
そ
こ
か
ら
基
本
的
な
倉
の
管
理
権
と
そ
の
釆
源
に
ま
で
言

及
で
き
る
か
'
私
は
大
い
に
疑
問
を
覚
え
る
｡

ま
た
別
に
'
私
の
訓
読
は
よ
り
大
櫛
氏
の
そ
れ
に
近
い
も
の
な
の
だ
が
'
た
だ
氏
が
訣
-

｢貯
蔵
中
の
倉
｣
と

｢現
に
発
給
中
の
倉
｣
の
区

別
に
つ
い
て
は
従
い
難
い
｡
規
定
の
内
容
は
､
穀
物
支
給
の
時
間
的
経
緯
'
状
況
を
語
る
も
の
で
は
な
-
､
あ
く
ま
で
封
印
の
形
態
を
規
定
し

た
も
の
と
思
う
か
ら
で
あ
る
｡

倉
律
閥
を
は
じ
め
と
し
て
秦
律
に
は
､
穀
倉
制
度
に
つ
い
て
の
多
-
の
史
料
が
得
ら
れ
る
が
'
現
段
階
で
漢
に
お
け
る
倉
制
度
と
の
間
に
左

様
大
き
な
差
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
私
に
は
で
き
な
い
｡
す
で
に
あ
げ
た
文
物
で
あ
る
前
漠
の

｢平
都
研
｣
､
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
文
言

69
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元
年
十
月
甲
午

平
都
成
丞
札
倉

亥
佐
葵
辞
斜

70

右
に
刻
ま
れ
た

｢平
都
｣
と
は
'
前
漠
の
上
郡
平
都
願
'
｢平
都
戊
｣
と
は
'
平
都
豚
令
の
戊
'
同
様
に

｢丞
札
｣
は
､
そ
の
願
丞
の
乱
｡
｢倉

亥
佐
葵
｣
と
は
'
倉
長
の
亥
'
倉
佐
の
英
と
そ
れ
ぞ
れ
併
障
官
署
の
長
官
'
副
官
の
名
を
刻
じ
た
も
の
で
'
叉

｢砕
料
｣
と
は
析
'
も
し
く
は

そ
の
単
位
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
そ
こ
に
願
令

･
倉
長
ら
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
'
と
り
も
な
お
き
ず
'
そ
の
折
及
び
そ
れ
で

測
量
さ
れ
る
穀
物
等
の
出
入
が
解
合
'
櫛
丞

･
倉
長

･
倉
丞
の
管
理
の
下
に
あ
る
こ
と
を
示
す
に
他
な
ら
ず
'
そ
れ
と
秦
律

鎚の
候
文
に
あ
っ

た
願
と
倉
の
官
吏
の
穀
倉
の
管
理
様
態
を
比
べ
て
み
た
場
合
'
そ
こ
に
大
き
な
段
差
が
あ
っ
た
と
は
'
私
に
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
｡

別
に
秦
律
に
み
え
る
大
小
石
の
規
定
'
簿
籍
の
内
容
､
そ
れ
ら
は
前
章
､
居
延
漠
簡
の
分
析
を
通
し
て
検
討
し
た
こ
と
と
共
通
す
る
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
｡
も
と
よ
り
'
こ
れ
だ
け
の
こ
と
で
秦
と
漢
'
さ
ら
に
は
内
地
と
連
境
の
穀
倉
制
度
は
全
て
同

一
で
あ
る
と
断
定
す
る
つ
も
り
は
毛

頭
な
い
が
'
言
え
る
こ
と
は
そ
こ
に
大
き
な
奨
化
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
資
料
を
現
段
階
で
は
見
付
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
｡

結
び
に
か
え
て

本
稿
は
'
そ
の
前
半
部
は
漢
代

エ
チ
ナ
川
流
域
に
お
け
る
穀
倉
制
度
'
食
糧
支
給
の
賓
態
に
つ
い
て
'
新

･
奮
居
延
漠
簡
を
利
用
し
て
'
可

能
な
か
ぎ
り
詳
細
に
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
｡
そ
こ
で
得
ら
れ
た
事
柄
が
'
果
し
て
内
地
に
お
い
て
も
あ
て
は
ま
る
の
か
'
叉
'
漠
に
先
だ
つ
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秦
の
穀
倉
制
度
と
の
有
機
的
関
連
性
は
ど
う
か
'
こ
れ
が
後
半
部
の
目
ざ
す
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
｡

た
だ
し
か
L
t
後
半
部
に
つ
い
て
は
意
圃
し
た
目
的
が
達
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
｡
考
察
は
秦
律
の
中
の
倉
律
の
一
つ
を
と
り
あ
げ
'
む

し
ろ
そ
の
訓
読
と
解
樺
に
終
始
し
た
嫌
い
が
あ
り
'
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
批
判
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
十
分
承
知
し
て
い
る
｡

秦
簡
に
つ
い
て
言
え
ば
'
他
の
致
律
'
倉
律
を
詳
細
に
検
討
せ
ね
は
な
ら
ず
､
そ
の
過
程
を
経
て
は
じ
め
て
漠
と
の
比
較
を
行
う
べ
き
で
あ

ろ
う
｡
今
後
'
こ
の
問
題
を
進
め
て
い
-
こ
と
は
'
私
に
残
さ
れ
た
宿
題
な
の
だ
が
､
本
稿
'
後
半
部
の
秦
律
の
解
樺
に
お
い
て
私
が
別
の
方

向
で
意
固
し
た
も
の
'
そ
れ
は
陸
虎
地
秦
簡
の
研
究
方
法
に
も
つ
な
が
る
も
の
か
も
知
れ
ぬ
が
､
秦
簡
と
い
う
出
土
資
料
の
利
用
に
あ
た
っ
て

は
'
で
き
う
る
限
り
禁
欲
的
立
場
を
と
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
｡
睡
虎
地
秦
筒
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
が
資

料
と
し
て
利
用
し
て
き
た
の
だ
が
'
お
そ
ら
-
誰
し
も
が
感
ず
る
こ
と
は
'
こ
の
資
料
が
輿
え
る
あ
る
種
の
も
ど
が
し
さ
'
い
ら
だ
た
し
さ
で

あ
ろ
う
｡
内
容
が
こ
れ
ま
で
の
文
献
史
料
に
は
な
か
っ
た
極
め
て
魅
力
に
富
む
も
の
で
あ
る
故
'
そ
こ
か
ら
嘗
然
で
き
う
る
限
-
の
情
報
を
得

よ
う
と
す
る
｡
し
か
し
'
解
明
せ
ん
と
す
る
事
柄
は
､
常
に
最
終
的
な
決
め
手
に
妖
け
'
隔
靴
掻
痔
の
感
を
免
れ
な
い
｡
そ
れ
は
秦
簡
'
と
り

わ
け
秦
律
の
一
部
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
の
資
料
の
限
界
で
も
あ
る
が
'

一
部
を
見
せ
ら
れ
た
我
々
は
'
全
膿
を
と
ら
え
ん
と
L
t
畢
尭
'
候

説
を
た
て
そ
の
上
に
さ
ら
に
慣
寵
を
重
ね
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
こ
れ
が
あ
る
場
合
に
虞
宴
か
ら
む
し
ろ
遠
ざ
か
る
危
険
性
を
は
ら
む
こ
と
､

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
｡

睡
虎
地
秦
簡
に
つ
い
て
は
'
現
段
階
で
は
何
が
確
貴
に
判
明
し
て
'
何
が
資
料
的
に
限
界
な
の
か
'
い
ま
い
ち
ど
整
理
し
て
み
る
必
要
が
あ

る
よ
う
に
私
に
は
思
え
る
｡

事
柄
は
､
何
も
睡
虎
地
秦
簡
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
-
'
全
て
の
歴
史
資
料
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
な
の
か
も
知
れ
な
い
｡
た
だ
睡
虎
地

秦
簡
に
限
っ
て
言
え
は
､

一
九
七
五
年
の
出
土
以
来
'
同
様
の
簡
贋
が
湖
北
省

一
帯
か
ら
次
々
に
出
現
し
て
い
る
｡
そ
の
代
表
が
江
陵
張
家
山

(44
)

(45
)

の
複
数
の
漠
墓
か
ら
出
土
し
た
竹
簡
で
あ
り
'
同
じ
雲
夢
解
か
ら
は
､

一
九
八
九
年
､
雲
夢
龍
岡
秦
簡
が
､
さ
ら
に
一
九
九
三
年
江
陵
王
家
墓

71
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1･1E)

十
五
戟
秦
墓
か
ら

7
千
枚
近
い
竹
簡
が
出
て
い
る
｡
張
家
山
二
四
七
貌
墓
出
土
の
漠
律
'
及
び
王
家
重
奏
墓
出
土
の
秦
律
に
は
'
他
な
ら
ぬ
致

律
が
存
在
し
て
い
る
と
報
告
書
は
い
う
｡
睡
虎
地
秦
簡
に
つ
い
て
の
分
析
は
､
こ
の
資
料
の
限
界
を
見
極
め
る
こ
と
が
､
こ
れ
か
ら
明
ら
か
に

な
る
だ
ろ
う
他
の
出
土
簡
贋
と
の
比
較
の
う
え
で
有
数
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
大
方
の
叱
正
を
乞
い
た
い
｡

72

注(-
)
米
田
賢
次
郎

｢
漠
代
過
境
兵
士
の
給
輿
に
つ
い
て
｣
(『
東
方
学
報
』
京
都
二
五

三
-
二
､

一
九
五
三
､

一
九
五
四
)
米
田
氏
は
遠
境
の

官吏は
内
地
と
異
な
り
鏡

建
の
俸
給
で
あ
っ
た
と
す
る
が
'
新
居
延
筒
の
出
現
に
よ
り
､
再
検
討
の
必
要
が

あ
ろ
う
｡
初
師
蛋

･
任
歩
雲

｢建
武
三
年
層
建
都
尉
吏
奉
例
略
考
｣
(｢敦
煙
寧
輯

刊
｣
三

一
九
八
四
)

(2
)

た
と
え
ば
郡
倉
に
つ
い
て
は

□
□
元
年
十
二
月
甲
申
萄
郡
倉
普
天
渡
移
Eg
厨
書
□
到
Eg
/
口
舌
盈
恩
侯
長
夫
子

亡取
多
□
口
金
恩
故
馬
Eg
書
到
□
令
史
移
盃
Eg

E
P
F
二
五

･
二
五
A

こ
れ
は
萄
郡
倉
を
示
す
｡
又
府
倉
は

Eg
事
敢
言
之
府
記
□
追
主
官
詣
府
倉
□
府
記
ロ
Eg

Y
四
九

右
に
見
え
る
府
記
と
は
'
太
守
府
も
と
は
都
尉
府
の
記
で
あ
り
'
同
列
の
府
倉
も

そ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
た
だ
､
大
守
府
の
倉
は
､
郡
倉
と
呼
ば
れ
て
い

た
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
､
府
倉
と
は
都
尉
府
の
倉
と
な
ろ
う
｡

(3
)
陳
公
柔
､
徐
華
芳

｢
瓦
困
托
尼
出
土
廉
食
簡
的
整
理
輿
研
究
｣
(『
文
史
』
十
三

7
九
八
二
)
で
は
､
城
倉
を

｢
甲
渠
候
官
の
城
倉
｣
(五
〇
頁
)
と
解
樺
し
て
い

る
が
､
私
は
そ
れ
に
は
反
射
で
あ
る
｡

(4
)
陳
夢
家
氏
は
､
城
倉
は
居
延
都
尉
府
と
同

一
場
所
に
置
か
れ
て
い
た
と
み
る
｡
(｢漠

簡
所
見
居
進
退
塞
輿
防
御
組
織
｣
『漠
簡
緩
速
』
併
収

九
八
〇
)
氏
が
か
-
い

う
取
壊
は
'
居
延
城
倉
長
が
居
延
都
尉
丞
を
乗
任
し
て
い
る
簡

(二
七
八
･
七
)

が
確
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
が
､
別
に
参
北
俣
と
城
倉
長
の
兼
任
の
簡

(E
P
T

五
二
二

六
)
も
あ
り
へ
決
定
的
な
決
め
手
に
は
な
ら
な
い
｡
叉
､
本
文
で
あ
げ

た
E
P
F
二
二
･
四
六
二
A
は
'
居
建
都
尉
府
丞
か
ら
城
倉
以
下
'
各
候
官

へ
の

下
達
文
書
で
あ
り
､
城
倉
が
同

一
場
所
に
置
か
れ
た
と
み
る
こ
と
に
'
疑
問
が
あ

る
｡

(5
)
森

鹿

三

｢居
延
漠
蘭
の
集
成
ト
と
く
に
第
二
草
食
簿
に
つ
い
て
I
｣
(『東
洋
学
研

究
』
居
延
漠
簡
篇

1
九
七
五

同
朋
舎
)

永
田
英
正

｢居
延
漠
蘭
の
集
成
｣
(『屠
延
漠
筒
の
研
究
』

一
九
八
九

同
朋
舎
)

(6
)
廉
敦
と
い
-
語
は
､
他
に
は

基

軸
虹
年
二
月
吏

E
P
T
五
九

･
三
三
〇
A

と
見
え
､
睡
虎
地
秦
簡
'
田
律
に
も
そ
の
語
が
確
認
さ
れ
る
｡

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

乗
馬
服
牛
棄
過
二
月
弗
棄
弗
致
者
皆
止
勿
菓
致
菓
大
田
而
塀
佐
籍
者
以
其
致
到

旦
卦
之
勿
深
致

田
律

七
八

こ
れ
ら
は
'
穀
物
領
収
書
と
見
倣
さ
れ
る
｡
裳
錫
圭

｢漠
簡
零
捨
｣
(『文
史
』
十

二

一
九
八
一
)
参
照
｡

(7
)
こ
こ
に
挙
げ
た
寓
虞
に
よ
っ
て
も
そ
の
墨
色
の
濃
淡
が
わ
か
る
が
へ

l
九
九
五
年

五
月
二
1
日
か
ら

一
週
間
､私
は
童
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
に
お
い
て
'

居
延
漠
簡
を
調
査
す
る
機
合
を
得
た
｡
そ
の
時
こ
の
八
八

･
一
四
簡
を
貴
兄
し
た

の
で
あ
る
が
､
確
か
に

｢趨
康
之
印
｣
の
四
文
字
は
'
別
筆
で
'
寓
虞
の
通
り
墨

色
も
薄
い
｡

(8
)
居
延
城
倉
が
置
か
れ
た
位
置
を
A
IO
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
'
穀
物
倉
の
所
在
地

と
し
て
は
少
々
北
に
寄
り
す
ぎ

で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
ろ
-
｡



確
か
に
封
旬
奴
戦
線
の
近
-
に
穀
物
倉
を
置
く
の
は
､防
衛
上
問
題
が
あ
ろ
う
｡

た
だ
反
面
､
攻
撃
の
面
か
ら
考
え
れ
ば
食
糧
供
給
基
地
を
前
線
に
近
づ
け
る
こ
と

も
そ
れ
な
り
の
利
鮎
が
あ
る
と
も
言
え
る
Q
し
か
し
私
は
他
に
も
う

一
つ
'
A
10

の
地
理
的
候
件
を
推
定
し
て
み
た
い
｡
そ
れ
は
､
こ
の
地
鮎
が
昔
時
の
居
延
海
の

海
岸
線
に
あ
た
り
'
海
上
輸
蓮
の
上
で
t
A
IO
は
好
候
件
を
備
え
て
い
た
と
臆
測
す

る
｡
現
在
の
居
延
滞
は
す
で
に
干
上
っ
て
い
る
が
､
湊
代
に
は
か
な
り
慶
大
で
か

つ
水
深
も
あ
っ
た
｡
『漢
書
』
零
去
病
侍
に
は
､
雀
去
病
が

｢居
延
を
潜

っ
て
｣

西
方
に
進
軍
し
た
こ
と
を
記
し
､
こ
の

｢済
｣
と
は
'
水
深
の
あ
る
と
こ
ろ
を
舟

で
渡
る
こ
と
の
意
と
張
曇
'
師
古
は
注
す
る
｡
ま
た
攻
の
様
な
注
目
す
べ
き
筒
も

あ
る
｡
城
倉
粟
輸
海
東
吏
卒
食

三
九
五

･
一
六
A

葉

凡
六
石
十
二

謡

讐

四
四
五

･
六

二
筒
は
と
も
に
p
9

(州
井
侯
官
祉
)
出
土
の
も
の
だ
が
､
城
倉
の
穀
物
は
海
東

に
輸
逢
さ
れ
'
そ
れ
は
海
上
ル
1
-
が
使
わ
れ
た
と
想
定
で
き
る
｡
海
東
と
は
p

9

(B
or?
ts
on
ch
)
一
帯
､
そ
れ
は
居
延
海
の
東
岸
を
意
味
す
る
に
ち
が
い
な
い
｡

私
は
'
城
倉
が
い
さ
さ
か
北
に
寄
っ
て
い
る
そ
の
理
由
は
､
海
上
輸
速
の
-
え
で

地
形
上
の
傑
件
を
備
え
て
い
た
か
ら
だ
と
思
-
の
で
あ
る
｡

(9
)

こ
れ
ら
帳
簿
に
つ
い
て
は
､
永
田
英
正

『居
延
漠
筒
の
研
究
』
(前
掲
)
の
各
章

に
詳
し
い
分
析
と
説
明
が
あ
り
'
本
稿
第
二
軍
国
で
言
及
す
る
｡

漠代穀倉制度

15 1413 12ll10) ) ) ) ) )

森
鹿
三

｢居
延
漠
簡
の
集
成
-
と
く
に
第
二
亭
食
簿
に
つ
い
て
｣
(前
掲
)

藤
枝
晃

｢漠
簡
職
官
表
｣
(『東
方
学
報
』
京
都

二
五
)

庫
長
に
つ
い
て
は
'
攻
の
一
簡
が
検
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
｡

田
口
工
卒
史
南
庫
長
湯
蔑
夫
□
Eg

森
鹿
三
前
掲
論
文
､

一
〇
〇
貢

二
四
八
･
一
五

干
豪
亮

｢居
延
漠
簡
校
樺
｣
(『考
古
』

一
九
六
四
1
三
)､
裳
錫
圭

｢漠
簡
零
捨
｣

(前
掲
)

0

令
史
苑
弘

に
つ
い
て
は
'
森
鹿
三

｢令
史
弘
に
関
す
る
文
書
｣
(『東
洋
学
研
究
』

居
延
漠
簡
篇

前
掲
)｡
な
お
､
森
論
文
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
'
令
史
弘
は

倉
令
史
で
は
な
-
候
官
令
史
と
私
も
考
え
る
｡

(16
)

二
四
･
二
簡
は
'
廿
三
部
の
組
織
を
表
す
こ
と
に
は
相
違
な
い
が
'
最
下
段
に
｢真

山
爆
｣
な
る
貴
名
健
が
記
さ
れ
て
い
る

(｢箕
山
｣
を

｢第
鮒
｣
と
樺
讃
す
る
祝

も
あ
る
が
､
こ
こ
は
や
は
り

｢箕
山
｣
で
あ
ろ
う
)｡
廿
三
部
は
､
廿
三
か
ら
廿

九
ま
で
の
香
坂
健
を

一
グ
ル
ー
プ
と
し
第
廿
三
侯
長
の
指
揮
下
に
入
っ
て
い
た
こ

と
'
米
田
賢
二
郎
氏
も
指
摘
し
て
い
る

(｢漠
代
の
遠
境
組
織
-
健
の
配
置
に
つ

い
て
1
｣'
『東
洋
史
研
究
』
十
二
-
三
㌧

1
九
五
三
)｡
こ
こ
に

｢箕
山
倦
｣
な

る
賓
名
健
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
は
､
如
何
に
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
Q

l
つ
の

考
え
方
は
､
箕
山
健
の
卒
二
人
が
こ
の
年
十
二
月
に
臨
時
に
第
廿
三
部
に
出
張
し

て
い
た

(省
作
)
と
慨
定
す
る
こ
と
で
あ
り
､
本
来
の
箕
山
燈
の
卒
が
こ
の
二
名

だ
け
で
は
な
い
と
の
見
方
も
で
き
る

(五
二
･
二
六
簡
に

｢箕
山
倦
卒
三
人
四
｣

と
み
え
る
).
た
だ
､
｢台
第
廿
三
侯
長
記
到
召
箕
山
爆
長
明
詣
官
以
急
疾
薦
故
急
｣

(
一
六
〇

･
四
)
な
る
筒
が
あ
り
'
こ
れ
は
'
第
廿
三
候
長
に
命
じ
て
箕
山
爆
長

明
を
侯
官
に
出
頭
さ
せ
る
通
達
で
あ
る
｡

一
六
〇

･
四
か
ら
す
れ
ば
'
廿
三
部
に

箕
山
健
も
含
ま
れ
て
い
る
と
せ
ね
ば
な
る
ま
い
｡

(
1
)

雲
希
正

｢西
濃
平
都
翠
射
｣
(『文
物
』

1
九
七
七
-
三
)'
『中
園
古
代
度
量
衡
園

集
』
(
一
九
八
一

文
物
出
版
社
)

(
1
)

永
田
前
掲
書
､

一
五
七
貢

(
19
)

陳
公
柔

･
徐
革
芳

｢瓦
困
托
尼
出
土
廉
食
筒
的
整
理
輿
研
究
｣
(前
掲
)､
努
幹

｢大

石
輿
小
石
｣
(『大
陸
雄
志
』

一
-
十

一

一
九
五
〇
)

(20
)

永
田
英
正
'
前
掲
害

一
四
八
頁

(2
)

楊
聯
陸

｢漠
代
丁
中

･
廉
給

･
米
菓

･
大
小
石
之
制
｣
(『国
学
季
刊
』
七
-

1

1
九
五
〇
)

(
2
)

本
稿
で
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
を
引
用
す
る
際
'
明
示
す
る
簡
香
坂
は

『雲
夢
陸
虎
也

秦
墓
』
(
l
九
八

1

文
物
出
版
赴
)
の
固
版
番
既
を
採
用
す
る
.
そ
れ
は
全
筒

に
通
し
番
親
が
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
｡

(23
)

高
自
強

｢漠
代
大
小
斜

(石
)
問
題
｣
(『考
古
』

一
九
六
二
-
二
)'
九
三
頁

(
2
)

こ
こ
に
掲
げ
た
圏
版
は
､
『居
延
漠
簡
』
固
版
之
部
へ
『居
延
漠
簡
甲
鍋
』
か
ら
輯
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完

載
し
た
も
の
で
不
鮮
明
で
あ
る
が
'
歴
史
語
言
研
究
所
所
蔵
の
薫
物
ほ
い
ま
少
し

は
っ
き
り
と
字
が
讃
め
る
｡
加
え
て
赤
外
線
測
定
券
に
よ
っ
て
'
私
は
こ
の
四
衝

は
同
筆
筒
と
推
定
す
る
｡

つ
ま
り
､
永
田
英
正
氏
の
簿
籍
の
様
式
分
類
に
よ
る
な
ら
ば

(永
田
前
掲
書
三

〇

九
頁
～
三
二
四
頁
)
V
l
イ

･
a
･
b

(簡
頭
に
出

･
人
が
あ
り
そ
の
数
量
を

記

し
､

受
領

･
支
出
を
記
す
も
の
)
の
様
式
の
も
の
は
､
そ
の
先
頭
に
大

･
小
石
が

明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
o
V
I

p
-

C

(簡
頭
に
機
関
名
も
し
く
は
責
任
者
の
官

職
姓
名
を
記
し
'
以
下
に

所
属
の
吏
卒
の
姓
名
と

一
ケ
月
の
穀
物
の
配
給
量
を
列

記
す
る
)
は
'
普
通
小
石
の
単
位
と
考
え
ら
れ
る
｡

以
上
私
は
'
更
に
は
脱
穀
米
を
卒
に
は
未
脱
穀
を
そ
れ
ぞ
れ
食
樫
と
し
て
支
給
し

て
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
､
あ
-
ま
で
こ
れ
は
通
常
､
原
則
と
し
て
の
支
給

で
あ
り
'
あ
る
情
況
に
あ

っ
て
は
例
外
も
も
と
よ
り
存
し
て
い
た
こ
と
認
め
ね
ば

な
ら
な
い
｡
居
延
簡
に
お
い
て
は
へ
私
の
慣
説
か
ら
は
ず
れ
る
も
の
も
検
出
で
普

る
｡
た
と
え
ば
'

出
粟

一
石
九
斗
三
升
少

付
参
北
俣
官

以
食
卿
望
卒
趣

六

･
l
八

出
奔

一
石
九
斗
三
升
少

以
食
斥
胡
爆
卒
周
有
世
九
月
食

一
〇

･
三

出
粟

一
石
九
斗
三
升

二

一五

･
一
三

□

一
石
九
斗
三
升
少

廉
廉
谷
健
卒
秦
訟
声
六
月
食

1
七
七

･
1
八
=

一
七
七

二

一〇

右
の
蘭
は
､

大
石
二
石
に
封
す
る
小
月
の
債
で
あ
り
'
支
給
は
大
石
で
な
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
示
す
｡
ど
う
い
っ
た
情
況
に
あ

っ
て
卒
に
も
除
穀
米
が
支
給
さ
れ
た

の
か

(
一
つ
の
推
測
で
は
あ
る
が
'
右
の
簡
は
A
8
'
A
33
出
土
の
も
の
'
つ
ま

り
甲
渠
侯
官
､
肩
水
俣
官
に

一
時
的
に
出
張
勤
務
し
て
い
た
所
謂
省
卒
か
も
知
れ

な
い
)
確
賓
な
こ
と
は
､
現
段
階
で
は
わ
か
ら
な
い
｡
今
後
の
検
討
課
題
と
せ
ね

は
な
ら
ぬ
｡

大
石

･
小
石
の
両
者
が
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
､
本
文

○
○
頁
に
挙
げ
た

よ
う
に
A
IO
出
土
簡
に
集
中
し
て
い
る
｡
そ
れ
は
つ
ま
り
居
延

城
倉
と
い
-
い
わ

ば
穀
の
出
入
の
要
と
な
る
穀
倉
で
あ
れ
ば
こ
そ
｡
大
石
と
小
石
を
と
も
に
そ
の
帳

簿
に
明
記
し
'
出
入
穀
量
の
記
載
を
よ
り
正
確
に
徹
底
さ
せ
ん
と
す
る
意
国
が
あ

っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
｡

(28
)

永
田
英
正

｢居
延
漠
筒
の
古
文
書
学
的
研
究
｣
(『居
延
漠
筒
の
研
究
』
第

一
部
'

前
掲
)
以
下
､
本
文
で
引
用
す
る
永
田
氏
の
寵
は
'
全
て
右
書
に
よ
る
｡

(
29

)

｢自
取
｣
｢取
｣
の
記
入
が
あ
る
簡
に
つ
い
て
も
'
歴
史
語
言
研
究
肝
癌
の
現
物
を

調
査
し
た
が
大
部
分
は

一
筆
の
も
の
と
の
結
論
を
得
た
｡
永
田
氏
が
と
り
あ
げ
た

一
八
〇

･
二
=
三
筒
は
､
確
か
に
月
日
と

｢自
取
｣
が
別
筆
で
あ
る
簡
だ
が
'
む

し
ろ

こ
れ
は
例
外
に
属
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

(
30
)

食
糧
支
給
に
関
す
る
簡
に
は
'
｢
用
穀
｣
と
線
量
が
記
入
さ
れ
る
も
の
と
'
｢見
署

用
穀
｣
と
記
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
｡
二
者
は
ど
こ
が
異
な
る
の
か
'
明
確
な
解
答

を
私
自
身
'
用
意
で
き
な
い
｡

l
祝
に
は
'
｢
用
穀
｣
は
配
給
基
準
を
示
し
た
董

帳
'
｢
見
暑
用
穀
｣
は
賓
際
に
受
配
し
た
量
の
記
録
と
の
見
方
も
あ
り

(藤
枝
晃

｢樺

『見
署
用
穀
』
ほ
か
-

『長
城
の
ま
も
り
』
訂
誤
｣
(『東
洋
史
研
究
』
十
四

-

1
･
二

l
九
五
五
)､
｢普
食
案
｣
と
の
関
連
を
そ
こ
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

は
し
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
｡
い
ず
れ
に
し
ろ
'
今
は
確
箕
な
こ
と
は
言
え

な
い
｡

別

に

E
P
T
六
八

二

九
四

～
二
〇
七
に
至
る
同
筆
と
お
ぼ
し
き
十
四
蘭
は
'

始
建
園
天
鳳
≡

一年
六
月

甲
申
朔
丁
酉
三
十
井
部
侯
習
敢
言
之
謹
移
≡

一月

壷
六
月
菅
食

着
実
敢
言
之

E
P
T
六
八

･
一
九
四

と
あ
り
､
叉
'
そ
の
表
題
簡

●
三
十
井
候
官
始
建
国
天
鳳
≡

一年
≡

一月
壷
六
月

常
食
考
案

一
九
五

そ
し
て
そ
れ
に
績
く

三
月
飴
成
卒
二
十

一
人

二
二
月
壷
六
月
債
六
十
三
月

一
九
六

出
戊
卒
二
十

一
人

≡

一月
二
十
日
義
六
月
晦
減
債
三
十
九
月

一
九
七

と
記
さ
れ
た
帳
簿
は
'
ま
さ
に

｢常
食
着
実
｣
の
一
種
で
あ
る
こ
と
間
違
い
な
い
｡

rJ



た
だ
そ
こ
で
私
が
あ
え
て
右
の
筒
を
最
先
に
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
の
は
､
こ
の

一
連
の
簡
は
'

一
三
六
･
四
九
､
二
八
六
･
七
の
表
題
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
如
き

月
単
位
の

｢常
食
案
｣
で
は
な
く
三
ケ
月
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
'
及
び
何

故
こ
の
嘗
者
案
が
州
井
侯
官
か
ら
甲
渠
侯
官

へ
移
迭
さ
れ
た
の
か
は
っ
き
り
と
し

た
解
答
が
出
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
｡
本
文
で
主
と
し
て
言
及
し
た
の
ほ
'
月
毎
の

侯
官
内
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
｡
い
ず
れ
に
し
ろ
'
普
食
案
に

関
し
て
は
'今
後
本
文
で
述
べ
た
こ
と
は
修
正
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
｡

(31
)

睡
虎
地
秦
簡
の
､
｢都
官
｣
の
意
味
に
つ
い
て
は
へ
諸
説
あ
る
が
､
こ
の
候
の

｢都

官
｣
は
中
央
官
府
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
｡
詳
し
-
は
江
村
治
樹

｢雲
夢
睡
虎
地
出
土
秦
律
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
｣
(『東
洋
史
研
究
』
四
十
-

メ

一
九
八
一
)
を
参
照
｡

(
32
)

太
田
幸
男

｢湖
北
睡
虎
地
出
土
秦
律
を
め
ぐ
っ
て
･
そ
の
二
｣
(『東
京
畢
蛮
大

挙
紀
要
』
三
部
門

第
三
二
集

一
九
八
〇
)

一
七
四
頁
'
参
照
｡

(33
)

こ
の
論
争
に
関
し
て
'
両
氏
の
護
表
論
文

は
左
記
の
も
の
で
あ
る
.

文
科
寧
研
究
所

一
九
八
五
)
参
照
｡

(36
)

板
山
明

｢雲
夢
陸
虎
地
秦
簡
｣
(『中
隣
法
制
史

基
本
資
料
の
研
究
』
(東
衷
大

学
出
版
合

一
九
九
三
)
参
照
｡

裳
錫
圭

｢喬
夫
初
探
｣
(『雲
夢
秦
簡
研
究
』
中
華
書
局

一
九
八
一
)

太
田
③
二
〇
九
頁
､
大
柿
②
六
四
貢
注
8
｡

な
お
､
倉
畜
夫
と
い
う
官
名
は
､
漠
簡
に
も
見
え
る
こ
と
は
'
本
稿
○
○
貢
で
述

べ
た
｡
秦
の
倉
春
夫
は
長
官
'
つ
ま
り
漠
の
倉
長
に
あ
た
る
と
考
え

ら
れ
る
が
'

藻
の
倉
番
夫
は
秦
の
そ
れ
と
は
異
な
り
t
よ
り
低
い
ラ
ン
ク
の
下
級
役
人
で
あ
ろ
う
｡

大
樹
①
七
頁
'
②
五
二
頁
｡

裳
錫
圭
前
掲
論
文
二
三
三
頁
｡

秦
筒
で
は

｢戸
を
開
く
｣
は

｢顔

(啓
)
戸
｣
と
記
さ
れ
る
｡

ヽ

穴
盗
愛
書
某
里
士
五
乙
昔
日
日
管
戒
乙
復
柚
衣

一
乙
房
内
申
閉
其
戸
乙
猪
興
妻

ヽ
ヽ

丙
晦
臥
堂
上
今
且
起
顔
戸
取

六
五
三

度刺:-

-･･1

代

太
田
幸
男

｢湖
北
睡
虎
地
出
土
秦
律
の
倉
律
を
め
ぐ
っ
て
･
そ
の
こ

(『東
京
撃

蛮
大
挙
紀
要
』
三
部
門

三

一
集

一
九
八
〇
)
〔太
田
①
と
す
る
〕

同

｢湖
北
睡
魔
地
出
土
秦
律
の
倉
律
を
め
ぐ
っ
て
･
そ
の
二
｣
(『東
京
畢
蛮

大
草
紀
要
』
三
部
門

三
二
集

一
九
八
〇
)
〔太
田
②
と
す
る
〕

同

｢湖
北
睡
虎
地
出
土
秦
律
の
倉
律
を

め
ぐ
っ
て
･
追
補
-
大
櫛
敦
弘
氏
の

批
判
に
答
え
て
ー
｣
(『東
京
撃
重
大
寧
紀
要
』
三
部
門

四
三
集

一
九
九
二
)

〔太
田
③
と
す
る
〕

大
櫛
敦
弘

｢秦
代
国
家
の
穀
倉
制
度
｣
(『海
南
史
学
』
二
八

1
九
九
〇
)
〔大

槽
①
と
す
る
〕

同

｢雲
夢
秦
簡
倉
律
よ
り
見
た
戦
国
秦
の
穀
倉
制
度
-

｢秦
代
園
家
の
穀
倉

制
度
｣
補
論
1
｣
(『海
南
史
学
』
三
〇

一
九
九
二
)
〔大
櫛
②
と
す
る
〕

陸
虎
地
秦
墓
竹
筒
整
理
小
敵

『睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
(文
物
出
版
社

1
九
七
八
)

の
注
を
こ
こ
で

『注
樺
』
と
略
稀
す
る
｡

(43
)

私
は
本
文
で
は
､
｢唯
｣
を

一
般
に

｢
た
だ
｣
と
訓
じ
て
い
る
助
辞
と
し
て
解
秤

し
た
の
で
あ
る
が
賓
は
'
藻
衛
に
み
え
る

｢唯
｣
は
'
普
通

一
般
の
そ
れ
と
は
違

う
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
｡
特
に

｢唯
｣
の
下
に
官

署
名
が
付
く
時
､
｢
た
だ
｣
と
い
っ
た
吏
語
の
助
節
と
は
異
な
る
よ
-
に
思
え
る
｡

ヽ
ヽ

Eg
敢
貫
之
謹
寓
移
唯
府
報

四
･
一
六

元
康
二
年
九
月
丁
酉
朔
庚
申
肩
水
侯
長
生
敢
言
之
謹
寓
移
唯
官
移
昭
武
獄
敢
言

漠

(gZ
)

拙
稿

｢連
坐
制
と
そ
の
周
追
｣
(『戦
国
時
代
出
土
文
物
の
研
究
』

京
都
大
学
人

ヽ
ヽ

今
音
欲
自
言
唯
官
移
書
験
開
音
普
得
遺
三
月

Eg
戊
朔
英
巳
甲
渠
健
侯
謹
遣
令
史
醇
誼
Eg

ヽ
ヽ

張
宗
馬
家
私
市
部
得
唯
府
普

Ed

ヽ
ヽ

l
編
唯
府
令
Eg

正
月
甲
子
嘗
曲
爆
長
誼
敢
言
之
未
得
十
二
月
奉
Eg

ヽ
ヽ

奉
唯
官
賦
以
何
彊
鏡
口
前
十
月
皆
巳
出
三
Eg

ヽ
ヽ

Eg
唯
卿
親
併

自
戒
失
子
厳
重
今
未
得
渡
唯
橡
ロ
Eg

一
〇

･
二

三
〇
･七

二
七
〇
･
二
〇

E
P
T
五

･
二

l七

E
P
T
五
二
･
五
二
一
A

E
P
T
五
九

･
七
六
六

方

E
P
T
六
五

･
四
六
八
B
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こ
れ
ら

｢唯
官
｣
｢唯
府
｣
｢唯
接
｣
な
ど
の
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
､
｢
た
だ
｣

と
い
う
よ
り
も

｢接
骨
の
｣
｢営
該
の
｣
｢所
轄
の
｣
と
い
っ
た
方
向
に
と
れ
そ
う

に
思
え
る
｡
今
後
い
ま
少
し
検
討
し
て
み
た
い
｡

｢江
陵
張
家
山
漠
簡
概
逃
｣
(『文
物
』

一
九
八
五
-

一
)､
｢江
陵
張
家
山
南
座
漠

墓
出
土
大
批
竹
簡
｣
(『文
物
』

一
九
九
二
-
九
)

｢雲
夢
龍
尚
秦
漠
墓
第

一
次
発
掘
簡
報
｣
'
及
び

｢雲
夢
龍
尚
秦
簡
綜
速
｣
(と
も

に

『江
漢
考
古
』

一
九
九
〇
-
三
)

75

(46
)

｢江
陵
王
家
藁
十
五
競
秦
墓
｣
(『文
物
』

一
九
九
五
-

一
)




